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      （ああ、俺おれ、またここに……）

　薄汚れた雪原で、ノトはそのいびつな地平線を見つめていた。

　曖あい昧まいな感覚の中で、記憶の糸をたぐり寄せる。

（……レンビア？）

　そう、自分はさっきまで、レンビアの夢を見ていたはずだ。

　だが、周囲を見回してももう彼女の姿は見あたらない。

　昔からレンビアの夢はよく見ていたノトだが、最近はその夢がいいところになると、なぜかこの不思議な光景に変わってしまう。

　ここはどこなのか。

　分からない。

　ノトには全く分からない。

　どこか先日降り立ったあのネロに似たそこは、ノトの知らないどこかだった。

　頭上には――禍まが々まがしいほどに赤く、巨大な星が宇宙に浮いている。

“〝壊すのよ――”〟

　そして、ここでは決まって、この声が聞こえてくるのだ。

“〝ジフは……ジフは誉ほめてくれた。土木工事用に作られた、醜みにくいキメラの私を……！”〟

　何かに取り憑つかれたような、女の声。

“〝また誉めてもらえるのなら――たとえこの体が砕け散ろうと構わない！”〟

　パッ――！

　視界が真っ赤な光に包まれたかと思うと、ノトの足下は激しい地震に見舞われる。

　叩たたき付けられるようにして地面に倒れると、空には無数の氷の粒が――凍った大地そのものが吹っ飛ばされたような量だ――乱舞していた。

“〝あの人のために造るのよ――穢けがれる前のあの星と同じ、清浄の星を！　そのためには、この衛星は２つとも邪魔なの。強めた重力で墜おちる前に、早く、退のけてしまわないと！”〟

　意味の分からないセリフは、次第に語気を荒げていく。

　ノトは慌あわてて耳をふさいだ。

　また言うのか。

　どうしてそんなに想おもうんだ。

　どうしてそんなに、強く、凶暴なまでに想うんだ。

“〝彼のためになら、私は何でもするんだ……こんな星なんて、粉々に砕いてやるッ!!”〟

　

　目が覚めると――

　ノトは真冬にもかかわらず、びっしょりと気持ちの悪い汗をかいていた。

　なんだろう、これは。

　何かの心の病気だろうか。

　ノトは大きく息を吸い込んで起き上がると、気分転換のために屋根裏部屋の木窓を開けた。妙に空気が冷たいと思ったら、それもそのハズで……外は、雪だ。

　秋に解決したネロの一件から季節も変わり、もう、ガルニアはすっかり冬である。

　最近は日がめっきり短くなってきたが、この明るさはもう朝の６時ってとこだろう。

　そう思って窓を閉めると、時計台が６時の鐘を静かに打つのが聞こえてきた。

　今日は13月１日。１年の最後を彩いろどる、聖サナターン祭の初日である。

「うー、さぶさぶっ」

　ラキザミにぶっ壊された屋根裏部屋は、修復したもののなんかすきま風が入る。

　いつもは働き者のノトだが、祝日の今日だけは二度寝を楽しむことにした。

　願わくば、レンビアの夢をまた見たいものだ。

　――あの女の声にジャマされることなく。



    

  
    
      




    

  
    
      　聖サナターン祭の第１夜を祝うパーティーの中で、ノトは何杯目かのカクテルをまた一気飲みした。眼前に広がるだだっ広いガルナ城のダンスホールでは、今年もガルニア中から集まったセレブたちがご歓談を楽しんでいる。

　ノトは平民なので本来このパーティーには参加できなかったのだが、月に行ったりネロを撃退したりの宙士アストロということで、先週、特別に招待状をもらっていた。

　――去年会場でハブられたこともあり、ノトはこのパーティーの招待状をもらっても速攻で捨てかけていた。だが新人貴族として売り出し中のレンビアは出席すると噂うわさで聞き、それならばと参加することにしたのである。

『物質転送テレポーテ』の魔法陣研究の飛躍的な発展を認められて宮廷魔女――貴族に取り立てられたレンビアは、今、魔法大学院での研究・自分の領土であるビアラ島の視察（管理にはさすがに代理の総督を雇ったそうだが）・貴族社会にとけ込むための各種お稽けい古こ事ごとと、寝るヒマも無いぐらいに忙しい日々を送っている。

　当然、ノトにもしばらく会えていない。

（会えるチャンスと思って来たはいいけど、ちょっと早く来すぎたなー……）

　ホールの壁際からレンビアを目で探すが、彼女の姿はまだ見当たらない。

　それどころか、ノトはお喋しやべりする相手すら一人もいない有り様だ。

　身なりだけは去年仕立ててもらった立派な服があったので一応なんとかなっているが、敬語すらマトモに喋れない自分が貴族たちの輪に入っていけるワケもない。

（せめて誰だれか知り合いでもいれば、ヒマ潰つぶしできたんだろーけどなぁー）

　ノトの脳内で、このパーティーに参加できそうな候補が何人か浮かぶ。

　たとえば、去年このパーティーで一緒だったナキアミ。……は仕事で、南部諸侯連合ヴイストニアに出張中である。

　新宙軍のリーダー、サベラ。そしてネロから世界を救った宙士アストロのラキザミ。あの２人も参加資格はありそうなところだが、来ることは不可能だ。

　というのも２人は先月、新人の宙士アストロ――この新人のプロフィールは、なんでか軍機により非公開とされていたが――と共に、また宇宙に出てしまったからである。

　宇宙。今度はついに、火星だそうだ。

　しかもサベラたちは第２の月となった魔物・ネロから加速に使う燃料を生成したとかで、なんともうじき火星に到着するというから驚きである。

（ったくもー。あいつらどんだけ宇宙好きなんだよー……）

　退屈さから、ノトは心の中で悪態をつく。

　……ああ、何もすることがない。こうなればもう、呑のむしかないだろう。と、ノトはホールを巡回するメイドちゃんがお盆に載せていたカクテルをまた１つ取った。

　だが酒も、ノトの気を紛まぎらわすには力不足である。ガルニア民法では飲酒に年齢制限は無いのだが、ノトは仕事柄、若くして酒にめっぽう強いのだ。しかもこのお酒は飲みやすくするためにかやたら弱く、ジュースみたいなもんである。酔えやしない。

　というワケでカプカプと色とりどりのカクテルを次々にあけていると……

　わいわい、と、何やらホールの奥の方が盛り上がり始めた。

（……なんだ？）

　ヒマでヒマでしょうがないノトは、会場を回り込むようにしてそっちへ向かう。

　すると……何やら、耳慣れた単語が聞こえてきた。

「４日後には、火星一番乗りの名誉もガルニア人のものであろうぞ――」

　げ。

　この声は音鏡石リンコツトで聞いたことがある。レドライアス大王だ。しかも宇宙の話をしてる。

　あそこに宙士アストロがいるぞ！　→　ちょっと来い！　なんてことになったら面倒だぞ……

　と、ノトはホールの２階に続く階段の陰に隠れた。

（あれが大王か……）

　階段の陰からそーっと窺うかがうと、大王は20代前半ってところで――そして意外にも、けっこうなイケメンだった。

　背は高く、金髪は色が濃いめで、瞳ひとみは青く、顔は彫りが深い。

　ノトみたいな混血じゃなく、典型的な純血の南方ルザリカ人って感じがする。

「更なる新型の国産有人ロケットは、もはや芸術品と言える。これは新宙軍が飛ばしたロケットの記録を元に、人間計算機カリキユラトリエなしでも自動的に飛ぶことができるのだ。打ち上げはもちろん、大気圏の再突入さえも全自動である。余はこれに『ガイアエルダⅠ』と名付けることにして、宇宙だけでなく地球の調査にも……」

　調子よく話すレドライアスの声に、ノトは階段の陰で苦笑いした。

（『ガイアエルダⅠ』……？　ははっ、ネーミングセンス無いなー、大王）

　ガイアエルダというのは、大地の神の名前だ。

　ノトが乗ったロケットの『パリヴィオン』は光と天空の神の名前だから良かったが、地面の神様だなんて、なんか、いかにも落っこちてきそうじゃないか。

「あぁン。星々を目指されるなんて、なんて壮大で夢のあるお話……」

「月に火星に――次は空星かしら。レドライアス様は偉大な冒険家でいらっしゃること」

「空星は、海しかない星と聞きましてよ。私、そこに遊覧船を浮かべてみたいですわぁ」

　聞けば、レドライアスのロケット話は妙にウケている。

　ノトが様子を窺い直すと、大王をもてはやしているのは……若い女。女。女。

　女ばかりなのであった。

（……なんだよあれ……）

　ホールにいる貴族女たちはみんなきらびやかな衣装を着てきているのだが、ここの女性たちのドレスやアクセサリーはそれに輪をかけて気合いが入っている。

　ああ、なるほど――

　要は、お妃きさきの座を狙ねらってる女の子たちなのだろう。

（モテモテだなぁ、大王……）

　そんな恋のバトルが繰り広げられている光景を見ていると、ノトは我が身を振り返って――レンビアのことを、思い出してしまう。

　そう。ノトの待ち人はレドライアス大王ではない。レンビアなのだ。

「レンビア、早く来ねーかなぁ……」

　手にしていたカクテルをまた一杯あけて、ノトは呟つぶやく。

　ノトとレンビアの、心の距離は……ネロの一件以来、根っこのところではかなり近づいた実感がある。

　ノトの気持ちは緑ミスリルのペンダントの件でバレてたわけだし、ナキアミの妨害により取消処分になったとはいえ、レンビアはネロでノトに一度告白までしている。

　つまり今は、お互いのことを好意的に思っているのは何となく分かっているのだが、それを改めてハッキリ確認しあうタイミングを失ってしまっている……という状態なのだ。

　これが、けっこう難しい。

　恋はケンカみたいに、いっぺん足踏みしてしまうと再び間合いに入るのが怖くなる。

　しかもノトとレンビアは物心ついた頃ころから一緒だった、いわば兄妹きようだいみたいな関係なわけで、それを改めて男女として付き合いましょうと仕切り直すのはとにかく気恥ずかしい。

（分かってるんだ……このままズルズル時間だけ過ぎたらダメってことはな……）

　これを乗り越えるには、何らかのきっかけが必要だ。

　そう思ったノトは、このパーティーをその起点にしようと計画していた。

　社交界で売り出し中のレンビアのために、ここではジャマしないようにしつつも……パーティーがお開きになったら『恋する共感ラビン・シンパシア』で偶然を装って再会し、ノト屋へ誘う。

　そしてノト屋の上には、こないだ使い損そこねた切り札――レンビアの部屋がある。

　しばらく会ってないから話すネタも色々あるわけだし、おや気がついたらもうこんな時間だ、じゃあ泊まっていくしかないねえ、という流れも自然に作れるだろう。

　レンビア様のお部屋はしっかり掃除して、生花で飾り付けてきた。

　王宮からノト屋までの辻つじ馬ば車しやを借りる小金も、しっかりポケットに入っている。

　さらに伏兵ナキアミは遥はるか南に出張中で、前回のようにジャマをされる恐れもない。

「うん、完かん璧ぺきだ」

「何が？」

「いやレンビア攻略さくせッぷるどぅああああっ！」

　頭上からいきなりかけられた彼女の声にノトは腰を抜かし、どて、と尻しりもちをついた。

　見上げれば、２階に続く階段の上には――レンビア・ラ・ビアラ麟りん爵しやく様がキラキラと立っていらっしゃるのであった。

「何よ、さっきから一人でニヤニヤして……超キモかったわよ、あんた……」

　ちょっと眉まゆを寄せつつのレンビアは、どうやら２階でドレスを着付けていたらしい。

　そのきらびやかな姿に、ノトは言葉を失った。

　うあ……どうしよう。キレイだ。

　瞳ひとみの色に合わせたらしい翠みどり色いろのドレスは光沢のある絹布でできていて、肩を全すべて出し、胸元もかなり大胆に開けた南方貴族の様式のものだ。

　宮廷魔女がウヨウヨいるからか緑ミスリルのペンダントは服の中にしまっていたが、その胸元は別の意味で注目に値する。

　去年図らずもお風ふ呂ろで覗のぞいてしまった平たい胸は、あれから１年で成長したのか、あるいはドレスのデザインがそう見せているのか、一回り進化しているような気がする。

　サベラ級とまではいかないが、もう少しでナキアミ辺りには対抗できそうなレベルだ。

　そのおかげでレンビアのスタイルは、出るところは出て引っ込むところは引っ込んだ、かなり完かん璧ぺきな形に整っていたのである。

　なんでか貴族になってからもやめずにいるツインテールの髪も、今夜は銀細工の花で飾られていた。ああ、綺き麗れいだ。綺麗すぎる。ラキザミに絵で残しておいてもらいたかった。

「お久しぶりね、ノト」

　ふんわり広がった長いスカートを引きずらないように少しつまみ上げながら、レンビアはトントンと階段を降りてきた。どこかで歩き方を習ったのだろう、その仕草はなにげにお上品だ。

　フロアに降りてきたレンビアは、以前の健康的な美しさにリアル貴族の淑しとやかさが加わって、かなり史上最強の美少女に成長していた。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな彼女に近付かれて、ノトは全身に火がついたかのような錯覚を覚える。

　――正直、惚ほれ直した。

　ただでさえ夢中なのに、こんな美しい姿を見せられてしまっては、ああ、愛いとしくて愛しくて、なんだかおかしくなってしまいそうだ。もう、レンビアしか見えない。

　と、そこに……

「ノト、と申したか？」

　さっきのレンビアのセリフに、鋭く反応した人物がいた。

　――レドライアス大王、である。

　女たちの輪の中から背伸びするようにしてこっちを見てきた大王は、階段の脇わきですっ転げているノトを発見してしまったようだった。

「おお、その額ひたいの傷跡……お前が宙士アストロノトか」

　大王はお気に入りのオモチャを見つけたような顔で、女たちを掻かき分けてこっちに歩いてきた。

「あわッ、ちょっとほら、早く立ちなさいよ！」

　慌あわてたせいで素の喋しやべり方になりつつも、レンビアがノトを引っ張り起こしてくれる。

「月面踏破、ネロ、共に大儀であった。余はお前に会いたかったぞ。お前が関かかわった幾多の打ち上げによって、我が国のロケット技術は飛躍的に向上しておる。新型のパリヴィオンⅡは量産に成功し、ハヤンや南部諸侯連合ヴイストニアとの国境線に配備済みだ。国防には――」

　たいした挨あい拶さつもせずにいきなり嬉き々きとしてロケットの話を始めた大王を前にして……

「」

　なんと立ち上がったノトは、緊張のあまりオシッコがしたくなってきた。

　あまりにも空気を読めない我が膀ぼう胱こうだが、したくなってきたものはしたくなってきたんだからしょうがない。しかもこの尿意、ものすごい勢いで強まっていく。

　これ、たぶん、さっきヒマにあかしてガブガブ飲んでたカクテルのせいである。

「…」

　モゾモゾと珍妙な動きを始めたノトに、レンビアが慌てた表情になる。

「あ、あの！　そうですよねっ大王陛下。ガルニアのロケット技術の向上は本当に早くて――最近は液体燃料だけではなく、安価な固体燃料の改良も順調とか！」

　レンビアは大王の好きそうなロケットの話を始め、レドライアスの注意を自分にうまく引きつけてくれた。ナイスフォローだ。

「ふむ。お前は……たしか、レンビア麟りん爵しやく。そう。その通りである。よく理解しておるな」

　大王は実に嬉うれしそうな顔をしたかと思うと、そのまま燃料タンクの容量がどうのこうのという話を楽しげに始めた。

　燃料タンクが爆発寸前のノトは、レンビアが作ってくれたチャンスに乗ることにする。

　――よし。王様はこのまま、レンビアに押しつけてしまおう。

　オシッコの件、切り出すなら今だ。今しかない。

　王の話に割り込むのは不敬だが、漏らしてしまったら死刑だろう。

「あ、あの！」

「んむ？」

　ロケット話で上機嫌になっているレドライアスが、ノトの方に顔を向ける。

「王様すんませんっ。お、俺おれ、ちょっとションベンしたくなってきちゃって……」

「ちょっ――御前よ！　そういう時は『自然に呼ばれまして』って言うのっ！」

　貴族用語を教えてくれながら、レンビアは犬歯をむいてノトの後頭部をすぱーん！とひっぱたいた。こっちも慌あわてるあまり、いつもの動作が出てしまっている。

　そんな２人のやりとりに目を丸くしていたレドライアスは……

「くくく……くくっ」

　笑いだした。

「あ、ああ、あの、陛下！　あたし……じゃない私の、知り合いのこのバカノト……じゃない、宙士アストロノトが、大変なご無礼を！」

「ふは……はははっ。良い、良い。ほら、早く行ってこい」

「あ、ありがとうございますですッ！　じゃ、じゃあレンビア、後はよろしく！」

　行け行けと手を振る大王をレンビアに任せて、ノトは逃げるように場を後にする。

　よかった――なんとか切り抜けることができた。ああ、でも、やばい、本当にやばい。漏れる。漏れそうだ。トイレはどこだ！



　自然様からのお呼ばれを済ませてきたノトがホールに戻ると――

　何だか、ホールはさっきより一段と盛り上がっていた。

　王宮全体に、さっきとは別の空気が流れているような気さえする。

「？」

　なんだろう。

　何か事件でも起きたのだろうか。

　いや……もっと、もっと悪い胸騒ぎがする。

　この胸騒ぎは――

　分かる。レンビア絡みの何かだ。

　ノトの胸の奥で、鈴の音のように魔法がささやく。

『恋する共感ラビン・シンパシア』、が。

　――危機を、ささやいている――！

“〝ああ……どうしてこんな事になっちゃったの？　あたし、どうしたらいいの……!?

　ノト……！　助けて、なんとかして、ノト……！”〟

　困惑しきったレンビアの想おもいが、ノトが広げた『恋する共感ラビン・シンパシア』に流れ込んでくる。

　さっきの階段のそば、ホールの片隅に着くと……そこには人だかりができていて、何も見えない状態だった。人垣を作る貴族たちは一様に、ワイワイと語り合っている。

「……でもあの子、平民出身なんでしょう？　ありえませんわぁ！」

「何よぉ……レドライアス様ったらひどいわ、話が合えばそれでいいっていうの？」

　女貴族たちの不満げな声を縫うようにして、ノトは階段を駆け上がる。

　上から会場を見下ろして――ノトの不安は的中した。

　騒ぎの中心にいたのは、戸惑うような表情でキョロキョロ周囲を見回す、レンビアだったのである。

　騒然となった会場を嫌ったのか、レドライアス大王の姿はもうない。

「ど、どうしたんだよこれ……？」

　同じく階段の上から騒ぎを眺めていた見知らぬ貴族に、ノトはつい聞いてしまう。

　貴族はレンビアを目で示しながら、告げた。

　ノトの心臓を凍らせるような、事件を。

「新人の麟爵が大王陛下に見初められた。あれが妃きさきになるらしいぞ」

　――――！！！

　慌あわててレンビアのところに駆け寄ろうとしたノトは――とっさに、『恋する共感ラビン・シンパシア』を強めてしまっていた。

　それがいけなかった。

　その瞬間、ノトの頭にまたあの――夢で見た、あの女の声が聞こえてきたのだ。

　起きているにもかかわらず、である。

“〝――どうして人間は、あんなにも脆もろいの――？”〟

　その想おもい、何者かの悲しみに、頭の中を叩たたかれるような感覚がする。

　がたん、とノトは階段に膝ひざをついた。

（……またお前かよ……ッ！　今は……それどころじゃないのに……！）

　階段の手すりにしがみつくようにして、転げ落ちそうになるのを必死に堪こらえる。

“〝汚染されたあの星を逃のがれてきたのに、この清浄な星では免疫力イミユニテイを失ってしまうなんて……私は良かれと思って、この星を完かん璧ぺきに清めたのに――それがアダになるなんて！”〟

　ノトの視野は貧血でも起こしたかのように狭きよう窄さくし、その視界には、不思議なものが見えてくる。

（れ、レンビア……！　レンビアの所に、行かなきゃ、いけない……のに……!!）

　呻うめきながら、ノトは起きたまま幻覚のような夢を見始めていた。

　白昼夢、というやつだ。それも明めい晰せきな――！

　ノトに見えてきたのは、赤い光を放つ、巨大な《眼》。

　その眼の中に、人影が次々と吸い込まれていく光景であった。

“〝ああ、彼が遠ざかっていく……次の惑ほ星しへ――！

　想いを告げたのに、受け入れてもらえたのに……どうして別れなければいけないの!?

　私はこの星を守りながら、彼の帰りを……彼の進化を、待たなければならない……

　でも、それはいつになるの……？　１００年後？　１０００年後？　永遠に――？”〟



『それでとるものもとりあえず逃げ出してしまったのですか。なし、もいいところですね』

　光こう天てん――火星に向かう宇宙船からの通信で、ラキザミが呆あきれたように言う。

　あの後、大騒ぎになってしまったパーティー会場からレンビアは連れ去られていき、王宮の貴賓室に保護されてしまった。

　ノトが例の白昼夢からようやく覚めた頃ころには、もう全すべてが後の祭りだったのである。

　レンビア・ラ・ビアラ麟爵が、レドライアス大王に見初められた――!!

　世紀の大ニュースでパニック状態になった王宮を、ノトは震える足で駆けたのだが……一平民、それも若い男を王妃候補に易やす々やすと会わせてくれるガルニアではない。

　半ばパニック状態になったノトは街を駆け回り、『レンビアの部屋』のある自宅にも戻る気になれず、気がついたら――ガルナの外れにある、この新宙軍詰所に駆け込んでいた。

　新宙軍詰所では、ノトはけっこう顔がきく。

　おかげでラキザミと繋つながっている音鏡石リンコツトを借り、小部屋で彼女と10分だけプライベートな会話をさせてもらえることになっている。

「でもラキザミ、お前こないだ、未来の俺おれとレンビアは結婚したって言ってたじゃんか！　なんで予定が変わってんだよ！」

『私はこうも言いましたよ。歴史は常に分岐し、未来は何が起きるか分からない。だから安心してはいけませんよ、と。おじいさまはどこか、油断されていたのではないですか？』

「う……俺があの時トイレに行きさえしなければ……ああっ、お前みたいに過去に戻ってあのパーティーをやり直したいよ……！」

『無茶を言わないでください。ふむ……それにしても、見事に選択肢を間違えてフラグをへし折りましたね。残るはナキアミさんルートぐらいしか思いつきません』

「なんだよフラグとかルートって」

『時間学の用語です。――おじいさま。私も一人の女性としてハッキリ申し上げますが、この件はあなたに責任があります。おじいさまが、ハッキリしないからいけないのです』

「……俺が……ハッキリしないから……？」

『そうです。ナキアミさんからいただいた恋愛小説に同じようなケースが書いてありましたが――もう他ほかの男性にプロポーズされた女性には、同じことをして、女性側に選ばせるしか道はないそうですよ』

「何だよ同じことって」

『プロポーズです』

　どき。

　心臓が大きくジャンプし、ノトは真っ赤になった。

「プ、プロポーズ？　俺が……レンビアにか？」

『放ほうっておいたら、流れで向こうと結婚されてしまいますからね。その前に、こっちが結婚してしまえばいいのです』

　なんだか強引なことを言うラキザミに、ノトは後ろ頭をがりがりと掻かいた。

　まぁ、相談に乗ってくれるのはありがたいのだが……ナキアミの本から、純粋無む垢くだったハズのうちの孫娘は恋愛に関してちょっと過激な知識を仕入れているらしい。

『……おいラキザミ。どうした。誰だれかと話しているのか』

　ラキザミとの音鏡石リンコツトでの通信に、サベラの声がちょっと割り込んでくる。

『はい。ノトさんに、恋愛についての相談をされています』

「ちょっ……お前、サベラにそれはマズいって！」

　ノトが慌あわてて止めようとしたが、時すでに遅し。

　案の定、サベラは色めいて大騒ぎを始めてしまった。

『れれれ恋愛だと!?　き、貴様！　貴重な国家の資産を、そそ、そんな事に使うな！』

『うるさいですよサベラさん。これは重要なことなので、あり、なのです。――とにかくノトさん、好きな女性には、ハッキリ恋心を伝えるのです。プロポーズしなさい。

　あ……いまサベラさんが鼻血を噴きました。船内が大変なことになっています。従って通信はこれで中断します。あとはご自分で考えてください』



　亞大陸暦での１ヶ月は通常30日だが、13月サナターンだけは５日までしかない。

　つまり今日・13月５日は、１年の最後の日。大おお晦日みそかである。

　心ここにない状態で自宅の大掃除を終え、すっかり枯れてしまったレンビアの部屋の花をゴミ箱に捨てると、ノトは例のもらい物の一いつ張ちよう羅らを着てハヤンの大使館を訪れた。

　予定では今夜、サベラとラキザミが火星に着陸することになっている。

　今日はここで、それを祝う祝賀会が開かれるのだ。

　ノトはレンビアの一件のせいで『お祝い』という気分ではなかったが、引きこもっていても鬱うつになってしまうだけである。なのでせめて仲間の偉業に立ち会って元気を分けてもらおうと思い、今度はユァンから受けたご招待に応じることにしたのだった。

　竹と紙で器用に作られたランプが煌こう々こうと灯ともされた大使館に入ると、広間にはハヤン人のお偉方が集まっており、早くも祝賀ムードで盛り上がっていた。

　彼らはユァンと共に新宙軍の本部があるガルナで年末を過ごし、年が明けたらハヤンに帰国する予定なのだという。

　女官に案内されて館内の一室に入ると――

　室内には密林のように何着ものハヤンの晴れ着が立てかけられていて、

「ノト！」

　その服の中央辺りにぺたんと正座をしていたユァンが、ぴょこ、と立ち上がった。

　リンリン、と、かんざしに付けられた鈴がかわいく鳴る。

「おうユァンー」

「ノトー！　お前、いいところに来たの！」

　とてとて、と木靴を鳴らして走ってきたユァンは、はしっ、とノトに抱きついてきた。

　見ればユァンは下着なのか白い着物と帯しかつけておらず、ちょっと寒そうである。

「妾キエはな、今宵の衣装を選んでおったとこなのぢゃっ」

「え。じゃあ俺おれ、出てった方がいいかな」

「？　なんでぢゃ」

「だってお前、お着替え中なんだろ？　見ちゃ悪いっていうか、失礼っていうか」

「良い良いハオハオ。見ていけばいいではないか、減るもんでもなかろ。というかむしろ手伝え。どれを着れば良いか、迷っておるのぢゃ」

　そう言うとユァンはノトのコートの縁をくいくい引っ張って「来い来いライライ」などとハヤン語で言いながら着物の林へとノトを連れ込んだ。

　きらびやかな布に囲まれて……はー、とノトはその柄の数々に見入ってしまう。

　ハヤンの着物はガルニアのドレスとは違い、かの地の花鳥風月、縁起物、伝統的な小道具などの模様が色とりどりの絹糸で精せい緻ちに織り込まれた華やかなものだった。色彩も鮮明なものを好むガルニアのドレスとは異なりどこか渋い物が多く、かえって新鮮だ。

「んーと。これと……これなんかどうだ？」

　ノトがとりあえず愛らしい花柄のおべべをいくつか選んでやると、ユァンはそのぱっちりした目を真剣に見開いてふむふむとうなずいた。リンリン。また、かんざしの鈴が鳴る。

「良ハしオ！　では宙士アストロノトが選んだ服で火星踏破を祝おう！　ふは、こいつは粋いきぢゃ！」

　ぱんぱん、とユァンが手を叩たたくと、どうやら幼帝陛下のお着替えをお手伝いするらしい女官たちが帯やら何やらを持って部屋にぞろぞろ入ってきた。

「これと、これぢゃ。お前たち、早うせい」

　ユァンはそう指示をすると、ぴん、と背を伸ばして女官たちが自分に服を着せてくれるのを待っている。

　へー。ユァンは着替えも自分ではしないのか。

　将来コイツの旦だん那なになるヤツは苦労しそうだなぁ、とノトは苦笑いするのであった。



「どうぢゃ」

「うは」

　衣装部屋から出てきたユァンに、ノトは自然と笑顔になってしまう。

　さすがに着せ替えシーンまで拝見するのもどうかと思い廊下で待っていたが、出てきたユァンは子供とはいえやはり一国の女帝。仕上がりは上々だ。完全無敵に愛らしい。

　ノトの笑顔を見て、ユァンも「なんぢゃ、いきなり笑うでない」とつられて笑った。天てん真しん爛らん漫まんなその表情に、ここに来るまでかなりブルーだったノトの心はかなり癒いやされる。

　ああ、子供はいいなぁ。

「そうぢゃ、言い忘れてたがな」

　ぴこリン、とツノを立ててかんざしの鈴を鳴らしつつ、ユァンが扇を出した。

「さっきレンビアが来とったぞ」

「……！」

　いきなりその名前を出されて、ノトは硬直した。

　レンビア！

　来てたのか。

　ノトは――ラキザミにああ言われたこともあり、５日間に渡るこの聖サナターン祭の間、まずはレンビアに会って何かしら話ができないものかと何度も王宮に足を運んでいた。

　だが案の定というか、ノトはそのたびに門前払いをくらい、小雪のうっすら積もるガルナの街をとぼとぼ帰るしかなかったのである。

　せめて『恋する共感ラビン・シンパシア』でレンビアの今の心境を探ろうかとも思ったが……それも怖くて、できずにいた。それにまたあの謎なぞの女の激しい感情が流れ込んでくる白昼夢を見てしまったら、今度こそこっちの心がもたない。今、あれは見たくない。

　というわけで『恋する共感ラビン・シンパシア』は封印していたのだが――それが災いした。

　ああ、すれ違いだ。

「まだ公には発表されとらんようぢゃが……あやつ、レドライアスの妃きさきになるらしいな。ここに来た時も、物々しーい警護の騎士どもを従えとった。妾キエには祝辞だけ告げて、火星からの通信は王宮で聞きますとかで、すぐ帰りよったわ――つれないヤツぢゃよ、全く。ナキアミも商売がうまくいっとるらしいが、大おお晦日みそかぐらいは来ても良いものなのになぁ。妾キエの気持ちを分かっておるのは、地球上の宙士アストロではノト、お前だけぢゃ」

　扇の先でノトを撫なでるようにしながら、ユァンはちょっとすねてほっぺを膨らませる。

　レンビアのことで頭がいっぱいだったノトが固まっていると――

　そこに桜色の着物を着た女官が、やってきた。

「ユァン様。会場、お食事の用意が調いまして御座います」

「おう！　よしノト！　夕ゆう餉げにしようぞ！　腹が減っては何とやらぢゃ！」

　――と。

　ノトの気持ちにはもちろん気づかず、ユァンは無邪気に扇を広げるのであった。



　火鉢で暖められた大広間にユァンが入ると、大臣たちはみんな手を合わせてうやうやしく頭を下げた。が、堅苦しいのを嫌うユァンに合わせてすぐ宴会モードに戻る。

　ハヤン様式の広間にはイスやテーブルは無く、靴を脱いで入る。

　足下には藺草リンカオという植物を編んで作ったいい匂においのする長方形のマットがきっちり敷き詰められており、人々はそれぞれ、その上に置いた平たいクッションに座っている。

「ほれノト、このザブトンをやるぞ。妾キエの隣に座れ」

　広間の一番奥に着物の裾すそを広げて座ったユァンに手招きされ、ノトは彼女とおそろいの真っ赤なクッションに腰を下ろした。礼儀作法の様式がいろいろ違ってちょっと戸惑うが、これはこれでリラックスできていい感じかもしれない。

「で……サベラたちが火星に着陸するのは、何時頃ごろなんだ？」

「深夜11時７分を予定しておる。なのでそれまで、飲み食いして楽しく待つのぢゃ」

　ユァンの言葉に続いて、料理人たちが御お膳ぜんを運んでくる。金粉が塗り込んである漆うるしのお盆の上には、椀わんに盛られたうまそうなあれやこれやが並んでいた。

　……ニアミスだったレンビアの事は悔やまれるが、今さら悩んでもしょうがない。

　ノトはムリヤリに気を取り直すと、とりあえず食事で英気を養うことにした。

　久々にいただいたハヤン料理だが、これがまた非常にうまい。炒飯チヤーハンという炒いためた混ぜご飯はエール酒に合いそうで、ノト屋のメニューに取り入れてもよさそうなぐらいだ。

　ユァン用の御膳はちゃんと陛下の大きさに合わせて、小さなお椀にいろんな料理がちょっとずつ盛られていた。これもなかなかいいアイデアだ。お子様ディナーと名付けよう。

「ノト」

　服を汚さないためか首筋にエプロンをつけてもらっていたユァンが、こっちを向く。

「ん？」

「これぢゃ」

　と炒飯を指すと、ぽふ、とこっちに向いて正座をし直し、ちっちゃなお口をあーんと開けてくる。

「なんだそれ」

「食べさせろ」

「おまえなー。メシぐらい自分で食えよ。そんなんじゃロクな大人おとなになれねーぞ？」

　ノトがちょっと眉まゆを寄せると、ユァンは……

　逆げき鱗りんに触れられたという感じに、怒り出した。

「――妾キエはもう10歳ぢゃ！　子供扱いするでない！　お前も男なら、大人の女を少しは立てんか！　食わせろ！　食わせんか！　食うぅ、うぐぅ……び……びえ……」

「あー泣くな泣くな！　分かった分かった、分かりましたよー！」

　真っ赤になって涙ぐんだ陛下を、ノトは慌あわててなだめる。

　ここは大使館。法律上、建物一戸とはいえハヤンの領地である。

　ハヤンの刑法はかなり物騒だとも聞く。こんなところで幼帝陛下をびええええモードにさせたりしたら、裁判抜きで打ち首にされちゃうかもしれない。

　どうでもいいことに関しては、権力に屈しておこう。

「ほれ」

　とノトは金の匙さじを手に取って、炒飯を食わせてやる。

「もぐもぐ……次は、ももまん」

　ユァンはまたお口アーンでノトの手を待つ。

「はいはい」

　ノトはユァンの御膳にあったももまんを一口サイズにちぎって食わせてやる。

　ちゅっちゅっと指をなめられて、なんか犬か猫にエサをやってる気分になってきた。

　さらに、まんじゅうの中に入っていた水みず飴あめ混じりの小豆ペーストがお口の周りについてしまったユァン様は、指でそれをすくい取ってぺろぺろなめ始めた。

　さすがにそれは見苦しいので布ふ巾きんで唇をふきふきしてやると、ユァンは「んー」と目を閉じてノトのご奉仕を気持ちよさそうに受けている。

　態度はちょっとムカつくが……こうやって間近で見ると、ユァンは本当にカワイイ。

　初めて会った時から思っていたが、この子は将来、絶対美人になるだろう。



　宴もたけなわとなり、11時を回った頃ころ。

　広間にはいよいよ、ラッパ型の拡声器が据すえられた音鏡石リンコツトが運ばれてきた。

　ラッパからは、ちょっと早口に語るサベラの声が聞こえている。

　どうやらあれは新宙軍の詰所を中継して、サベラたちの火星往還船・光こう天てんと繋つながっている音鏡石リンコツトらしい。

『現在、私たちの突入カプセルは既に火星周回軌道の母船を離れている。高度は２７８キラメテ、速度は18・３キラメテ毎時。大気圏突入までは、あと65秒。先ほど母船より、火星から帰還する際に使用するロケット「到とう天てん」の着水を確認したとの連絡も受けた――全すべて順調だ……ああ、いま目視で確認しているが、観測通り火星は植物に覆われている。地球が碧あおい星なら、火星は翠みどりの星だ』

　興奮気味のサベラの声に、ノトの胸も熱くなってくる。

　嬉うれしいだろうな、サベラ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ネロの一件で大失態をやらかした彼女は、その後、尋常じゃないハッスルぶりでこの計画に心血を注いでいた。なんでも火星と地球は２年に１度の大接近を迎えつつあるとかで、それに合わせて予定を大幅に早め、必死に準備を進めていたのである。

　それが功を奏して、今や、本当に火星に着くという。

　人間、やればなんでもできるもんである。

「……ユァン？」

　ふと横を見ると、そこでは満腹になったユァン様が座ったままウトウトしていた。

　やっぱりお子様には夜11時はちょっとキツかったか。

「おい。お待ちかねの瞬間が来たぞ」

「寝とらんぞ」

「いやそうじゃなくて。サベラたち、そろそろ火星だってば」

　目を閉じて鼻ちょうちんをプカプカさせているユァンのちっこい手を取ると、眠いらしく温かくなっている。これを起こすのはちょっと気が引けるが……しかし、いま起こさないと後で「何で起こしてくれなかったのぢゃ！」とこっちが永眠させられる恐れがある。

「ほら起きろって」

「……うにゅ……もっとノトと遊びたい」

　もはや寝言である。

　お手々をぷらぷらさせて起こそうと思ったら、指をしゃぶりだした。

　しょうがないので――目の前でパン！と手を叩たたいたら、ユァンはようやくハッと起きた。

　そしてネコみたいに左右をキョロキョロ見てから、む、と姿勢を正す。

『まもなく火星の大気圏に突入する。私たちの音鏡石リンコツトは耐たい熱ねつ壺つぼに入れるため、着陸するまでしばらく通信は途絶する。通信の回復は、突入から３分後の予定――レドライアス様、ユァン様、そして恩おん賜しのこの船に、亞大陸六神フアステスマ・セイのご加護のあらんことを』

「――うむ、うむ、しっかりやれ！」

　音鏡石リンコツトの方に叫ぶユァンは、サベラの声を聞いてすっかり目が覚めたという風だった。

『ユァン様ありがとうございます。おかげさまで、旅はとても順調でしたよ。火星の次に準備されている空星行きも、きっとうまくいくことでしょう。――では、次は火星から』

　今度はラキザミの声が聞こえてきて、かぽ、と向こうの音鏡石リンコツトが耐熱壺に入る音がした。

　音鏡石リンコツトは、熱せられると音を伝える機能を失ってしまう。かつて月から帰ってきたノトたちが大気圏突入した際に音鏡石リンコツトがイカレてしまった教訓から、今回サベラたちは音鏡石リンコツトを壺に入れて遮熱する事にしたのだ。

　――しばし、拡声器が沈黙する。

　世紀の一瞬を前に、広間の全員が静まりかえった。

　ごくり。

　ノトとユァンが、並んで生なま唾つばを飲み込む。

　１分。

　２分。

　ドキドキの時間が流れる。

　そして――３分。

『ははっ……下着がズレた。ずいぶん激しく揺れたものだな！　よしラキザミ、さっそく火星からの第一声の原稿を読むぞ。これは昨日徹夜で書いた、人類全体が涙するような名文なのだ。私の言葉が歴史書に載るのだぞ。素晴らしい――よし今だ。耐たい熱ねつ壺つぼを開けろ』

　……興奮したサベラの声が、拡声器から聞こえてきた。

　ノトとユァン、そして広間の一同は顔を見合わせる。

『もう開けてますよ？』

『……はっ？』

『サベラさん、着陸したら開けろと言ってたじゃないですか』

『えっ、な……何っ……!?　じゃ、じゃあこの声はもう……？』

　らしくないほどに慌あわてているサベラの声に、ノトは吹き出した。

　そして、サベラたちが無事なことを知り、嬉うれしさに思わず立ち上がる。

「おう、よーく聞こえてるぞサベラ！　火星踏破おめでとう！　あと……パンツ、ちゃんとはき直しとけよな！」

　かくして人類の火星からの第一声は、サベラの『下着がズレた』になってしまい――音鏡石リンコツトに叫んだノトの声をきっかけに、広間は喝かつ采さいと爆笑の渦に飲まれたのであった。



　大笑いの大おお晦日みそかが新年に変わり、サベラたちの火星着陸から４時間ほどが過ぎた頃ころ。

　息切れする胸を押さえながら、ノトは町の時計台を上へ上へと登っていた。

　というのもさっき――呑のめや歌えのハヤン大使館に、レンビアの後輩という魔法陣師アラベスカの女の子が手紙を持ってやってきたのだ。

『親愛なる幼なじみノト

　　ちょっと話そ。２時に時計台で待ってる。

　　　レンビア・ラ・ビアラ』

　文面はこれだけだったが、筆跡は間違いなくレンビアのものだった。

　ユァンはすっかりノトに懐いていて、ちょっと席を外しただけで怒りそうだったのだが――運のいいことに、ノトが手紙をもらった頃にはもう寝落ち状態で、女官たちに抱っこされて寝室へ運ばれるところだった。

　これ幸いと大使館から飛び出したノトだが、もし幼帝陛下が目覚められておかんむりになったら打ち首モノなので、側近の一人に頼み込んで連絡用に音鏡石リンコツトも１つ借りてきた。世渡りの上手さには定評のあるノトだ。この辺の保険はしっかりかけてある。

（やばいな……もう、３時だぞ）

　大時計の針を裏側から見て、ノトは太い眉まゆを寄せる。

　手紙には２時とあったが、レンビアの使いの子が大使館に入れてもらうのに手間取ったせいもあり、１時間も遅刻してしまっている。

　もう、怒って帰っちゃってるかもしれないぞ――

（レンビア……！）

　ノトは焦あせる胸の高鳴りを押さえつけるように、首から提げたペンダントを握りしめた。レンビアの瞳ひとみと――そして火星と同じ色をした、緑ミスリルのペンダント。

　コツン、コツン、と足音を立てながら、ノトは時計台の屋上に出る。

　満点の星に彩いろどられた夜空には、やけに大きく見える満月が出ていて……

　それを背景に、レンビアが立っていた。

　レンビアは真珠色のドレスを着て、銀ぎん狐ぎつねの毛皮でできた高そうなマフラーを首にかけていた。白を基調にしたその姿は凛りんとした月光に照らされ、もう、神こう々ごうしいほどに美しい。

　まだこっちに気がついていないレンビアは、はー、と口に手をあてて温めていた。

　白い息が、小さく彼女のそばを流れていく。

「レンビア」

　ドキドキしながら声をかけると、レンビアはツインテールをしゃらりと流して振り返り――両手をビシッと腰にあて、

「遅い！」

　がう！

　と犬歯をむき出してノトに怒鳴ってきた。

「こんなに待ってあげるの、今日だけなんだからね!?　んもう。寝てるフリしてお城を抜け出してくるの、大変だったんだから！」

　レンビアはツインテールを逆立てながら、びし、とノトを指さす。

　拍子抜けしてしまうほどのいつものレンビアっぷりに、ノトは苦笑いしてしまった。

「いやぁー、悪い悪い！　ハヤン大使館にいたんだけどさ、あそこ警備が厳しくて！」

「もう。……ユァンのとこ？」

「ああ。火星踏破のお祝いパーティーやるってんで、行ってきてさ」

「……サベラたち、うまく降りられてよかったよね。あ、ふふ。『下着がズレた』って」

　小さく思い出し笑いしたレンビアに、ノトも笑ってうなずく。

　内心ノトは――お前それどこで聞いたんだよ、レドライアスと一緒にか？　と聞きたくなってしまったが、それは空気的に言い出せなかった。

「火星かぁ」

　レンビアは夜空を見上げ、指で火星を探し当てる。

「あんたは月。サベラは火星。みんな――どんどん宇宙への夢を叶かなえていくのね」

「俺おれのは……んー……まあ、な」

「あー。競争に勝ったからって、『まあな』はないでしょ？」

「競争ってお前なぁ……そんな昔のこと、どうでもいいだろ」

　月の話題をあんまり引っ張られても色々マズいので、ノトは興味なさそうな声で答える。

　競争。

　こないだレンビアから聞いたのだが、ノトとレンビアは子供の頃ころに旅の吟遊詩人から月まで行く旅人の歌を聴いて、『月まで競争しよう』などと無邪気な約束をしたらしい。

　レンビアが『物質転送テレポーテ』を研究し始めたのも、その思い出がきっかけだったとか。

　――ということは、ノトが月まで命がけで行く羽目になったのも、全すべての原因はその吟遊詩人にあるような気がしてきた。はた迷惑なヤツだ。

　もし見つけたら、子供にヘンな事を教えるなと説教してやりたい。

「どーでもよくない！　あたしももう意地だかんね。何が何でも、あたしのやり方で月まで行ってやるんだから。第一、『物質転送テレポーテ』でポン！って宇宙に行ければ、あんな高価なロケットなんか使わなくてもよくなるわ。そしたらその分、税金も安くなるでしょ？」

「おうおう。さすが貴族様は国民のことを考えてくださってる」

　ノトはそう言いながら、ちょっとおどけてみせた。

　――会話の内容は正直、どうでも良かった。

　いまレンビアがそばにいて、昔のように……あの狭い煉れん瓦が長屋にいた頃のように、ノトと仲良くおしゃべりをしてくれている。

　それが、ノトにとっては重要なことで、一番嬉うれしいことで。

　――でも。

（……ほんとは、こんなこと話してる場合じゃないんだよな……俺おれたち……）

　２人には、本当は、もっと話さなきゃいけないことがあるのだ。

　でも、お互いそれを話すのが怖くて、あえて違う話題に逃げている感じがする。

　――ぴゅう。北風が、遮さえぎる物のない時計台の屋上を撫なでていった。

「……っくしゅん！　あー……寒いんだからもう！」

　クシャミを放はなったレンビアは、がば、といきなりノトのコートの前を開けさせた。

　そして有無を言わさず、カーテンに体を巻き付けるようにくるりとターンしながら、コートの中に入ってきてしまう。

　レンビアはノトのコートの前を合わせるように、布地を引っ張って閉じた。ちょっと長さが足りないので、手で押さえる形になる。

　――その、彼女の手。左手の薬指に。

　空恐ろしいほどに精せい緻ちな模様が刻まれた、レモン色の指輪があった。

「……お前、その指輪……」

「レドライアス様にもらったの」

　ノトに背中を向けたまま、レンビアが言った。

　――ズキン、と、ノトの胸に鋭い痛みが走る。

「初代ウスタマカの指輪。レモンミスリルでできてるのよ。亞大陸に１つしかない国宝で、もし値段をつけるとしたら、１０００金アダガはするんだって」

　まるで他人事のように、レンビアは指輪を見ながら語る。

　ウスタマカ、という名前にはノトも聞き覚えがあった。それは何を隠そう、ノトが緑ミスリルの三日月ペンダントを買った、最高級の魔法用品店の名なのである。

　40歳という若さで死に、死後、その彫金アーティストとしての価値が認められたウスタマカ。今はその２代目がお店をやっているのだが、彼の名は未だに最高級の魔法用品のブランド名として有名だ。

「ここ。十字の模様があるでしょう？」

「あ、ああ」

　あくまで他愛ない話題のように、レンビアは指輪の中央を指している。

　ノトも本当は気が気でなかったのだが、敢あえて平静を装って応こたえた。

「歴史家が言うにはね――本当は、ウスタマカはレモンミスリルの指輪を２つ作ったんだって。でも一作目は彫刻があまりにも完かん璧ぺきすぎてね、『これを仕上げてしまうと、私は工芸の神になってしまう』って言って……神を畏おそれた彼は、敢えてこの十字の模様をナナメに入れたんだって。その指輪は、今は誰だれが持ってるのか誰も知らないんだけど――×ノトモデル、って言われてるのよ。見つかったら、そっちは１万金アダガの価値があるんだって」

「へ、へぇー」

「×ノトモデルみたいに、ノトもいなくなっちゃうのかな――また、宇宙とかトイレとかに行っちゃってさ」

　ついに先日のパーティーの件に触れてきつつ、レンビアは小さく口を尖とがらせた。

「う、宇宙はともかく……トイレはしょうがないだろ」

「あんたがいなくなった後、さ」

　話し始めたレンビアの声は――なんとなく、言い訳をする子供のような口調だった。

「あたし、適当に相づち打ってただけなんだよ……レドライアス様に。でも彼さ、ロケットの話ができるからって盛り上がっちゃって……

　あの人……ここだけの話だよ、ちょっと身体からだの……その……ある部分に、機能不全があるらしくてね。お世継ぎは若いウチに作っておかないと、マズそうなんだって。大臣たちにも、とにかく早く結婚しろってうるさく言われてたみたい。それで、相手は誰でもいいやって思ってたらしくて……あたしのこと……『それならこいつでいいか』って思っちゃったみたいなんだよね」

「そ、そうだったのか……」

「……バカノト。なんで、世界の終わりみたいな顔するのよ」

「し、してねーよっ」

「ふーん……まぁ、『婚前冒険イニシラータ』があるからすぐにって話じゃないしね」

「婚前冒険イニシラータ？」

「……あんたねぇ。ガルニア王国法ぐらいちゃんと読んどきなさいよ。うちの国って、ちょくちょく戦争したり魔物に襲われたりで、けっこう歴史が殺伐としてるでしょ？　だから、王家に嫁とつぐ女にも強さが求められるのよ。『婚前冒険イニシラータ』ってのは、その強さを証明する冒険なの。龍りゆう狩りとか、海賊討伐とか、北方の高山に登ったりとか……妃きさきの冒険が偉大なほど、王様の器も大きいってことになるんだって」

「なんだそりゃ。嫁の手柄も旦だん那なのモンかよ」

「ヒドイ話よねホント」

　２人は２人して、なんか的外れな愚ぐ痴ちり方をする。

「………ねえノト」

　ノトの胸で温まったのか、レンビアはふわりとノトから離れた。

　そして、ちょっと上目遣いになる。

「もしあたしが王妃になったら、あんた、どう思う？」

　そう聞かれて――

　ノトの頭の中は、いろんな思いでいっぱいになった。

　ルージーンをはじめ、いろんな貴族に目をつけられてきたレンビアだが、今度の今度こそ本当に玉たまの輿こしだ。超玉の輿だ。早くも１０００金アダガの指輪ももらってるし。

　王妃になったらレンビアは……この国の誰だれよりも、豊かになれるだろう。

　ノト屋の２階なんかじゃなくて、あの豪華な王宮に暮らせる。レドライアスが強引に月ロケットを作ってしまったように、月への『物質転送テレポーテ』だって最高の環境で実現できる。

　――でも。

「どう思うのノト。答えて。もうあたしたち、会って話せるチャンスもなかなかないよ」

　レンビアはノトを見つめ上げたまま、再び聞いてきた。

「……レンビア……俺おれは……」

　ノトはもごもごと口ごもりながら、混乱した頭で、なんと答えるべきか迷う。

（――イヤだ、結婚なんかしないでくれ！）

　そのセリフが、のど元まで出かかる。

　だが同時に、ノトの心の中でもう一人のノトがそれを止めにかかってきた。

（――何考えてんだノト。彼女を悩ませるようなことは言うなっ）

　分かってるんだろ。レンビアはどの道、王妃になるんだ。麟りん爵しやく――最下級の貴族が、大王からのご指名を断るなんてできっこない。結婚はもう決定事項なんだよ。

　彼女はきっと、思い残すこと無く結婚するために「平気だよ」と言ってもらいたいんだ。

　……レンビアに恋する心と、レンビアの将来を想おもう心とのせめぎ合いで答えに窮したノトは――迷って、迷って……逃げるように、魔法に頼ることにした。

『恋する共感ラビン・シンパシア』、に。

（レンビア――俺はお前に、どう答えればいいんだよ……!?）

　問いかけるように、また『恋する共感ラビン・シンパシア』で強くレンビアの心に触れたノトは……

「――――！」

　突如襲ってきた頭痛に、顔を逸そらした。

　――来た。

　この感覚は……分かる。刺すような悲しさ。抉えぐるような恋心。

　今のノトの感情を何千倍にも濃縮したような、強い、強い、感情――あの夢。白昼夢、だ――!!

　ノトの視界はみるみるうちに狭くなっていき、今度は……

　銀色の光が、見えてきた。

（う……ッ！）

　ノトはその光景に、見覚えがあった。

　かつてこの時計台の上から、レンビアを想おもって見上げた星――

　月、のように、見える……！

“〝どうすればいいの……複写を繰り返すたびに……いろんなことを、忘れていく……

　私がなぜあの地を守り、あの地に縛られていたのか、その理由ももう忘れてしまった。

　ハッキリと覚えているのは、あの人のことだけ。

　あの人にこの恋を打ち明けて、愛された、あの瞬きほどしかない短い日々のことだけ”〟

　ノトの視界には、かつてコメッテで駆け抜けた月面の光景が広がっていく。

“〝あの星へ渡る道は、もう壊れてしまった。直し方も……もう覚えていない。

　こんな所に来られたところで、意味もない。それは分かっているのに……道を求めて、また、来てしまっている……”〟

　嫌な予感に続いて、ノトの頭に響く女の声はまた語気を強め始めた。

　ノトは呻うめきながら両耳を手で押さえ、その場に膝ひざをつく。

“〝――どうして？　どうして私たちは一緒になれないの!?　私が、あなたと違うから？　ならそんな違い、何もかも、無くしてやるッ！　たとえ――

　この体を業ごう火かに投げ入れ、切り刻んで、つなぎ直してでもッ！！！”〟

　怖い。恐ろしい。この女が叫ぶ声の凶暴さは、人間のものとは思えない。いや、本当に人間ではないのかもしれない。悪魔か何かに、自分は呪のろわれてしまったのだろうか。

「………………やめろ……もう……どこかへ…………」

　ノトは両目をきつく閉じ、白昼夢を頭から追い出そうとする。

　それを見たレンビアは――

「何よ……何よそれ……」

　かつん、かつん、とヒールの足でノトから後ずさった。

「どうしてハッキリ答えてくれないの……？　いくじなし……！」

「……レンビア……違うんだ、これは…………」

　ノトは必死に顔を上げ、今の自分の状況を説明しようとする。

　だが、興奮のあまり息が詰まってしまい、それができない。

「――そんなんだったら、そんなんだったらあたし……！」

　レンビアはドレスの裾すそを翻ひるがえすと、時計台から降りる階段へと走っていった。

　そして、振り返りざまに犬歯をむき、

　――叫んだ。

「ホントに王妃になっちゃうんだからね!!」



    

  
    
      




    

  
    
      「――お前の『恋する共感ラビン・シンパシア』は広がっている。白昼夢は、『混線デイスタ』という症状だろう」

　魔法の道具ばかりが並ぶ生活感の無い部屋で、ウスタマカが診察結果を告げた。

「共感が……広がってる？　なんだよ混線デイスタって」

　ノトは丸イスに座ったまま、太い眉まゆを寄せる。

　例の白昼夢にレンビアとの会話までぶち壊しにされたノトは、このままでは日常生活がままならなくなるぞと思い、街の魔法使いにカウンセリングを受けにきていた。

「『恋する共感ラビン・シンパシア』で、他人の恋心にまで共感しているということだ」

　かつてノトの魔法を『恋する共感ラビン・シンパシア』だと教えてくれたこの魔法使いは――奇妙な縁というか何というか、レンビアの婚約指輪を作った初代ウスタマカの息子である。

　彫金師として名高い初代と違い、この２代目は工芸の腕よりも「接する鑑定デルテ・コンタツト」の魔法が使えることで有名である。「接する鑑定デルテ・コンタツト」とは、物や人間に備わった魔法がどういうものなのか、触れることで調べられる能力なのだ。

　ちなみにこの男はシャープな美形で口も堅いのだが、金にがめつく、男なのに男が好きという噂うわさもある。というわけであまり関かかわり合いになりたくないタイプなのだが、ノトの白昼夢はもう昨夜みたいな実害が出てしまうような重症だ。背に腹は代えられない。

「他人の、恋心？　くそっ。そいつに文句言いに行ってやる。誰だれのなんだよ」

「知らん」

「知らんって。なんかヒントとかないのか。３金アダガも払ったんだからもっと教えろよ」

　無責任な物言いのウスタマカに、高い診察料を払わされたノトは食い下がる。

「広がった『恋する共感ラビン・シンパシア』に混線し易いのは……長く、強く恋した心だ。たぶん、それはかなりの高齢者による長年実らなかった片思いだろうな」

「いや。おばあちゃん、って喋しやべり方じゃなかったぞ……？」

「『恋する共感ラビン・シンパシア』では、声が聞こえるのではない。想いに共感するのだ。その想おもいをお前自身が自分の言葉に翻訳しているんだよ。だから、異国人という可能性もあるぞ」

「そ、そーなのか……まあ、見えた光景も、明らかにガルニアじゃなかったしな……」

「見えたものも現実の光景とは限らない。聞いた話だが、妄想の恋に混線した例もある。……とはいえさっきお前が言っていた白昼夢ほど明めい瞭りように、しかも何度も混線した例は聞いたことがないがな。たぶん――お前の『恋する共感ラビン・シンパシア』が強まったせいもあるのだろう」

「俺おれの『恋する共感ラビン・シンパシア』が……？　なんで」

「『恋する共感ラビン・シンパシア』は、遠くにいる対象を想えば想うほど鍛えられて広がる性質がある。また、山岳や海洋など人間の少ない空間に行くとこれも鍛えられて強くなる。何らかの理由で共感が一時的に消失してから復活しても強くなる――どうだ、身に覚えは無いか？」

　言われて、ノトは我が身を振り返る。

　遠くにいる対象――月のレンビアを、想い続けた。

　人の少ない山や海どころか――宇宙に２度も出た。

　消失と再生も――ネロの時に経験済みだ。

「…………全部ある」

「他ほかにも――真円に近い大きな輪があると、それが『共感』の中継器になるというがな」

「そいつは心当たり無いけどよ。あぁーチクショウ。何でこんな事になっちまったんだ！　あの夢を予防する薬か何か、お前、持ってないのかよ？」

　解決策を求めるノトに、ウスタマカはその切れ長の目で工房の中を見回す。

　そして、かちゃ、とエメラルド色の水が入った小さなフラスコを取り出した。

「予防薬というか、特効薬があるぞ」

「ほんとか！」

「ああ。治し方は簡単だ。お前の恋心を無くしてしまえばいい」

「」

「これは變性水トランセシアと言って、昔のハヤンで世継ぎのいない貴族が娘に飲ませて息子にしていた薬――つまり、人間の性別を変える薬なのだ。『恋する共感ラビン・シンパシア』は恋がきっかけだからな。お前も性別を変えて一回リセットしてしまえば、また恋をするまでは共感を防げる」

「ちょっ！　ないないない！　それはない！」

　ノトは手をぶんぶん振ってウスタマカの処方薬を断る。

　レンビアとの関係を害されたからといってこっちが女になっていては、本末転倒だ。

「じゃあ外科的な手術はどうだ。まずはお前を去勢して……」

　などとなんでかノトを女に変えたがるウスタマカの話に割り込むような形で――

　ノトのズボンのポケットから、なにやらワーワーと騒ぎ声が聞こえてきた。

　なんだこの音、とポケットに手を突っ込んで、ノトは思い出す。

　これはハヤンの大使館と繋つながっている、大臣の音鏡石リンコツトだ。そういえば昨日借りたまま返すのを忘れていた。だがこのタイミングでの着信は、正直ありがたい。ウスタマカの話を打ち切るいいチャンスである。

「音鏡石リンコツトか？」

　ウスタマカは商売柄すぐそれを見抜き、興味深そうな目をした。

「あ、ああ。そうなんだ。なんかちょっと呼ばれてるみたいだからさ。今日は俺おれ、これで失礼するよ。診断ありがとなっ！」

　そう言ってノトは上着を羽は織おり、逃げるようにウスタマカの店を出た。

　道端で音鏡石リンコツトを取り出すと――

　正気を失ったような叫び声が、聞こえてきている。

『――ノト様！　宙士アストロノト様！　お応こたえ下さい！　一大事に御座います！』

「……な、何だよ……？」

　ノトは眉まゆを寄せて音鏡石リンコツトを耳に当てた。

　ウスタマカから逃げられたのは良かったが、こっちはこっちで何やら不穏な空気が流れている。

『ノト様ッ！』

　ハヤンの大臣はノトの応答に、悲鳴のような声で報告をしてきた。

『火星からの連絡が途絶えました！　サベラ様、ラキザミ様――御遭難にございます！』



　遭難事件に関する緊急会議は、新宙軍の詰所で行われていた。

　ノトが詰所の大会議室に駆け込んだ時には既に議論は紛糾しており、大混乱の様相を呈していた。室内にはユァンたちハヤンの重鎮や、ガルニア側からは新宙軍の技師や科学者、魔導師、そして今着いたところらしいレドライアス大王の姿もあった。

（レドライアス）

　その姿を見て、ノトの胸がずきんと痛む。

　コイツが、レンビアを――

　だが、今はその悩みはムリにでも頭から追い払わないといけない。

　――サベラとラキザミの身に、危険が降りかかっているかもしれないのだ。

「ノト、こっちぢゃ。妾キエの隣に座れ。苦しゅうない」

　座高が低くて机から肩と頭だけが出ている状態のユァンが、ノトを手招きする。

「今……とにかく宙軍関係者を全員集めておるとこぢゃ。南部諸侯連合ヴイストニアの議長を通じて、ナキアミもこっちに向かわせておる。レンビアにも来るよう言ったのぢゃが、あやつ今度は風邪をひいたそうでな。本人は来たがったらしいが、周りに止められたらしい」

「……何が起きたんだ。遭難、って聞いたけど」

　ノトはレンビアの名前に動揺しかけたが、まずは状況を把握しようとユァンに向き直る。

　ユァンは深刻な面持ちで腕組みすると、会議室の中央に据すえられた音鏡石リンコツトと拡声器の台をその黒い瞳ひとみで示した。

「探索の報告中に突然、連絡が途絶えてな。今は雑音すら聞こえんのぢゃ」

　大会議室には、火星で何が起きたのかを推察する声が飛び交っている。熱風や毒ガスが吹き荒れたのではないか。何らかの生物や原住民に襲われたのではないか。いや、全く未知の事故が起きた可能性もある。等々、様々な憶測が錯さく綜そうしている。

　騒ぎをしばらく黙って聞いていると――ユァンが、よいしょ、とイスに立った。

　そして机を、ばち！とでかい扇で叩たたく。

「よし鎮まれ皆の衆！　妾キエには良く分かった！　状況が分からん、ということがよぉーく分かった！」

　なんだか矛盾するようなことを言いながら、ユァンは会場を見回す。

「こうなった以上、最悪の事態も有り得る。事は一刻を争う！　火星からの通信を待ちつつ、こちらでは急ぎ、救出船を準備するべきぢゃろうッ」

　毅き然ぜんと言い放はなったユァンに、ハヤン側の大臣たちは「是シイ！」などとハヤン語で口々に応こたえている。うなずいてるところを見ると、どうやらみんな同意しているようだ。

「――というわけでレドライアス、今回もガルニアのロケットを何本か借りるぞっ。いま亞大陸にあるロケットをどう繋つなげれば火星まで救いの手を伸ばせるかはまだ分からぬが、どの道この件、ハヤンのロケットだけではどうしようもなさそうぢゃ」

　ユァンがそう言うと――

　最初っから不満げに足組みしてイスに掛けていたレドライアスは、トントン、とつま先で机の脚あしを小さく蹴けった。

「？」

　ノトは、その妙な態度に眉まゆを寄せる。

　ガルニア人が遭難しているのだ。二つ返事で賛成すると思っていたのに。

「ユァン。どうやら貴国とガルニアは根本の部分で思想を異にしているようだ――ロケットとは何か？　その根本の部分で、な」

「なんぢゃそれは」

「お前たちにとっては、ロケットとは『船』に過ぎんようだがな。我が国では、『鎧よろい』という考え方をしておる。兵装したロケットは、射程距離の円内に対して絶対的な牽けん制せい力を持つ。つまり、その円内にある全すべての都からの造反や侵攻を防ぐ鎧になれるのだ」

　う。

　空中に指で円を描きながら語るレドライアスの話に、ノトは一昨年の王宮で貴族のボンボンたちに言われたことを思い出す。

　そう。ガルニアにとって、ロケットとはそもそも武器。

　それも、敵めがけて撃ち込み一気に全滅させるための、最終兵器なのだ。

　でも――と、ノトは机の下で拳こぶしを握りしめた。

　でも、今はそんなことどうでもいいだろ！

　サベラたちは今なお、火星で苦しんでるかもしれないんだ――助けてやらないと！

「ロケットを１基失うということは、その鎧の板金を１枚外すようなもの。火星踏破に使うパリヴィオンⅡの供与で、ガルニアの国防力は既に弱まっておる。これ以上、隣国に柔肌を晒さらすわけにはいかんのだ。特に自前でロケットを作れる国に対してはな。のうユァン」

「お主、何が言いたい」

「つまりだ」レドライアスは体を前に倒し、机の上に指を突いた。「余はこの件に関し、すぐにロケットを出したくはない。国民を、危険に晒すわけにはいかんのでなぁ」

「――――危険なのはあんただろっ!!」

　声を上げて立ち上がったのは――

　どちらの王でもなく、ノトだった。

　ノトはレンビアのこともあり、そもそもレドライアスには反抗的な気持ちだった。額ひたいの左右で、血管がビキビキきていた。

　それが今の会話で、一斉にキレてしまったらしい。

「王様、あんたそれ……自分の仲間が遭難しても同じことが言えるのかよ!?　火星にいるのは、俺おれの仲間なんだよ！　命を助け合って宇宙に行ってきた仲間なんだ！　サベラたちを見殺しにしないでくれ――そのためには、あんたの力が必要なんだよ！」

「またお前か――ノト？」

　苦笑いしながら、レドライアスはノトを鼻で笑う。

　隣ではユァンが、目を丸くしてノトを見ている。

「そうは言うがな。見殺しもなにも、サベラたちはもう死んでいるかもしれんではないか。そうなれば救出船を出したところで、莫ばく大だいな国費をムダにするだけになる。それとも――お前はサベラとラキザミが生きているという証拠でも持っているのか？」

「絶対生きてる！　サベラは月から、ラキザミはネロから生きて帰ってきたんだ！　こんぐらいの冒険で、死ぬタマじゃないんだよっ！」

　ノトの物言いに、室内は静まりかえる。

　そして、反応を待つようにレドライアスに視線が集まった。

「ふむ。冒険、と申したか」

　ちょっとズレたポイントに何か引っかかったような顔をして、レドライアスは立ち上がった。

　そして窓の方に歩いていき、外に見えるガルナ城の尖せん塔とうを眺める。

「冒険か。そうだな。これは確かに冒険だ。大冒険と言える。ふむ……お前に言われて、余も一つ思い当たったぞ。この話……余の偉大さを……ふむ、使えるやもしれん」

　何やら一人でブツブツ言ったかと思うと、レドライアスはこっちに振り向いた。

　なんでか、さっきまでの意地クソ悪い態度を少し和やわらげている感じだ。

「では仮に、余がユァンにロケットを何本かくれてやり、火星への道筋をつけたとしよう」

　レドライアスの言葉に、会議室の全員が「おおっ」という顔になる。

　どういう心境の変化かは分からないが、救出について前向きになってくれたようだ。

「だが、誰だれが行く？　火星は遠い。危険極まりない。サベラたちがなぜ遭難したか、原因も分からぬ。これでは救出隊も死ぬかもしれん。誰も――行きたがらんだろう？」

　……もうこうなれば、売り言葉に買い言葉だった。

　ノトは太い眉まゆをつり上げ、ぎぎん、とレドライアスに向き直る。

　それを見たユァンが――きゅんっ、とその小さな手を胸の前で握った。

　それに気づくはずも無く、ノトは叫ぶ。

「じゃあ俺おれが行くよ！」



　結局レドライアスはとりあえず態度を保留し、第一回火星対策会議は終了となった。

　会議は明日、第二回を行うというので、事前打ち合わせなどのためにノトはハヤン大使館の賓客室で一泊することになった。

　疲れ切った心身を檜ひのき風ぶ呂ろで癒いやしてから部屋に戻り、ノトはぼんやりと窓の外を眺める。

　早々と暮れた冬空には――遠い、遠い、火星が見えた。

　……あそこで、サベラとラキザミの身に何があったのだろうか？

　ユァンの言う通り、あらゆるケースが考えられる。急いで行ってやらないと――

　と、ノトは自分たちに挑戦するかのように輝く翠みどりの惑星を睨にらみ上げるのであった。

　そして……翠。

　その色に……レンビアのことが、どうしても連想されてしまう。

（レンビア……）

　結局レンビアには、時計台で別れてからまだ会えていない。

　ノトはあの時、グズグズしていた自分と、それが故ゆえに頼ってしまった『恋する共感ラビン・シンパシア』のせいで――混線デイスタとやらのせいで――レンビアの結婚に対して、何も言えなかった。

　結果、向こうはノトに愛想を尽かして帰ってしまったわけで。

　早とちり魔のレンビアに誤解されたり怒られたりはよくある事なのだが、彼女が大王に求婚されている今、このタイミングでのあれは致命的だったろう。

　早急にきちんと話し合わないと、ラキザミが言った通り、流れで王妃になられてしまう。本人も「ホントに王妃になっちゃうんだからね！」なんて言ってたし。

　本当は今日の会議の後にでも声を掛けたかったところだが、病欠されてしまったのでは手も足も出ない。

　……風邪をひいたと言っていたが、大丈夫だろうか。

　ていうかそれは、昨夜ノトが時計台の上で１時間も待たせてたせいだろう。

　もし風邪が重かったりしたら、苦しいだろうな。

　それが一番心配だが、ついでに心配なのは……今ごろ王宮でレドライアスにお見舞いされたりしてるんだろうか、ってことだ。

　レドライアスはそういう気が利くタイプには思えないが、婚約者には優しくするかも。

　そしたらレンビアはどう思うだろうか。

（あーダメだダメだ！）

　ノトは頭をぶんぶん振って、イヤな考えを頭から追い払う。

　……と、そこに。

「ノト」

　がらら、とドアを横滑りさせて開きつつ、部屋にユァンがやってきた。

　正月気分も一気に抜けたのかいつもの金魚みたいな赤い服を着ており、手には何か小さな宝石箱みたいなものを持ってきている。

「ユァン。なんだそれ」

　ノトはさっき起きたところで灯あかりをあまり点つけていなかったこともあり、木とロウ紙でできたハヤン製のランプを丸い机に運んでイスについた。

「音鏡石リンコツトぢゃ。ここから南部諸侯連合ヴイストニアを経由して、ナキアミに繋つながっておる」

　ユァンはそう言って小箱を開けると、ちょっとジャンプするようにしてイスに座った。

　大人おとな用のイスなので足が地面につかないらしく、膝ひざ下したがぷらぷらしている。

「ナキアミか……！」

「昨日からぶっ続けで飛ひ竜りゆう籠かごを乗り継いで、こっちへ向かっておってな。今夜も夜なべで飛ぶそうぢゃ」

『その声――ノト？』

　懐かしい声に、ノトはユァンが差し出してきた箱をのぞき込む。

　中に煌きらめく音鏡石リンコツトから聞こえてきたのは、確かにナキアミの声だった。

「ナキアミ、久しぶりだな。こんな話題で再会ってのが無ぶ粋すいだけどさ」

『ノト……』

「ナキアミ。そしてノト。まずは朗報ぢゃ。うちの忍……いや、とある筋から聞いたんぢゃがな。レドライアスのヤツ、やはり翻意しおった。虎とらの子のガイアエルダⅠはダメそうぢゃが、パリヴィオンⅡなら６基まで出しそうとのことぢゃ――どうぢゃナキアミ。これと我が国が空星踏破用に半分だけ建造しておる『超ちよう天てん』を組み合わせ、救出船を作れるか？　……前もって言っておくが、火星から地球に帰還するロケットは到底用意できん。サベラたちが持っていったロケットから資材を降ろし、それに相乗りする条件で計算せい」

『…………』

　ナキアミはしばらく黙っていた。

　どうやら考えているらしい。

　ノトはナキアミのジャマをしないよう静かにしつつ、昔ガルニア宙軍で習った航宙学の特別講義を思い出していた。

　――火星への旅は、月への旅より、そのタイミングがややこしい。地球との距離がいつもほとんど変わらない月と違って、火星と地球の距離は常に変化しているからだ。

　なぜ変化するのかというと、地球が火星より速く太陽の周りをぐるぐる回っているので、火星は地球に何度も追い抜かれながら近づいたり遠ざかったりするのである。

　サベラたちはその、ノロノロ回っている火星に地球が追いつく瞬間――最接近時を狙ねらって、帰還してくる予定でいた。救出隊が行くとしても、この帰還のタイミングは逃のがせないのが現実である。

　さっきの会議で話されていたところによると打ち上げ準備にはどんなに急いでも２週間はかかるので、救助船が地球を発たってから帰還するまでの時間は46日間しかない。

　これを実現するためには、報ほう天てんの時どころではない超・超高速が必要になる。

　――では、その速度を出すにはどうしたらいいのか？

　答えはノトにでも分かるぐらい単純だ。

　ズバリ、燃料をいっぱい積んでいけばいいのである。

　旧文明の人工衛星サテリツテが半永久的に地球の周りを高速で飛び続けていたように、遮さえぎる物が何も無い宇宙では、一度ついた速度が勝手に落ちることはない。

　そして、その速度は推進剤……つまり燃料があればあるほど、ほぼ際限なくつけられる。

　つまりどれだけの燃料を航宙カプセルに積めるか、言い換えればどれだけの燃料を宇宙空間まで運べるかが、救助が間に合うかどうかの分かれ道になるのである。

（たかがパリヴィオンⅡと超ちよう天てんの打ち上げ能力ペイロードで、行けるのか――？）

　ごくり、と生なま唾つばを呑のんだノトの心を読んだかのように、

『……ダメだよ。それっぽっちじゃ間に合いっこない……全然……速度が足りないよ』

　涙声のナキアミの声が、音鏡石リンコツトから弱々しく聞こえてきた。

「そうか……」

　ユァンはツノみたいな髪をへにゃりと下げながら、深くため息をつく。

　ぐしゅん、と鼻水をすするような音を上げた音鏡石リンコツトに、ノトは顔を上げた。

　まずい。あれは泣き虫ナキアミが泣き出す前の合図だ。彼女のテンションが下がりまくって、ガルナに着くなり恒例の穴掘り自殺でもやらかされたら一大事である。

「……ま、まあナキアミ。今はあんまり深く考えるな。お前は天才なんだ。明日までに何かいい案が思いつくかもしれないし――何より明日の会議でしっかり活躍できるように、気力をためとけよ。お前、飛ひ竜りゆう籠かごを乗り継いで徹夜で飛んでるんだろ？」

『うん……ノト、ありがとう』

「ガルナに着いたら気をつけろよ。火星踏破が失敗したって噂うわさが町で流れてて、ロケット反対派が勢いづいてるって話も聞いたぜ。パリヴィオンⅠの時みたいに、石ぃ投げられるかもしれないからな。ほんと、あいつらスリングとか使いやがるからシャレになんねー」

『……スリング？』

「ああ。ほら、長い革かわ紐ひもの先っちょに石つけてぶん回して投げてくるアレだよ」

『う……うん。ナキ、もうちょっと考えてみるよ。いま……ノトのおかげで、何か、いいことを思いつきそうなの』

「？？？　……あ、ああ」

　ノトはユァンと顔を見合わせ、首を傾かしげた。

　今の会話のどこに、アイデアの素があったのだろうか。

　まあ天才のナキアミのことだ。我々凡人には思いつかないような何かを考えてるのかもしれない。

　――とにかく、明日だ。明日の会議で頑張ろう。



　音鏡石リンコツトを通信室に返し――夜。

　明日に備えて早寝しようと思っていたノトの部屋に、夜着姿のユァンがやってきた。

「どうした？」

　そう言ってノトが布団から起き上がると……

「あ、その……妾キエはな、ちょっとお前を誉ほめてつかわしに来た」

　と、なんだか偉そうに、しかしモジモジしながらユァンはノトに近づく。

　そして、ちょっと恥ずかしそうにうつむき加減になり、しばらく黙ってから……ばふ、とノトの腰に抱きついてきた。

「……さっきのレドライアスとの会議。実はな。妾キエは怖かったのぢゃ」

「怖かった……？」

「うむ。妾キエの言葉にサベラたちの命がかかっておると思うと……妾キエは、胸が潰つぶれそうな気分ぢゃった。レドライアスにロケットの供出を断られそうになった時など、泣き出したい気分ぢゃった。それをお前が助けてくれたのぢゃ。恩に着るぞ」

「あー……いや、着なくていいよ」

「ノト！」

　がば、と顔を上げると、ユァンは目をキラキラさせながらこっちを見てきた。

「それにしても見事ぢゃったぞ、お前のあの侠おとこ気ぎ――妾キエは感動した！　一国の王を相手にあれだけ言えるとは、お前、ただ者ではないッ！　偉いぞッ！」

　ぴこ！　とツノを立てながら、ユァンはぐいぐいとノトの服の裾すそを引っ張る。

「いや、ただ者だって。ただの引っかけ屋クリツパーで料理人のノトでございますですよ」

　なんかまっすぐに誉ほめられると恥ずかしくなってきて、ノトはヘタな敬語でおどける。

「それにレドライアスには、ちょっと個人的な恨みもあるもんでね」

「……ふは。月の時、いっぺん宙軍を潰された件ぢゃな？」

　とユァンは笑い、

「お前、あれだけ火星を嫌がっておったのにな。本当に行ってくれるのか」

「まぁ、言っちまったもんは取り消せねーし。落とし物を拾ってくるってのは……まあ、これも引っかけ屋の仕事みたいなもんだよ」

　と苦笑いしてみせたノトに、ユァンは再び感動したように目をキラキラさせ――

　どこからか取り出した扇を、ばばんと広げた。

　そして――

　とんでもないことを言い出してしまう！

「ノト！　お前、男ぢゃ！」

「あ、ああ、はい」

「お前、火星から帰ってきたら妾キエの良人おつとになれ！」

「――――はい!?」

「妾キエと結婚すれば、今ならもれなくハヤン一国がついてくるぞ！」

　ありえないことを言い出したユァンに、ノトは引きまくって後ずさる。

「な、なにバカなこと言ってんだよっ!?　おッ、お前はまだ子供だろ――！」

　と言ってしまってから、ノトはハッと口を押さえた。

　いかん。あまりのことに、つい禁句を――

「ち―――が―――う―――！　ちがうちがうちがうち―――が―――う―――！！！　妾キエはもう10歳ぢゃ！　年齢２桁けたぢゃ！　２桁は子供ではな―――い！　び……びえ……びええええええええ！！！」

　子供扱いという逆げき鱗りんに触れられたユァンは、ばたーん！と床にひっくり返って手足とさらにツノまでをバタバタバタバタさせ始めた。

　大使館内全体を揺るがすような大声に、実は部屋の扉の前で待機していたらしい女官たちが何事かとノトの部屋をのぞき込んでくる。

　が、ああまたかという顔をして引っ込んでしまった。

「――お前ら、これもスルーかよ!?」

　助けを求めるように扉の方に叫びながら、ノトはあわあわと幼帝陛下のじたばたを止めにかかる。

「あ、あのー陛下……？」

「びえええええええええ！！！」

　じたばたじたばたじたばた。

　ついでにぽこぽこぽこぽこ。屈かがんだノトの手足を裏うら拳けんで殴ってくる。

「妾キエはノトが欲しい！　ノトを良人おつとにしたい！　叶かなわんなら戦争ぢゃ！　もうお前の国なんかとは大戦争ぢゃ！　ガルニアなぞ、３日で攻め滅ほろぼしてやる！！！　そんでついでにロケットはみんな妾キエのモノぢゃー！　びえええええええ！！！」

　やばい。

　なんか恐ろしいことを言い始めた。

　ユァンならやりかねん。

　――このままでは自分のせいで、第三次亞大陸大戦が始まってしまう！

「わ、分かった！　分かった分かった！　分かりましたよ！　じゃあ帰ってきたらな！」

　子供をあやすためにノトが全然本気じゃなくそう言うと――

　ぴた。

　と、ユァンはじたばたを止めた。

　そして、くるっ、と猫のような身のこなしで起き上がってきて――ちゅっ。

　ノトのほっぺに、その紅を差した小さな唇でかわいくキスをしてきた。

「――！」

　ひっかかった！

　泣き真ま似ねだったのか。

　ユァンは呆ぼう然ぜんとしているノトを間近に見つめ、にや―――っと笑顔になり、頬ほおをリンゴみたいに赤らめてから……とてててて、と部屋から逃げるように出ていくのであった。



　混乱の夜が明けて――１月２日の早朝。

　ユァンたちと馬車で新宙軍の詰所に着いたノトは、そこに流れるように入ってきたもう一台の馬車に目を奪われた。

　ハヤン人たちは声を上げて驚いていたが、ノトは知っている。これはサベラも持っていた馬無し馬車、自動馬車バツギエだ。だが――彼女のものとはちょっと違う。重心が低くなっててずっと安定してるし、ずっと動きが滑なめらかだ。

　ききっ、と音を立てて停まった車は幌ほろとドアを開け、品よく降りてきた中の人は――

「……ナ、ナキアミ……!?」

　どて。

　あまりの事にその場に尻しり餅もちをついてしまいながら、ノトはその名を呼ぶ。

「ノト！」

　腰を抜かすのも当然だ。

　振り返ったその淑女は、あの垢あか抜ぬけないナキアミとは似ても似つかぬ高位の貴族のような出で立ちをしていたのである。

「び、びっくりさせてゴメンね。これ……飛竜ワイバンは途中で疲れて遅くなっちゃってたから、ガルナの南にラタラ貿易の自動馬車バツギエを呼んで乗り継いだの」

　と言うナキアミは、最新の流行に合わせた藍あい色いろのドレスを身に纏まとっていた。先週のサナターン祭で貴族娘たちの羨せん望ぼうの的になっていたレア物の羽根つき帽子も目深にかぶり、その下の黒髪はセミロングに伸びていて、おさげをやめている。

　な、なんか、急に大人おとなっぽく――色っぽくなっている。

　こ、コイツ、こんなにキレイだったっけ。

「お、お前……いつの間に貴族デビューしてたんだよ……」

「？　……あ、あ、この格好のこと……？」

　驚くノトを前に自分の姿を見回し、ナキアミはちょっと恥ずかしげにもじもじし始めた。

「そうだよね。ノトはこういうナキを見るの、初めてだったもんね。あのね、ナキ、南部諸侯連合ヴイストニアでの商談を飛び出してきたから、そこで着てたお洋服のまんまなの……い、イヤだったら昔の服をすぐ作るよ、髪型も元に戻すよ、ナキはいつもノト好みのナキでいたいから……」

「い、いや、いやいやいや。それはそれでいいんだけどさ……」

「あ、あのね。ナキ、取引でお呼ばれするときはこういう服装するの。特に南の人って、格式を重んじるから」

「取引？」

「うん、一昨日まで、これを量産する大工房を造るお話をまとめてたの。これね、ナキがサベラにもらった設計図を改良して、試作機を何台か造ってもらったんだよ」

　そう言って、ナキアミは自分が乗ってきた自動馬車を示す。

　ようやく立ち上がりつつのノトがそれをのぞき込むと、確かに先っちょに金でできたしっぽ型のエンブレムがついている。ラタラ貿易と同じマークだ。

「へ、へー……」

　ノトが恐る恐るのぞき込んだ運転席は、なんとなく航中カプセルの操縦席に似ていた。

　どうやらあれを参考にしたらしい。

「……ノト。それ……口紅…………まさかとは思うけど、ユァンちゃん？」

　若草のような淡い香水を香らせつつ、ナキアミがノトの右みぎ頬ほおをのぞき込んできた。

　言われて――ノトは昨夜ユァンにいきなりキスされたのを思い出す。

「へ？　口紅？　なんだそれ？　なんで？」

　ばし、と頬ほおを叩たたくように隠しながら否定も肯定もせずにいると、ナキアミはちょっと顔を逸そらすようにして「だって色が同じなんだもん」と口をとがらせた。

　さすが、人間計算機カリキユラトリエさま。各人の口紅の色までしっかりご記憶されていらっしゃる。

「あ―――こ……これはカレー！　あはは！　なんで昨日食ったカレーがこんなとこについてるかなー!?」

　慌あわてるあまり、ノトは自分でも苦しいと思われる言い訳をしながらごしごし手で頬をこすった。

　しくった。てことは自分は朝からずっと口紅をつけて暮らしてたのか。なんて間抜けな。

　帽子の広いつばの陰で目を隠したナキアミは――「そんな色のカレーはねぇよ」ボソッ、と何か小声で呟つぶやいたかと思うと、くるっ、と笑顔になってこっちに向き直った。

「それよりノト。ナキ、ノトのおかげで思いついたんだよ。きっとできる、火星に素早く行く方法！　この方法なら、昨日の条件でも航宙カプセルを13日と22時間15分で火星の人工衛星サテリツテにできるの！」

　ノトの手を両手で握りながら、ナキアミはふさふさした長い耳を立てた。

　おお、とノトは目を丸くする。

　なにがどう自分のおかげなのかすら分からないが、さすがは大天才・ナキアミ様だ。

「ナキ、ユァンから聞いたよ。ノトはサベラたちを助けに火星に行くんだよね？」

「あ、ああ」

「ナキ、ノトをお手伝いする！　火星行きには人間計算機カリキユラトリエが必要でしょ？　だから一緒に行く。何よりナキは、ノトを宇宙で１人にはできないよ――」

　なんでかユァンを急に呼び捨てにしつつ、ずずい、とノトに詰め寄りながら、ナキアミはその黒々した大きなお目々でこっちを見つめてきた。

「だから２人で火星に行こうね！　13日と22時間、２人っきりで行こうね！」

　と、なんでかやたらワクワクした表情で――

　ナキアミは、火星行きに立候補するのであった。



　午前10時を回った頃ころ。

　ユァンとハヤンの大臣たち、ノト、そしてナキアミが全員揃そろった大会議室に――騎士と科学者らを従えたレドライアス、

　そして、宮廷魔女のドレスを着たレンビアが入ってきた。

　まるで花嫁衣装みたいな純白色のドレスに、ノトの心臓が一つ大きくはねる。

　いやいや、それは意識しすぎだろ。これはサベラたちの命に関かかわる大事な会議なんだ、今はこっちに集中しろ――と、ノトは自分に言い聞かせる。

　レンビアはそんなノトの席のそばを通りながら、その翠みどりの目を何か言いたげにちょっと瞬かせた。

　すると、

「ご婚約おめでとうレンビア。よかったね」

　しっかりノトの隣の席をキープしていたナキアミが、レンビアに声をかける。

「ありがとう。でもまだ色々あってね。正式には決まってないのよ」

「へえ。早く本決まりになるといいね。ナキ、心からお祈りするね」

　ノトを間に挟みながら、なんだかものすごーくトゲのある声で会話が交わされた。

　なんか２分の１ぐらいに縮み上がりながら、ノトは、そーっと左右を見回す。

　お二方は笑顔なのに、ハッキリと目だけは睨にらみ合っている。

　こええ。

　は、早く会議を始めてくれぇ。

「事は一刻を争う――ユァン、お前がいつも言うように前置きは省略でよかろう。今日は救出作戦の方法と現実性について討議する」

　ノトの心の声が聞こえたかのように、従者に資料を配らせながらのレドライアスが席につくなりそう切り出した。

　一同が資料に目を落とすと、そこにはガルニアが提供できるあれやこれやが書いてあり、メインのロケットについてはパリヴィオンⅡがやはり６本まで出せると記載されてある。

「感謝するぞ」

　資料を読むフリをしながらのユァンに、レドライアスは首を横に振った。



    

  
    
      



    

  
    
      「しなくていい。計画が進めば話すが、こちらにも条件があるのでな――そこの亜人」

　と、レドライアスがユァンからナキアミに視線を移す。

　それに同調するように、一同の視線は人間計算機カリキユラトリエに集まっていった。

　生来が気弱なナキアミは緊張したような面持ちでノトの方を向いてから――まるでノトに勇気をもらうかのように、ぎゅ、と机の下で一度手を強く握ってきた。

　ノトも反対の手を、ナキアミの腕にそっと置いてやる。がんばれ、勝負だぞ、と。

「……お前が人間計算機カリキユラトリエのナキアミだろう。どうだ、この条件で行けそうか？」

　ぐいっ、とイスの背もたれに寄りかかり、レドライアスは大きく足を組む。

　そして、さらに腕組みをしながらガルニア側の科学者たちを顎あごで示した。

「昨晩、懸賞金を付けて考えさせたのだがな。こやつらの結論は皆、同じだった。曰いわく、『この距離を46日で渡る事は不可能』――だそうだが？」

「いいえ陛下、答えは『可能』です。その懸賞金は国庫に戻しておいて下さい」

　商談でも始めるような口調で、ナキアミが答えた。

「問題は距離ではありません。航宙カプセルを、どれだけの速度にできるかなんです」

「それはつまり、どれだけの燃料を宇宙に打ち上げられるかということではないのか？」

「いいえ。宇宙で加速する方法は、推進剤の噴射だけではないんです」

　言い放はなったナキアミに、ガルニアの科学者――さらにハヤンの大臣たちもざわついた。

　ほう！どうやって!?などとヤジを飛ばす科学者たちにびびりながらも、ナキアミは会議室に立てかけてある大きな黒い石版に向かった。

「失礼します」

　くる、と一同に背を向けると、ナキアミは石版の脇わきに置いてあったロウ石を２つ取る。

　スカートの中がなんかもぞもぞしている。しっぽをうねうねさせてるのだろう。あれはナキアミが何かを計算している時のクセだ。

　ナキアミは左右の手を同時に使い、かりかりと何やら丸やら線やらの図を描き始めた。どうやら火星と地球、そしてその公転軌道を描いているらしい。

　かりかり。

　ナキアミは火星と地球の間……そして地球より、やや太陽に近い場所……に、もう１つ惑星を書き加えた。さらにそこに、星の名前を書き加える。

　――《金星》。

　会議室の全員が、その名前に首を傾かしげた。

「まずは救出ロケット・超ちよう天てんで、地球から金星に向かいます」

　振り返りながらそう言ったナキアミに――一瞬の沈黙の後、

　――わーっはははははははははは！

　ガルニアの科学者たちは大爆笑した。

　これにはレドライアスも、額ひたいを押さえてクックックと笑っている。

　ハヤン側も、「大丈夫なのか」と不安そうな顔でお互いを見回す。

「何で金星なんだ！　お前、頭おかしいんじゃないのか!?」「サベラは金星じゃなくて火星にいるんだぞ！」「亜人が人間計算機カリキユラトリエだなんて、やっぱり嘘うそだったんだろうよ！」

　ナキアミめがけて飛び交い出したガルニアの科学者からの罵ば詈り雑ぞう言ごんに、弱気な人間計算機カリキユラトリエは言葉を詰まらせてちょっと涙ぐんだ。

　助けを求めるようにこっちを向いたナキアミに、ノトは――大丈夫、俺おれはお前を信じてるぞ、と視線で応こたえてやる。

　あまりに場が騒がしくなってきたので、半笑いのレドライアスが一同を手で制した。

「――確かに今、金星は火星より地球にずっと近い。だが、金星に降りてどうするのだ？　金星人に助けでも求めるのか？」

「……いいえ、金星には降りません」

　ナキアミはそう言いながら、地球から金星へと航路の線を引く。

　その線は金星の周囲でカーブしてＶ字を描き、今度は火星へと続いた。

「航宙カプセルは金星のそばをカーブしながら通るだけです。そこでは金星の引力がスリングの革ヒモのような役割を果たし、航宙カプセルを火星へ向けてターンさせるのです」

　話にスリングが出てきたので、ノトは内心おっと思う。

　ナキアミはラキザミ並の写実力で、やたらリアルなスリングと腕の絵を描き加える。

「この引力のスリングには、さらに腕を振る力――金星の公転の力が加わります。ターンする際、航宙カプセルは金星の公転にも引きずられるようにして飛ぶんです。

　そのおかげで、ターンが終わる頃ころには金星の公転する莫ばく大だいな速度が航宙カプセルにまるまる加算されていることになります――その加速には一切燃料を使うことなく、です」

　そうナキアミが言う頃にはもう――彼女を笑っている者は、１人もいなかった。

　ガルニアの科学者たちも、狐きつねにつままれたような顔を並べて石版に見入っている。

　この航法、ノトには何となくしか理解できなかったが……そこそこ頭がいい彼らには、世迷い言じゃないことが理解できたのだろう。一様に、惑星すらをも道具のように使いこなすナキアミの頭脳に驚いたような表情をしている。

「ナキはこの航法を『公転スリング』と名付けました。計算では、今回使えるロケットの出力にこの力を合わせれば、火星でおよそ14日間の捜索が可能になります」

　話を終えたナキアミが席に戻ると、レドライアスはそばの年老いた科学者たちとヒソヒソ話し合った。そして、何度かうなずいてから――姿勢を正し、

　ぱち、ぱち、ぱち……と優雅な手つきで拍手をしてみせた。

「なるほど人類初の試みではあるが、それなら確かに行けそうだな。でかした」

　ノトとナキアミが小さくガッツポーズしながら顔を見合わせる横で、どうぢゃ、と言わんばかりにユァンもぺたんこの胸を張る。

「では……褒美に余も、お前たちにいい道具をくれてやろう」

　そう続けたレドライアスは、「入れろ」と少し大きな声で会議室の外に命令した。

　命じられるとすぐ扉が開き、外に控えていた騎士達が誰だれかを剣の柄つかで小突きながら室内に入れてくる。

　レンビアとおそろいの白いドレスに身を包んでやってきたのは――

　ゆったりとウェーブした、長いピンクの髪。けぶるような長いまつ毛に縁取られた、優しげな同色の眼。メロンみたいにでっかい左右の胸と、キュッとくびれた腰と、柔らかそうな安産型の臀でん部ぶでできた色っぽいプロポーション。そして首にかけたスカーフと……

　手首にじゃらりとかけられた、明らかに魔法で強化されていると分かる黒い手錠。

「げ！」

「ゅ！」

　その人物を見て、ノトとナキアミはイスごとずずりっ！と後ずさる。

「……うぉッ？」

　ばさ、とユァンも扇を広げて驚いた顔を隠した。

「はぁいノトくぅーん。おっひさしぶりぃ」

　ぱたた、と羽根の生えた耳をはためかせて嬉うれしそうにウィンクしてきたのは――

　魔獣ネロを宇宙に召還して世界を滅ほろぼしかけたテロリスト、

　アローレン元鳳爵、その人だったのである！

「火星への旅には、高位の魔導師が必要とサベラに聞いておる――此こ奴やつを使え。ただし、民には内密にな。これ以上宇宙のイメージが悪くなるのは、余の望むところではない」

「い、いらねーよ！　他ほかの魔導師にしてくれ！」

　ノトはぶんぶん手を振りながらレドライアスに叫ぶ。

　そう、火星への旅には確かに魔導師が必要だと聞いたことがある。

　というのも長期間の宇宙の旅では、食料や清素シルフエンを節約するために宙士アストロを何日も眠らせる必要があるからなのだ。

　その長期睡眠には『眠り姫』という魔法の薬を使うのだが、この『眠り姫』、生成が難しい上に賞味期間が短い。というわけで行き帰りの旅路で新鮮な薬を供給する高位の魔導師が要いる……とサベラがかつて言っていたし、実際、火星に行った光こう天てんにも魔導師を乗せていったという噂うわさは聞いていたが――

「他にって……そうもいかないのよ。宮廷魔導師たちはみんな宙軍に協力したがらないの。特に、こんな危険な旅にはね」

　たしなめるようにノトに説明したのは、新人の宮廷魔女・レンビアだ。

　話をこじらせないの、と、視線で告げてくる。

「……」

　レンビアの言うことなので、ノトも不承不承アローレンの乗船を認めざるを得なかった。

　まあ確かに魔導師たちは、宙士アストロには救出どころかむしろ死んでもらいたいと思ってることだろう。贅ぜい沢たくは言えない。

「で、でも、この人はノトをいっぺん殺しかけたんです！　そんな人は――」

　ケモノ耳を立て、珍しく語気を荒げながらナキアミが立ち上がる。

「案ずるでない。此こ奴やつには、ある呪じゆ文もんを言えばギロチンにかけたように首が落ちる魔法をかけてある。これが叛意を見せたり、不要になったらいつでも殺して宇宙に捨てて良い」

「レドくぅーん？」

　自分のことを物のように言うレドライアスに、アローレンは笑顔を向ける。

　その笑顔が、逆に空恐ろしい。

　――顔の筋肉だけで、笑っている。

「無事にこの子たちとサベラを火星から戻したら――約束は守ってくれるんだよね？」

「ああ、罪一等を減じてやる。余は生まれてこの方、嘘うそをついたことは一度も無い」

　と嘘くさいことを言うレドライアスに、そういうことかよ……とノトは頭を抱えた。

「そんなに嫌がるなノトよ。難所に出る船を死刑囚に漕こがせるのは、南方探索の頃ころからの伝統だ。数々の冒険が、それで成功しておるではないか」

　押し売りっぽい物言いのレドライアスは、こっちに反論の隙すきを与えてくれない。

「実際、此奴の力を使えば火星行きの航宙カプセルは劇的に軽くできるのだ。その浮いた分で――この冒険船に“〝客”〟を１人乗せられるのだぞ。――レンビア」

　呼ばれたレンビアはレドライアスの方を横目で見たかと思うと、ノトに向き直る。

「ノト、私も乗るから」

「――へ？」

　乗る、って。

　ノトは目を丸くしてレンビアを見た。

　てっきりレンビアは宙軍関係者ということで助言のためだけに会議に連れてこられていたのかと思ったが、違うようだ。

「な、なんでレンビアを連れていかなきゃいけないんだよ。こんな危険な冒険に……」

　――冒険。

　その単語を言ったノトとほぼ同時にピンときたらしいユァンが、ぴき、とツノを立てる。

「『婚前冒険イニシラータ』、ぢゃな？　レドライアス、お主、公私混同にもほどがあるぞ」

「貴様に言われる筋合いはない。それにレンビアは宇宙に関する知識も持っておるし、ネロの時のように魔法陣師アラベスカの技が必要なこともあるだろう。アローレンの首を落とす呪文は、既にレンビアに教えてあるしな……レンビア。というわけで話はまとまった。無事、サベラたちを火星から救い出して来い。余の偉大さを、この『婚前冒険イニシラータ』で歴史に刻むのだ」

「……はい」

　なんでかレドライアスの言うことを素直に聞くレンビアに、ノトはイラッとする。

　――レンビア。

　どうしてアイツの言うことをきくんだ。

　どうしてこんな危険な旅に、参加しようとするんだ。

　お前、本当にこれを『婚前冒険イニシラータ』にして――レドライアスと、結婚するつもりなのかよ！

「レンビアの搭乗は、余がパリヴィオンⅡを供与する条件でもある。都合、乗員は４人。そこのレンビアと、魔女マツギアローレン、人間計算機カリキユラトリエナキアミ、そして宙士アストロノト――お前だ」

　……パリヴィオンⅡを条件にされたのでは、こちらに選択肢はない。

　有無を言わせず話を進めるレドライアスに、ノトは口を尖とがらせ――無言を通すことで、その意思の受諾を表現するのであった。

「じゃあノト。また……よろしくね」

　レンビアがそう言いながら、翠みどりの眼を逸そらしつつ立ち上がる。

　どこからか、「チッ」と舌打ちのような音が聞こえた気がしたので周囲を見回すと――隣ではナキアミが、ケモノっぽい、おっそろしい表情でレンビアを睨にらんでいた。

　がるる……というノドを鳴らす音まで聞こえてきた。やばいだろこれは。

「やったぁー、きっまりぃ。これで死刑じゃなくて終身刑だぁ。しゅっ・しゅっ・しゅっうしんけーぃ♪　あたし死ななくて済むのよーぅ♪」

　ぽんぽんと手を叩たたき満面の笑みで妙な歌を歌い始めたアローレンも、困った乗員である。なんと言ってもコイツはもともと敵なのだ。何をしでかすか分からない。

　ノトは頭を抱えて、深く、深くうなだれた。

　ああ。火星への旅。

　不安だ。不安すぎる。



    

  
    
      




    

  
    
      　それからのノトたちは――超がつくほどの過密スケジュールで諸々の準備に追われた。

　今回の航宙カプセル『串卵ウオヴア』は例によって重量を絞るため手狭になっており、訓練用の張りぼてに入ってみたところ、２人用の煉れん瓦が長屋ぐらいの広さしかなかった。観測室を兼ねた計算室、壁に寝袋と物入れキヤビネツトが据すえられた居住区（ここだけはそこそこ広く、操縦席も据えられている）、そしてアルコール布で体を洗浄する浴室兼トイレ――部屋といえそうなのは、その３つだけだ。これに４人がギュウギュウ詰めになって乗るわけで、しかも乗員クルーはノト以外全員女ときている。気苦労しそうだ。

　一方、座学では連絡を絶つ直前のサベラたちからの報告を元に火星について学ぶ。そこでノトたちはぶったまげたのだが、火星はまさに第２の地球と呼べる惑星らしい。

　直径が地球の半分ぐらいしかないのに重力は地球の１倍、すなわち同じ。また、大気の組成も地球とほぼ同じだという。太陽から遠いぶん寒冷なのかと思われていたが、サベラたちが着陸した『ファーマインの樹海』付近の気温は22度。ついでに生えている植物も地球のものと変わらないらしい。

　ここまでくるともはや冗談みたいな話だが、あのマジメ人間のサベラが星をまたいでそんなジョークを飛ばしてくるとは思えない。ラキザミも、逆さに振っても笑い話が出てこないタイプだ。どうやら火星は本当に、地球そっくりの兄弟星らしかった。

　レンビアは火星でサベラとラキザミを探すために『尋たずね人』なる魔法陣を準備しているとのことだったが……実は、捜索そのものに関しては、ノトには密ひそかな勝算があった。

　ラキザミ――うちの孫娘には、『家族の共感フアミラ・シンパシア』がある。こっちが火星に降り立てば、ノトたちの居場所が分かり、サベラを連れてやってくるに違いないのだ。

　……そして、遭難から15日が経たった１月16日。

　ハヤンが建造中だったロケット・超ちよう天てんの準備がなんとか整った。ノトたちが飛竜ワイバンで運ばれたビアラ島のロケット基地『竜の踊り場ダンツア・デイ・ドラコ』で見た超天は、１段目にガルニアのパリヴィオンⅡを――約束通り６本、巻き付けていた。上と下とで彩色がちぐはぐなのはいかにも急造という感じだが、いまはそんな事に文句を言ってる場合ではない。

　ビアラ島に入ったノトたちはその足で宙士アストロ控室に向かい、宇宙服を着込む。

「ノト」

　結局ここまでついてきていたユァンが、宇う宙ちゆう兜かぶとを取るノトの腕を引っぱった。

　この宙士アストロ控室はカーテンの仕切りで男女のスペースを分けているのだが、さすが女帝、遠慮無く男子側に入り込んできていらっしゃる。都合、２人っきりだ。

「お前は幸せ者ぢゃの、ギリギリまで許嫁いいなずけについてきてもらえて」

「え、あ。ああ。はいそうですね」

　ユァンがマズいことを言い出した。どうやら許嫁とはユァン自身のことらしい。

　ノトは犯罪者のごとく、カーテンの方を窺うかがう。

「……抱っこ。勅命ぢゃ」

　言いながら、はし、と腰の辺りに抱きついてきた幼帝陛下を、ノトは仕方なしにコソコソ抱っこしてやる。

　目線の高さが合ったユァンは嬉うれしそうに、ノトの顔を短い両腕で抱きしめてきた。

「ノト。行かせる妾キエが言うのも何ぢゃが――妾キエは、お前が行ってしまうと思うと切ない。胸が切ない気持ちになるのぢゃ。ぢゃから……今回も必ず生きて帰ってくるのぢゃぞ？　よいな？　結納の前に良人おつとに逝かれたのでは、たまらぬからのぅ」

「結納ってお前なー……」

　こっちの会話が聞こえているかどうかは分からないが、カーテンの向こうにはレンビアもいるのだ。まさかノトがユァンをあやすために婚約ゴッコをしてるとは勘付かないだろうが、10歳の女の子と抱きしめあってるのを見られたらプロポーズどころか逮捕である。

「ま、まぁ……そん時はそん時で、もっといい男がゴロゴロ現れるって。お前はまだ子ど……じゃない、若いんだから」

　ノトは小声でユァンに言い聞かせると、おとなしくしてろと言わんばかりにわしわしとその頭を撫なでてやるのであった。



　ロケットというものは、今さらながら極めて効率の悪い乗り物である。

　今回の超ちよう天てんで宇宙空間に運んだ航宙カプセルは、質量にして、その９割９分が燃料。そしてその燃料を打ち上げるための燃料が、１９２倍の重さ必要だった。

　１段目と５段目のロケットは液体燃料を採用していたが、この燃料、原料は水とはいえ精製するのに三角錐魔法陣ピラミデ・マギルスという高価な装置が必要となる。２～４段目に使われた固体燃料はそれよりかなり安価だが、タダというワケではない。

　それだけの莫ばく大だいな税金がものの数分でドドーッと燃え尽きてしまうわけだから、豊かなハヤンならともかく、不景気にあえぐガルニアではそりゃあ反対派も出るだろう。

　地球の周回軌道に着いて動きやすい船内着（ノトのは宙軍徽き章しようが入った短パンと、ただの丸首の半はん袖そでシャツだったが）に着替えたノトは、そんなことをぼんやり考えていた。

「……えーっと、お次の仕事は……っと」

　女子たちが計算室で船内着に着替えている間に、ノトは手順書通り船内に赤やピンクの花をばらまき始めた。ハヤンの高山で採れるこの花は匡芙蓉ラウビスカスといい、濁素カボゲンをぐんぐん吸って清素シルフエンを吐く性質がある。こいつを科学による空気浄化装置と合わせて使うことで、ノトたちは自分たちが吐いた濁素で自ら中毒になるのを予防できるのだ。

「おー。キレイだな」

　10本ぐらい花をまくと、船内は前後左右に赤やピンクの花がふよふよして楽しげなムードになった。これは新しいぞ。三次元の花畑だ。

　火星への旅は、長い。サベラたちの救助という使命自体はシリアスなものだが、ずっと気を張っていたのでは却かえって失敗する。船内のムードを和やわらげるためにも、この花は効果的だろう。

「あ、こりゃまずいな」

　ふと見ると、打ち上げ時の震動のせいか、１つの花の根っこにかぶせてあった革袋が外れてしまっていた。ノトがその根っこに白い革袋をかぶせ直し、袋の中に仕込んである海綿に注射器で水をさし、ポイッと頭上に投げると……

「あはっ。ありがと」

　真上から、声をかけられた。

　んっ？　とそっちを見ると、そこには――

　ノトが投げた匡芙蓉ラウビスカスをキャッチした、アローレンの姿があった。

「ぶ!!　お、お前、なんだよそのカッコ！」

　見ればアローレンは、白い丸首の半はん袖そでシャツはノトと同じものの、下半身に――まるで下着みたいなカットのオーバーパンツをぴっちりと履はいていた。ていうか、それしかはいてない。むっちりした太ももの付け根から短い靴下まで、生足が丸出しなのである。

　す、すごい。

「これ、女子用の船内着よ。無重力だと宙軍制服はスカートとか襟がふわふわするから、ハヤンの布魯馬ブロマっていう乗馬用の中着をもとに改良したんだって。カワイイでしょ？」

　ぴちん、とちょっとお尻しりに食い込んだオーバーパンツの裾すそを直しながら、アローレンはくるりと自分の姿を笑顔で見回す。

「ふふ」

　壁をちょっと蹴けってノトのそばに漂ってきた凄すごいカッコのお姉様は、道具箱のそばに括くくってあった小さなタオルを取る。

「あは……ノトくんたらカーワイイ。そこ、濡ぬれちゃってるよ？」

　言われてみれば、いつの間にか握り拳こぶしに力を入れてしまっていたノトは、注射器から水をぴゅーっと漏らしてしまっていた。それが宙を漂って、短パンについてしまっている。

　小指を立ててタオルを持ち、アローレンがそこをぽんぽん拭ふき始めた。

　その動きにつられて、ピンクの長い髪が一房、ノトの顔のそばに漂ってくる。

　ふわ、と甘いミルクのような、女っぽくていい匂においが鼻を撫なでてきた。

「い、い、いいって！　自分でやるから！」

　真っ赤になって、ノトはアローレンからタオルをむしり取ろうとする。

「いいのいいの。こないだの罪つみ滅ほろぼしに、お世話させて？」

　と言うアローレンの丸襟は、無重力のせいでふんわりしていた。ノトの位置からだと、中が見えてしまいそうだ。というか見てしまった。書類がいくらでも挟めそうな深い谷間を支えているのは、黒の、ランジェリーである。

「ふふ、やっぱり見てる。でも……若い子には、こっちの方がいいかな？」

　ノトのスケベ視線はバレバレだったらしい。いたずらっぽい眼でアローレンがウィンクすると――下着の色が、すっ、と白に変わった。

「な、なんだそれ！」

「わたし魔女だもーん。いま、下もちゃんと変えたのよ？　……チェックするぅ？」

「い、い、いいから！　お、俺おれ、自分で拭ふくから！　あっち行け！」

　まずい。なんか、アローレンのペースにハメられそうだ。

　ノトは慌あわてて彼女を押しのける。

「んー。つれないの。じゃあ……これはどう？」

　ノトに押されてくるーんと回りながら、アローレンはその顔を――

　サベラそっくりに、変えた。わささ、と髪の毛も雪のような銀髪になる。

「えぁ!?」

「どうだノト？　お前はこっちの姿の方が好みか？　それとも――」

　瞳ひとみの色や声までサベラそっくりに変えたアローレンは、さらに慣性の法則に従って、くるーん……今度は、ナキアミになった。

「どぅえ！」

「ノト？　ノトはナキの方が好きなのかな？　かなかな？」

　シッポはともかく、ふさふさしたケモノ耳まで完全に再現している。

　とはいえ身長や体型はあまり変えられないらしく、その姿は『おそらく20歳ぐらいになったナキアミ』である。アローレンなりのアレンジなのか心もち色っぽい目つきをしているが、意外と育ったら本当にこうなるかもしれないと思えるカンジだ。

　偽ナキアミはぶりっ子っぽく曲げた手をくねくねノトに振って――もう一回転。



    

  
    
      



    

  
    
      「ばけばけ……ばぁー♪」

「――――!!」

　大人おとなになったレンビアの姿が現れて、ノトは今度こそ心臓が止まりそうになった。

「あ、反応が違うわね。やっぱりレンビアちゃんなんだ？」

　レモン色の髪を両手でツインテールに仮留めしながら、アローレンはニコッと微笑ほほえむ。

　レンビアの声で言われたものだからつい「うん！」と答えてしまいかけたノトは、混乱のあまり宙を藻も掻がくようにしてこの魔女から逃げようとする。しかしここは狭い航宙カプセルの中、逃げ場はない。すぐに後ろから捕まってしまった。

「ノトくぅーん……おいで、おいで？　再加速まで、あと90分ぐらい？　こないだのお詫わび、たぁーっぷりしてあげる」

「なんだそれ！　いらねーって！　そ、そんなことしてお前、なんになるんだよ！」

　隙すきだらけだったノトは、アローレンと向かい合わせに直されてしまう。

「んー。あのねー、元貴族の囚人って、獄中結婚するとさらに罪が一等減じられるの」

　むちむちした体をノトに押しつけるようにしながら、偽レンビアはそのチェリーピンクの唇で至近距離からささやいてくる。

「け、結婚て！」

「わたしと結婚するとお得よぉ？　他ほかの子たちみたいに歳もとらないし、毎晩、違う女の子になってあげる。きっと、とーっても楽しいよぉー？」

「いいから元の姿に戻れ！　誰だれだか分かんなくなるだろ！」

　半ギレで叫んだノトに、アローレンはきゅう、と感動したような顔をした。

「ノトくん……元のままのあたしを愛してくれるっていうのね……！　嬉うれしい！」

　デフォルトに戻ったアローレンに抱きしめられて、ノトはもごもごと悶もだえる。

「ぐ、ぐるじいがら！」

　ノトは夢のように柔らかい胸に顔を埋めさせられ、呼吸困難になってしまう。

　こ、このままでは濁素カボゲンがどうのこうのとは関係なく窒息死だっ！

　ばばん！

　計算室の隔壁が蹴けり開けられる音がしたので目だけでそっちを振り向くと、そこにはアローレンとおそろいのオーバーパンツ――ナキアミは臙えん脂じ色いろ、レンビアは青地に白いサイドラインつきだが――を履はいたお二方が、揃そろって怒り心頭といった表情をしていた。

　見れば、レンビアのツインテールは片方がナキアミのシッポに、もう片方が計算室の壁の取っ手に結びつけられている。

「あぁん、もっと短く結んでおけばよかったかなぁ」

　ぷう、と頬ほおを膨らませてアローレンが振り返った。

　どうやらあれ、コイツの仕業らしい。

「いいいいいいきなり何やってんのよエローレン！」

　がう！と犬歯を剥むいてレンビアが怒鳴る。

　横からはナキアミが「みゅー！」と犬かきをしながらこっちへ向かおうとしているが、毛を逆立たせたシッポが鎖のように行動範囲を制限してしまっている。

「宇宙に出たと思ったらいきなりプチ反乱して！　あんた首切られてもいいっての!?」

「ぼとっていっちゃえ！　後かたづけはナキがするよ！」

　ぎゃあぎゃあ騒ぐ２人に見せつけるようにノトを胸に抱きながら、アローレンは「べー」とアカンベーをした。

「ばぁーか。宇こ宙こまで来たらこっちのモノよ。あたしが『眠り姫』を合成しなきゃ、あなたたちは火星に着く前に飢え死にしちゃうんですからねー。ねぇーノトくーん？」

　ノトをなでなでするアローレンに、レンナキはなんとかシッポとツインテールを解こうと組んずほぐれつする。４本の生足とシッポ１本がこんがらがる光景はそれはそれで見応えがあったが、今は鑑賞してる場合ではない。

　ノトはなんとかアローレンから逃のがれつつ、涙目で壁際に背中をつけた。

　ていうか、サベラを助けるどころかこっちの身が色んな意味で危険そうだぞ。この旅。



　まず金星へ向けて再加速したノトたちは、早速アローレンに『眠り姫』を作らせた。

　手順ではまずレンビア・ナキアミ・アローレンが金星付近まで眠り、その後、全員で公転スリングを行うことになっている。食料や水は余裕をもって載せてあるので、公転スリング後は燃料の残量を元に再計算を行い、必要に応じた人数を眠らせる。

「レンビアちゃーん。ナキアミちゃーん。お薬のお時間ですよぉー」

　あれやこれやの魔法の汁や粉を混ぜたり揉もんだりしていたアローレンが、お医者さんみたいな呼び方で２人を呼び寄せる。

　ノトも一応ふよふよとアローレンのそばに漂っていくと……小さな香水瓶みたいなのに入れられた『眠り姫』は、ぴかぴか光るピンク色の怪しすぎる液体だった。

「はい２人ともどうぞ。これで１服１８８時間、グッスリでぇす」

「でぇす、って……あんたねぇ……これ、もっとマシな色にできなかったの？」

「……ぐすん……体に悪そう……」

　瓶を渡されたレンビアとナキアミは怒ったり半べそになったりだ。

「ふふ。見た目はアレでも、味はクセになるぐらいおいしいのよ？　昔、飲み過ぎて昏こん睡すい状態になっちゃって、半日でコロッと死んじゃった魔女がいたくらい」

「お前……昏睡って。半分毒みたいなもんじゃねーか。大丈夫かよ、そんなの飲ませて」

　仲間に妙な物を飲まされてはかなわない。

　ノトは眉まゆを寄せて、この疑わしい女を問いただした。

「だぁーいじょーぶ。緊急時は起こそうと思えばすぐに起こせるから」

「起こせるから……って、どうすればいいんだよ」

「キスすればいいの」

「キっ……！」

「おでことかじゃダメよ？　唇で、唇に、ちゅう」

　ちゅ、と指で唇を鳴らしながら、やけに楽しそうにアローレンが説明してくる。

　ノトは固まりながらぎぎ、ぎぎぎい、と機械仕掛けのようにレンビア・ナキアミの方を向いた。見ればこっちも２人して、ビンを持ったまま固まっている。

「だからノトくんが起きる役なのよぉ。女の子同士でも起きるけど、やっぱり、ねぇ」

　何がねぇか。

　ヒクヒクと頬ほおを引きつらせるノトを尻しり目めに、アローレンは壁に固定されてある自分用の寝袋にふよふよ漂っていった。そして袋に入りつつ、『眠り姫』をくぴっと飲む。

「ノトくぅん。キス以外なら――わたしには、何をしてもいいからね？　ふふ。うふふ」

　いたずらっぽい目で、アローレンはノトに小さく投げキッスをしてきた。

　ふわぁ……とさっそくアクビをする彼女の隣に集まるようにしながら、レンビアとナキアミもこわごわ寝袋に向かう。

　それを見て、ノトはカァーっと赤くなってしまう。

　この３人の美女は、これから１週間近くもノトの目の前で完全に無防備になるのだ。別にヘンな事は断じてしないが、しようと思えばし放題である。きっとしないが。でもやろうと思えば触ったりもし放題である。いや、しないと思うが。しないんじゃないかな。

「なによそのイヤラシイ目は」

「えっ!?　あ、え？」

　寝袋に入りかけのレンビアの引きまくった表情に、ノトは慌あわてて目をぱちぱちさせた。

　よっぽど邪よこしまな考えが顔に出ていたらしい。

「ね、寝てる間にエッチなことしたら、起きてから噛かみ殺すからね！」

　がう！と犬歯をむいて威い嚇かくしてから、レンビアはその口でぐいっと『眠り姫』を飲む。

「ナ……ナキには、ノ、ノトがしたかったら……で、でも、やっぱり起きてる時にされた方がナキは嬉うれし……うぁ、な、なんでもないっ……！」

　ナキアミも両手でビンを持つと、目をぎゅーっと閉じ、思い切って中身を飲み下す。

　３人の美女はそれぞれ寝袋に収まり、高級な服屋のマネキンみたいに並んだ。まあ、着ているモノは丸首の半はん袖そでシャツに例のブロマだかブルマだかだが。

　ちなみにこの寝袋、南部諸侯連合ヴイストニアに植生する珍しい木から採れたゴムのような樹液を元に作ってあり、薄くて軽くて破けにくく、半透明である。なんでか生で見るより半透明の方がちょっとイヤラシく感じるのは、ノトの想像力が逞たくましすぎるせいだろうか。

「だから――なに見てんのよノト！　ジロジロ見られてたら寝にくいでしょっ、とっとと計算室にでも行ってなさいよ！」

　赤くなりながら、寝袋に入ったレンビアはツインテールを手のように動かして『眠り姫』の空きビンを投げつけてくるのであった。どんどん器用になるなあれ。



　――金星へ向かう旅路の、３日目。ガルニア時刻で、夜中の０時過ぎ――

　ノトはバネの仕込まれた器具で就寝前の運動を終えると、浴室に入って水とアルコールを染み込ませた布で体をキレイに拭ふいた。

　月面踏破から帰ってきた時に分かったのだが、人間は無重力空間に長時間いると体がどんどん鈍なまってしまうらしい。火星に着いてから動けなくては困るので、こうやって１日何時間か体を鍛えてやらないといけないのだ。

　いいカンジに疲れて居住区に戻ると、眠り姫の３人は等身大の人形みたいにすやすやと寝ていた。寝る間は水の神アクアエリスとはよく言ったもので、みんな穏やかな表情をしている。

　３人の寝顔はみんなキレイだったが――眠るレンビアの目鼻立ちは、やっぱり、まるで彫刻のように美しかった。蕾つぼみが花開くように、この１年で一段と美人になっている。

　大好きな彼女を見ていると、ノトは何日でも時を過ごすことができる気がした。

　レンビアにはジロジロ見るなと言われたが、まあ、こっちは触ったり袋から取り出したりしたいのを必死にガマンしているのだ。見るぐらいなら、亞大陸六神フアステスマ・セイも満場一致で許してくれるだろう。

　――ああ、レンビア。レンビア。レンビアは本当にキレイだ。

　心の中では必死に否定してきたけど……確かに王妃に選ばれてもおかしくない。

　性格はちょっと尖とがってるけど、根は優しいし、頭もいいし、勇気もある。いろいろ難題を抱えてる今のガルニアにはちょうどいいかもしれない。

　本人も、この冒険……婚前冒険イニシラータに出たってことは、やっぱり、王妃になることにやぶさかではないのだろう。そりゃそうだ。一国の王妃になれる、究極の玉たまの輿こしに乗れるチャンスをみすみす見み逃のがす女の子なんかいない。いるとしたら、そいつは相当のバカなわけで。

（レンビア……お前は俺おれと違って、バカじゃないもんな……）

　そんなことを考えてまた滲にじんできた涙と共に、ノトは眠りに落ちていった。



　――また、あの夢だ。

　しかも宇宙に出たせいか、一段と鮮明になった気がする。

“〝どうやったら私は、あなたと一緒になれるの……？”〟

　声。

　泣きながらの、声。

　ノトは夢とうつつの間で、自分の意識に例の女の夢が割り込んできていることを意識できていた。

　ウスタマカの話を、ぼんやりと思い出す。

　いま自分は無意識のうちに『恋する共感ラビン・シンパシア』を広げ、誰だれかの恋心に共感しているのだろう。

　今さらながらに気づいたが、どうやら自分には眠りながら『恋する共感ラビン・シンパシア』を広げるクセがあったようだ。どうりで、昔からよくレンビアの夢を見ていたわけである。

“〝答えを見つけられないまま、私は次の私に記憶を写す……

　ああ、ここで肉体を捨てて眠りにつくのは、何百回目だろう”〟

　意識は、つるつるした壁や床の施設を進み、続けて何やら厚い水晶のようなものの中に入り込み――イメージは屈折し、不ふ明めい瞭りようになっていった。

　水晶の外側には、幼い、裸の女の子のようなものがいて……

　例の女は、こっちをキョトンと見つめるその少女に心で語っているようであった。

“〝お前は、お前だけは今日から、大人おとなの女へと成長する。

　そして私のように、この星の新しい女王になるのよ。

　いや、ように……ではない。お前は、次の私になるの。

　このぼやけてしまった知性をそれでも引き継ぎ、いつか、見つけ出しておくれ。

　愛いとしいジフの星へ、渡る道を――”〟

　そう言うと、女は――そしてそれに共感しているノトの意識は、薄れていった。

　その女が命を終え、最期の眠りに就こうとしているのだ。

“〝ああ、今回は複写を受けてから、15年しか生きられなかった……

　知能が欠落していくだけじゃない。寿命も……どんどん……短くなっていく……”〟

　ノトの意識が再び戻ると、次に共感していたのは同じ心の――しかし、違う体の持ち主にだった。

　眼前に広がった光景に、ノトは息をのむ。

　そこは何かだだっ広い、暗い空間で――

　その暗くら闇やみにぼんやりと浮かんでいたのは――無数の、水晶漬けの――

　――死体。



　地球を離れてから、８日目。

　眠り姫の３人が無事に起きてきた頃ころ――航宙カプセル・超ちよう天てんは、とうとう金星付近に到達した。起きるなりトイレと食事と体の洗浄をローテーションで済ませた３人娘と一緒にノトが窓に顔を寄せると、そこにはもう大皿ぐらいの大きさに見える金星が迫っている。

「なにが金星よ。ぜんぜん金色じゃないじゃない」

　なんかキラキラしたものを期待していたらしいレンビアが、冗談めかして言う。

　しかし、船内の空気は堅い。レンビア自身も、その笑顔は空元気の笑顔だ。いつもふざけてばかりのアローレンさえ、その細い眉まゆをちょっと寄せ、緊張した面持ちで窓の外を見つめている。

　暗い宇宙の虚空に浮かぶ金星は――象ぞう牙げ色いろの雲に、その全球を覆おおわれていた。無音の空間で、のっぺりしたその表面は言いようのない虚無を感じさせる。

「……ナキアミ、これ。数値だ」

　ノトはメモ帳をぺらっとめくると、３人が起きてくる前に観測しておいた金星との距離や火星への角度を観測したデータをナキアミに見せる。

　ナキアミはそれを一いち瞥べつすると、壁につけてある時計を見ながらかりかりと木炭ペンで数値を書き加えた。

「じゃあノト……この時刻に……この数値で、航路を微調整して。それが終わったら、ナキの計算では――19分52秒後に、公転スリングが始まるよ」

　ノトはうなずいて、操縦室に移る。メモを壁のクリップに留めると、太陽や地球を指標に六分儀と転輪羅針儀で現在位置を再確認する。そして操縦席につき、カチ、カチ、とメモの指示通り少しずつ航宙カプセルの針路を正した。

　居住区に戻ると、そこでは手順通りレンビアが匡芙蓉ラウビスカスを一いつ旦たん箱にしまい、アローレンが耐圧マットの準備をしているところであった。耐圧マットとは――何のことはない、ベッドに敷くマットを大きくしたようなものである。ただこれはスプーマと同じような気体を詰めたマットに海綿と羽毛を仕込んで弾力性を増した特別製のものだ。

　マットは大きなブランコのように、船首側の壁から伸びた何本もの長いバネに吊つられた。

「よし――公転スリングまであと５分。訓練通りの位置に並んで待機しよう」

　ノトがそう命じ、一同はそれぞれバネを避けながら漂うようにマットに近づいた。

　ノトの左右に、ぴったり肩を寄せ合うようにしてレンビアとナキアミ。頭上には横向きのアローレン。狭い船内をフルに使って、４人は寄せ木細工のように並んだ。

　これから――金星はスリングに力を与える腕のように、公転する力でノトたちを火星めがけてブン投げてくれる。その際、激しい重力がこのマットを下にして働くのだ。

「――あのね。公転スリングによる加速中には、船内の重力は最大で８倍になるの。それも加速は一瞬じゃなくて、長時間……約30分、みんなで強い重力に耐えなきゃいけない。航宙カプセルにも、ものすごい負担がかかる。取り返しのつかない永久変形が起きたり、ひょっとしたら圧壊しちゃうかもしれない。でもね……きっと大丈夫」

　もう窓を覆おおうほどに大きくなっている金星をそっと見ながら、ナキアミが言う。

「御前会議では言わなかったんだけどね。ナキはこの方法に気がついたとき、この旅には神さまがついてるって思ったんだ。地球と火星を中継するような位置を今ちょうど金星が通るっていうのは、幸運としか言いようがないことなの。星々の公転周期を考えると、これは奇跡みたいなタイミングなんだよ……もしかしたら、亡くなったサベラのお兄さんがこの旅を守ってくれてるのかも……」

　そこまで言うとナキアミは目を閉じ、祈るように胸の前で小さく手を握った。

　――ファーマイン家の人間は、空で死ぬと旅人を守る精霊になる――

　ナキアミの言葉に、ノトは昔サベラが言っていた言葉を思い出す。

「だからきっと大丈夫。みんな無事に火星まで行けるよ。ナキはそう信じてる」

　そう言って見開かれたナキアミの黒い瞳ひとみには、怯おびえの色は無かった。

　ノトたちも揃そろって、眼前に迫る金星を見み据すえる。

「まぁ、わたしは元々死刑囚だし……怖いものなんて、なぁーんにもないのよねぇ」

　ノトの頭上で大きな胸をふよんとさせながら、アローレンが笑う。

「人生はいつも星まかせ、って神父様が言ってたわ。今回もそういうことでしょ」

　少し強がるような感じで、レンビアが続ける。

　しばらくの沈黙の後、壁の時計が公転スリング開始の時刻を示した。

「――始まるぞ」

　ノトが言ったのとほぼ同時に――カタン。カタン。コトン。

　船内のあちこちから、進行方向と逆側の壁に向けて物が落ちる音が聞こえ始めた。

　――船内に、重力が発生している。

　超ちよう天てんが金星の重力圏に入り、加速し始めたのだ。

　その後数分すると、ノトたちの背中はマットに吸い寄せられていった。

　ベッドに寝っ転がっているような感覚は僅わずか１分ほどで終わり、ノトはすぐに息苦しさを覚え始める。

　来た。これが――金星の力だ。

　マットを吊つるすバネに据すえられた重力計が、きり、きりきり、と数字を上げ始める。

　現在、２倍。目盛りはさらにジリジリと上がっていく。

　超天は、ガタ、ガタガタ、と地震のような音を上げ始めた。

「３倍――みんな、ちゃんと顎あごを引けよッ!?」

　ノトは背中がマットにめりめりと沈んでいくのを感じながら、３人に呼びかける。

　それぞれの呻うめくような返事が聞こえてくる間にも、さらに重力は増していく。

　４倍、５倍――加速、している――！

　ギシ。ギシシシ……ギギッ！

　超天のあちこちから、悪魔が笑うような音が聞こえてきた。

　船体が、軋きしんでいるのだ。

「６倍……！　圧壊注意……！」

　注意したところでどうなるものでもないが、規則通りノトはそう声を絞り出す。

「船内の重力……さらに……上昇中、現在……８、倍……！」

　意識が飛ばないようにと、ノトは眼球をなんとか動かして窓の外を見る。

　そこでは窓いっぱいに広がった金星の表面が、恐ろしい速度で流れていた。

　ああ、悪夢のような光景だ。

　体全体が、見えない巨人の手に押しつぶされていく。

　ノトを襲う重さは、もはや０・４トナを超えているのだ。

　早く……早く終わってくれ……！

　あまりの苦しさに、もう、それしか考えられない。

　ばちん！　甲かん高だかい音がして、マットを支えていた鋼のバネが一本ちぎれて弾はじけた。

　……ばちん！　ばちん！　ばちっばちん！

　バネは次々とちぎれ、踊るように震えながらノトたちの背後へと落ちていく。

　ビシ、という音に続けて、今度はレンビアが呻いた。

「う……っ。う……右う舷げん……第７窓に……！　亀き裂れつ……ッ！」

　その声に、ノトはマットに頬ほおを埋うずめるようにして振り向く。

　窓は何重かになっているのだが、一番頑丈なハズの一番内側の窓にヒビが入っていた。ごきゅ、と船体のどこかからイヤな音も聞こえてきた。船体が、歪ゆがんでいるのだ。

　だが――もう、やり直しはきかない。中断も許されない。超ちよう天てんはここへ来るまでの加速で、ほぼ全すべての燃料を予定通り使い果たしてしまっているのだから。

（……サベラ、ラキザミ……！）

　サベラはあの月面で、もしノトがＮＡＳＡナーサのロケット無しで帰ってきたら――自分の帰還用コメッテをノトに渡すつもりだったらしい、と、人づてに聞いた。

　ラキザミは、ネロでノトとレンビアを助けてくれた――自らの命を、死の危険に晒さらしながら。

（こ、困った時は、お互い様……ってヤツだよなぁ……！）

　２人の顔を思い浮かべ、遠のきつつある意識をなんとかつなぎ止めながら――ごふっ！とノトは盛大に血を吐いた。どこかから漏れ出たらしい自分の血の味が、気付けになる。

　――まだだ、まだ耐えられるぞ。

　いつだったか、パリヴィオンⅠが墜落した時に比べれば、

（こんなの……楽勝……だろ……なあノト！　アストロ……ノト！）

　心の中でそう自分に言い聞かせながら、ノトは――

　いつの間にか、自分が腹ではなく胸で荒い呼吸をしていることに気づいた。している、というか、できている。

　――公転スリングが終わりに近づき、重力が引いてきたのだ。

　運良くバネともども壁につなぎ止められたままの重力計は、現在４倍を指している。

　そして数分ごとに、目盛りを小さくしていった。

　無重力に戻ると……ぽよぽよ、とノトの顔からは血の滴しずくが宙に漂った。どうやら盛大に鼻血が出たらしい。まるでサベラだなこりゃ。

「う……痛ぇ……」

　ふくらはぎや二の腕など、体の中でも比較的軟らかい部分がビリビリと痛む。

　これは、何かにひどくぶつけて内出血した時の痛みに似ている。

「レンビア……ナキアミ。アローレンも……大丈夫か……？」

　まだ星がちらつく目で周囲を見回すと、３人はそれぞれ口と鼻から血を漂わせつつ、完全に失神してしまっていた。マットの上は血の海だ。だが、タオルで３人の顔から血を拭ふき取りつつ確認したが――全員、とりあえず命に別状はなさそうだった。

「ノト……けほっ……」

「ナキアミ。なんとか乗り切ったみたいだぞ」

　最初に意識を取り戻したナキアミを、ノトは苦笑いで迎える。

　超天は今や、窓に見える金星から、目測で分かるほど勢いよく遠ざかっている。金星が公転する莫ばく大だいなエネルギーを、まるまるこの小さな船体に与えてもらったのだ。それはもはや、パリヴィオンⅠや報ほう天てんでは及びもつかなかったような人知を超えた速度であった。

　あとは――一路、火星だ。

「成功したんだね……公転、スリング……」

「そうみたいだな。あー、お前と一緒に石を投げつけられた時にも思ったけど……」

　まだグラグラする頭で、ノトは痛む太ももをさすりながらナキアミに笑いかけた。

「やっぱ、スリングって――いいモンじゃねーなあ」



　計器盤によると――外殻が若干ひしゃげたりして多少ボロくなってはしまったものの、超ちよう天てんの機能はおおむね無事だった。さすがは亞大陸の工学技術の結晶。機密は破れておらず、燃料漏れも起きてない。

「痛いの痛いの、とんでいけぇ……ふふっ。じゃあ次は、あんよの番ね」

　猫なで声のアローレンに手をかざされながら――ノトは、公転スリングで体内に起きた出血を魔法で治癒してもらっていた。

　既にアローレン自身やレンビア・ナキアミの治療は終わっており、最後がノトである。

　ぱたた、と羽根耳でうまく姿勢を変えたアローレンは、ノトの斜め後ろに寄り添って脚あしの付け根に触れてきた。

　さすり、さすり……その手つきは、なんかくすぐったいというか……イヤラシイ。

　今なんか、短パンの中にちょっとだけ指が潜り込んだような気がする。

「ヘ、ヘンなコトするなよ」

「ヘンなコトじゃないわよぉ。これは正当な治療行為なのでぇーす」

「……ホントかよ……？」

　アローレンのむちむちした太ももは目の毒なので、ノトは視線を自らの脚へと逸そらす。

　そこではすべすべした白い指が、ノトの肌の上を泳ぐように行き来していた。

　さすがは元・宮廷魔導師のナンバー２。その指に触れられただけで、内出血の痛みはウソのように消えていく。ていうか、こいつはなんだかゾクゾクするほど気持ち良くて――

「ふふ。ノトくんったら、カーワイイ。ねえ、今、何を考えてるの？」

　なでり、とノトの頭を撫なでたかと思うと、アローレンはその身をすり寄せてきた。

　ノトは後ろから抱っこされるような形になり、自然、背中に水っぽい柔らかな感触が２つひっついてしまう。

「お、おいっ」

「ねえ。治療が終わったら、お医者さんゴッコしようよぉ。うるさい子たちは計器のチェック中だしぃ……」

　明らかに正当な治療行為ではない行為に及ぼうとしているアローレンは、背後からノトの首筋に顔を埋うずめてきた。

　こら、と振り返ると、うっとりしたピンクの瞳ひとみが至近距離で微笑ほほえみ返してくる。

「お前なぁ……！」

「んー……男の子のニオイ。いいわぁ……トリ肌たっちゃいそう……」

　こっちはもうとっくに鳥肌が立っている。

　アローレン――ノトと結婚してさらに減刑されたい気持ちは分かるが、こうもひっきりなしにベタベタされたのではこっちの心身がもたない。

　予定では彼女は火星には降りず、この航宙カプセルで火星周回軌道に残って留守番をすることになっている。なのでノトとはそこまでのおつきあいなのだが……果たして青少年の本能がそこまで抑えきれるかどうか。ていうか治療は終わったのか終わってないのか。

　と、柔らかくてあったかいアローレンの感触にノトがたじろいでいると――

「そ、そういうことはナキの許可を取ってからにしてって言ったでしょ！」

「また!?　少し目を離したらこれなんだから！」

　しっぽの毛を逆立たせたナキアミと、犬歯を剥むいたレンビアが壁を蹴けってやってきた。

「ナキのノトはナキのノトなんだから！」

　などとワケの分からない涙声を上げつつ、ナキアミはノトの正面に滑り込むようにして上下逆さまに抱きついてきた。ノトの両りよう脚あしを両手で抱えるようにしてしがみつきつつ、こちらもむき出しのふとももでこっちの頭を左右からむにっと挟んでくる。

「うぉっ!?」

　眼前に据すえられた臙えん脂じ色いろのブルマという絶景に真っ赤になったノトの頭を、さらにふさふさしたシッポが心地よく包んできた。ああ、いま、ナキアミに包まれている。

「ノトー！　浮気は３人までだよー！」

「どっ、どこに叫んでんだお前っ！」

「ノト、ノトぉ、ナキ、地球に帰ってからのためにかわいい花嫁衣装を用意したんだよ！　白しろ無む垢くに緋ひ袴はかまの、ラタラ族の晴れ着なの。結婚式のあとはその衣装のままで、いっぱい、いっぱい、かわいがってね！　そうしてくれなきゃ穴掘って埋まっちゃうからぁ！」

「だからヘンなとこに叫ぶなーッ！」

　前後上下から２人の亜人にサンドイッチにされたノトは、ビックリするやら柔らかいやらで生殺しの生き地獄というか天国というかである。

「ラタラ族のベロは、ざらざらしてるんだよーっ！」

「な、何ワケわかんないこと言ってんのよナキアミ！　アローレンを止めなさいよ！」

　団子状になった３人の横から、真っ赤になったレンビアがツインテールを立てて叫ぶ。

「あー。レンビアちゃん、うらやましいんだあ？」

　ノトの首に腕を回しながら言ったアローレンに、レンビアは吊つり気味の目を見開いた。

「なッ……なな、なんであたしがうらやましがるのよ……！」

「だってもう地球を出てから10日よぉ？　あなたもそろそろ、ノトくん分を補給したいんじゃなぁい？」

「エローレンの――バカっ！　べっ、別にあたしはノトがどうとかそういうんじゃなくて……こ、この狭い船の中でそういうのは風紀的にアレだからっ、だからそれはダメなの！」

「ふぅーん……？　レンビアちゃんって、こういうのしない子なんだぁ。子っ供ーぉ」

　バカにするように言ったアローレンに、レンビアのこめかみでブチブチッと音がする。

「いいから！　ノトから離れなさい！　ナキアミあんたも！」

　アローレンとナキアミの間に割って入るようにしながら、レンビアは２人とノトの間に腕と、さらにツインテールを滑り込ませてくる。都合、レンビアまでもがノトにしがみつくような形になった。

　３人もの美女にぎゅうぎゅうと押しくらまんじゅうされるノトは――加速時に圧壊しかかった超ちよう天てんの気持ちが、少しだけ分かったような気がするのであった。



　公転スリングの圧倒的な加速により、その後、ノトたちは呆あつ気けないほどすぐに火星の重力圏に到達することができた。レンビアが測量をして、ナキアミが航路を計算し、ノトが操縦を行い――超天は火星の大気をかすめるようにして楕だ円えん形けいに何周か飛ぶことで減速し、見事、船体を円形の周回軌道に乗せた。

　窓から間近に眺めた火星は――サベラたちの報告通り、まさに、地球とうり二つの星だった。地球よりは小さいが、碧あおい海と翠みどりの陸地があり、白い雲も流れている。

　よく見ると違うのは、火星には地球のあちこちに見られた砂漠がまるで無いことだった。その大地のほとんど全すべては、北から南まで豊かな植物に覆おおわれている。

「ノト。そろそろ光こう天てんとのドッキングだよ。方位は０―３―４、距離は３５２メテ」

「おっ……了解」

　火星の光景に何か引っかかるものを感じて窓を凝視していたノトは、計算室から聞こえてきたナキアミの声に慌あわてて前方の望遠鏡スコープを覗のぞき直した。

　示された方向を見ると、そこにはノトたちと同じく火星の周回軌道を漂う銀細工のような航宙カプセルがある。

　あれは火星に降りたサベラたちの帰りを待つ、火星往還ロケット・光天の母船だ。

　ノトは望遠鏡の倍率を変えつつ、カチカチと速度や向きを微妙に補正しながら――衝突しないよう、慎重に、慎重に……集中力を途切れさせないようにしつつ……しゅる。

　まずは十字弓を使って、光天側のハッチに磁石のついた鎖を接続した。

　その鎖を伝い、船外で待機していた宇宙服姿のレンビアとアローレンが、通路となる折りたたみ式のパイプを伸ばして向こうの気密扉ハツチに固定する。光天に足元を固定した２人がクランクをせっせと回すと、パイプはゆっくり縮まっていき――

　無事、２つの航宙カプセルは通路を挟んで繋つながった。

「接続完了ドツクト。けっこう神経使ったなこれ。２人ともお疲れ様」

　レンビア・アローレンに繋がる音鏡石リンコツトにそう言うと、ノトは額ひたいに滲にじんだ汗を手で拭ぬぐう。

　さて――光天側の航宙カプセルには、新人の宙士アストロがいると聞いた。なんでかレドライアスはそのプロフィールを教えてくれなかったのだが、一体、どんなヤツなのだろうか？



「いやーノトくん！　14日間無事故の旅、おめでとうございます！　ささ、中へどうぞ。甘くて美お味いしいココアを淹いれてお待ちしてたんですよー♪」

　ハッチを開けて光こう天てんに入るなり聞こえてきたその声に、ノトは無重力空間で足を踏み外した。勢いで、がいん、と後頭部を接続パイプの壁にぶつけてしまう。

　――ルージーン……じゃねーか！

「なっ……なんでお前がここにいるんだよ！」

「難所に出る船を死刑囚に漕こがせるのは、南方探索の頃ころからの伝統ですから」

　ぴん、と指を立てて爽さわやかに白い歯を見せたのは、報ほう天てんで月から帰ってきたノトたちをいっぺん殺そうとした元筆頭魔導プリモ・マツギ・ルージーンである。

　ノトが光天に入ると、ルージーンは苦にが々にがしい表情でパイプを渡ってきたレンビアとナキアミの手を品良く引いて船内にエスコートした。ずっと１人で淋さびしかったのか、濃紫ヒースの瞳ひとみを嬉うれしそうに細めている。高い鼻に、スラリとした背丈。無重力の船内では亜麻色の長髪が風に吹かれたようになっていて、ああ、ちくしょう、イケメンだ。

　……ふと見ると、レンビアはルージーンを見るなり「あちゃー」という顔で超ちよう天てん側をチラチラ振り返っていた。

「？」

　なんだ？

　とノトが辺りをキョロキョロ見回していると――

　ルージーンがその表情を一気に凍り付かせ、鋭いものに変えた。

「やはり――お前だったか、トリ頭。その間抜け面は二度と見たくなかったんだがな」

「それはこっちのセリフよ、ネクラの呪のろい屋。お前とここに残されるなんて、悪夢だわ」

　後ろから聞こえてきた冷たい声色は、ピンクの眉まゆをつり上げたアローレンだ。

「お前も軌道上ここで留守番か。俺おれはある意味幸運だな。呪い殺すチャンスがいくらでもある」

「殺やられる前に殺ってやるわ――お前の臓物、ぜんぶ宇宙にバラ撒まいてやる」

　好戦的な笑みを浮かべて三白眼になるルージーンと、威い嚇かくするように羽根耳を広げて身構えるアローレン。

　お互いに目をぎらつかせる２人は、今にも魔法バトルを始めそうな勢いだ。

「な、な、何なんだよお前たち！　こんな所でケンカすんな！」

「……どうりで。アローレンをおとなしく乗せるために、ルージーンの事をあたしたちにも秘密にしてたワケね」

　わたわたと手を振るノトに、レンビアが横から説明をしてくれる。

「あのね――宮廷魔女たちから聞いたんだけど、この２人、宮廷にいた頃は筆頭魔導の席の取り合いで犬猿の仲だったみたいなのよ。……アローレンっ、あんた、ケンカしたらタダじゃおかないわよ？　あたしたち、地球に帰る時もコレが必要なんだから」

　レンビアはアローレンから取り上げてあった３人分の『眠り姫』を示しながら、ため息混じりに言う。レンビアがポケットに入れていた『眠り姫』は、金星から火星への旅路が予定通り進んだから使わなかったものだ。これをアローレンに持たせておくと何かに悪用しそうだったので、今は宮廷魔女のレンビアが管理している。

「ルージーン、あんたもよ！　あたし、あんたの首を落とす『呪じゆ文もん』も知ってるんだからね！　アローレンも――はい握手！」

　レンビアが犬歯を剥むいてそう叫ぶと、元・筆頭魔導プリモ・マツギと次席魔女セコンド・マツギは――２人して引きつった笑顔になって、握手を交わす。

　ごぎぎぎ、ごりごり、と、その握手には異常に力が込められている。

「あたしたちが火星から戻ってきたとき、どっちかがケガしたり死んだりしてたら、もう片方も――どうなるか分かるわね？」

「「チッ」」

　舌打ちをハモらせながら、２人の大魔法使いはそっぽを向き合う。

　……一難去ってまた一難とはこのことだ。

　こんな状態の２人を航宙カプセルに残して、火星に行かなきゃならないのか。

　もし２人が魔法をブッ放ぱなし合って航宙カプセルごと吹っ飛んだりしたら、全滅である。

　心配事がまた１つ増えてしまったノトは、こりゃー早くサベラたちを見つけて帰ってこなきゃマズいぞ……と後ろ頭をがりがり掻かくのであった。



    

  
    
      




    

  
    
      　大気圏突入後、ノトたちの突入カプセルはパラシュートを広げて火星の森へと降下を開始した。万が一この星に知的生命がいた場合に備えて、念のためパラシュートには亞大陸で知られている全すべての言語で『トモダチ』とびっしり書いておいてある。

　ノトたちは火星の昼の面に降下しており、眼下の窓には緑の森――サベラたちが着陸したのと同じ『ファーマインの樹海』がよく見えた。

「外の気温は20度。大気の組成は……すげえ。清素シルフエンが２割１分、虚素ノジエンが７割８分、本当に地球と同じだ。降下速度、23キラメテ毎時。予定通り――着陸するぞ。衝撃に注意」

　減速用の逆噴射を行いながら、ノトは左右のレンビアとナキアミに警告する。

　緊張した面持ちで座席につき安全バーにつかまる２人は、新宙軍の新しい制服に着替えていた。デザインはガルニア宙軍時代と同じものだが、もし火星人がいた場合何色が失礼な色なのか分からないので、襟とスカートを火星と同じ翠みどり色いろにしてある。

　ただ、ノトのは新しいのを作るヒマがなかったので黒いツメエリのままだが。

　べきべき……！

　ノトたちのカプセルは、鬱うつ蒼そうと茂るジャングルに真上から突っ込んだ。

「うお、お、お」

「あっ、あっ……ひゃっ」

「みゃぅーっ！」

　カプセルはぐらぐら揺れて――木々に引っかかるような形で、静止した。

　安全バーを外したノトは、どて、と斜めった船体の壁に降りる。サベラじゃないが、パンツがズレた。そうか。あの第一声はこういうことだったのか。

　ノトが股またぐらをつかんで微修正を行っていると、真上から。

「えいっ――！」

「ノトぉ！」

　レンビアとナキアミが、どちゃどちゃと降ってきた。

「ふおっ！」

　ノトは座席から降りてきた２人のオシリやら足やらに潰つぶされていきなり痛いやら気持ちいいやらだ。ちなみに本日のしましまは緑と白のしましまだった。なるほど火星色。

　ダンゴ状態で気密扉ハツチから外に出ると、３人は周囲の光景に唖あ然ぜんとしてしまった。

　枝と複雑に絡み合う蔓つるに囲まれたそこには、玉虫色の蝶ちようがひらひらと舞っている。森の上空を見れば、青やら黄色やらの色をした鳥たちがぱたぱた飛んでいた。木々の下、薄暗い地上には何やら光があちこちに見える。よく見れば、それはヒカリゴケだった。

　生命に満ちあふれた火星の光景に呆ぼう然ぜんとしているレンビアとナキアミの隣で、ノトは遮熱壺から綿に包んであった音鏡石リンコツトを取り出す。

「こ……こちら超ちよう天てん。ガルニア時計で１月30日、22時15分、無事、火星に着陸した。信じられない……ここは本当に、地球とうり二つだ……！」

　ノトの声に、ユァンが嬉うれしそうに返信をしてくる。

『長旅大儀！　――ぢゃがノト、気をつけろよ？　サベラたちは着陸から10時間ほどで連絡を絶った。そこは似てはおっても未知の星ぢゃ。何が起きるか分からぬのぢゃからな』



　蔓つるを使って地上に降りたノトたちは、久しぶりの重力にやはり体の重たさを感じた。

　時差ボケもあり頭もいまいち働かなかった３人は、まずはヘタに動き回らずその場で一晩休み、体調を整えることにした。

　ノトたちはガルニアの街道で野宿するときと同じように、大樹の陰に寄り添い、見張りを立てて順番に少しずつ寝ることにする。

　まずはノトが見張りに立って……しばらくすると、辺りには深い霧が立ちこめてきた。

（……動かなくて正解だったな。これじゃあいきなり遭難するとこだった）

　木陰に寄りかかって眠い目を擦りながら、ノトは膝ひざを抱えてウトウトするレンビアと木の根っこに横たわるナキアミを見守る。

　観測によると、火星は24時間５分とこれもほぼ地球と同じペースで自転している。日が暮れて森が暗くなっていく感覚なんかは、まさに地球とそっくりだ。

　夜になったので、ノトは焚たき火を始めることにした。近くにあった木ぎれが生乾きだったのでちょっと煙たいが、もし猛獣でもいたらマズイので火は絶やさないようにする。

「キャンプにでも来たみたいだなー……」

　森の静けさを打ち消すように、ノトは独ひとりごちた。

　ゆらゆらと燃える火で、大樹の根元はオレンジ色に照らし出されている。

　ふと見るとレンビアは膝を抱えたままちょっとだらしなくつま先を開いてしまっており、灯あかりの加減次第ではスカートの奥が見えてしまいそうなカンジなのであった。

　レンビア。やっぱりこういうところは、貴族になりきれてないな。

　と、ノトは何気なく観測アングルを変えようとうろうろする。

「…………ノト……？　ここ……？　あ、そうだ、ここはもう火星なんだっけ」

　そこに、絶妙なタイミングでナキアミの寝ぼけた声が聞こえてきた。

　ナキアミは体を起こすと、アクビを手で隠しながらノトの隣に歩いてくる。

「ふぁ。次は、ノトが寝ていいよ。ナキが見張っててあげるから」

「ああ。じゃあ……頼む」

　けっこう眠かったノトはレンビアの脚あしの間の調査はおいておくとして、大きな木の根元によっこらせと腰を据すえ直した。

　そして――ぴた、と固まってしまう。

　霧と闇やみの向こう、森の奥から――

　赤く光る眼が、２つ、こっちを見ていたのだ。

「ナキアミ……動くな……ッ！」

　小声で言うと、ナキアミは「？」と振り返った。

　その動きに、森の奥の眼はがさがさ、と上へ逃げた。

　木を登っていったらしい。

　ノトが視線を上にやると、そこには――！

「……うッ！」

　無数の赤い眼が、霧の向こうからノトたちを見ている！

「きゃっ！」

　ノトの視線を追って上を見たナキアミが、短い悲鳴を上げてその場にへたり込んだ。

　――ノトたちはとっくに、何者か見つかっていたのだ。

　こっちが気付いたことを認めた眼たちは互いにアイコンタクトを取りながら、がさがさと木々の上を渡っている。

「――レンビア起きろっ」

　転がるようにしてレンビアに駆け寄り、悲鳴を上げさせないようそっと口を押さえる。

「？？？」

　起きたレンビアは赤くなって口をモゴモゴさせたが、すぐ事態を把握して身構えた。

　ノトは頭上の霧を見上げながら、背中に差した守り刀に手をかける。

　腰を抜かしたナキアミが、はうはうとノトたちの元に這はってきた。

　そのままノトたちと赤い眼は、しばらく無言で見つめ合う。

「……ど、どうする」

「どうするって……どうしようもないじゃないっ、あんた何の見張りしてたのよっ！」

　レンビアはツインテールで頭上に魔法陣を構えながら、ノトをぎぎんと睨にらんでくる。

　あなたのパンツを見張ってましたとは言えないノトは、とりあえず赤い眼を見回した。

　な、なんなんだコイツらは。

　鳥か。猿か。

　いずれにせよ数が凄すごい。２、30匹は優にいる。

　――もし一斉に襲いかかられたら、マズい。

「ううぅ歌おうノト！　賛美歌とか！　ナキたちは敵じゃありません、って！」

　ナキアミは早くも泣きながらワケの分からないことを言い出す。

　がさ。

　がさがさ。

　ついに赤い眼たちは少しずつ枝や蔦つたを降りてくる。

　ごくり。霧の向こうから、生なま唾つばを飲んだノトに見えてきたのは――

「…………はいっ!?」

　子供、だった。

　白くて丈の短いワンピースを着た、褐色肌の女の子である。

　だが――ただの人間ではない。木の蔦を、手足に加え、赤い髪の毛の間から頭に生えた触手のようなものでつかんでいる。ぱっと見、赤い触手はタコのように、８本ぐらいずつだ。

　これ、ノトなりの解釈をすれば、タコの入った亜人といったところだろうか。

　タコ少女たちは何やら驚いたような表情をして、その赤い瞳ひとみでノトたちを見つめている。

「ウラァ」

　何やら妙な声を出した。

　それを合図にしたように、がさ、がささ、と、木の上からタコ亜人たちが次々に降りてくる。

「ウラ」「ウラァ」「ウララァ」

　少女たちはお互い何やら声を掛け合いながら、ノトたちの周囲を囲むようにする。

「ウーララァ―――！」

　木の上にいた１匹が大声で叫ぶと、タコ子たちは揃そろってウラー！ウララー！と四方に喚わめき始めた。

　なんだ。なんなんだ。

　何もできずにいるノトたちの頭上から――

　声に呼ばれたのか、何やら、銀色のコインみたいなものがふよふよと降りてきた。コインはノトたちのそばで降りてくると……何と、しゅるる、とその大きさを変えた。

　銀の円盤はコインからお盆みたいな大きさに、お盆からクッションみたいに、そしてついにはその直径を１メテ半ぐらいにまで広げていく。

　キィーン……

　ノトたちの斜め上で、金属音を上げたかと思うと、円盤は――

「マユラエル――エケジンシスロエィムレュルリォイラ」

　今度は、言語らしきものをしゃべり出した。

「……あ、えーと。ノト。ノト。ボクら、トモダチっ」

　必死に引きつった笑顔を作りながら、ノトはとりあえず自分を指して名乗ってみた。

　ガルナで言葉の通じない異国人相手には、まずこうやってみたものだが。

「レンシズカュノエーテクルケツハサマラルミ」

「……」

　ダメだ。

　そりゃそうだろう。

　こりゃーナキアミが言うように、歌でも歌った方がまだマシかもしれない。

「円盤ソーサ、ちゃうで。ソイツらは難民やない」

　頭上から聞こえてきた声――訛なまりはあるが、驚いたことに亞大陸の共通語・フェルス＝ルザリカ語だ――に、ノトたちはブッたまげる。

　見上げるとそこには、木に引っかかったノトたちの航宙カプセルに片手を突いた女がいた。木の枝に立つ彼女は、ノトたちを取り囲む少女たちを大人おとなにしたような――タコっぽい触手を赤い髪の間から生やした亜人だった。

　もう疑いようがない。

　彼女らは火星の原住民――火星人だ。

「いよっと」

　触手でうまく枝や幹をつかみ、女はそれこそ猿のような身のこなしで木から円盤ソーサに飛び降りてきた。

　彼女を乗せた円盤ソーサはゆっくりと、地面すれすれまで下りてくる。

　その上で波乗り板サーフインのようにバランスを取り、むん、と大きな胸を張った彼女は――

　頭から後ろ髪のように垂らしたタコのような触手を除けば、地球人にそっくりだった。

　それも、すごい美人だ。だが、その美しさはサベラのように気高いものではなく、アローレンのように甘いものでもない。野性的で、力強く、もっと大胆な感じがする。

　ツンツンバサバサと広がった真っ赤な髪と、よく日焼けしたような褐色の肌。太い眉まゆの下にぎろりと鋭く光る、ルビー色の瞳ひとみ。左の二の腕には、トラみたいなしましまの入れ墨が入っている。

　服は……一応、着ている。だがそれはまるで際どい水着のようなもので、胸と腰を申し訳程度に覆おおっているだけだ。ガルニアで大昔の魔女が着ていたような、ツヤのある赤黒い革でできた、挑発的で露出度の高いコスチュームである。

「なんや地球人テラツツアども。挨あい拶さつも無しか」

　宇宙人とは思えないことを言いながら、女はどかっと円盤ソーサの上にあぐらをかいた。

　そして、円盤ソーサに乗ったままふよふよと――まず、ナキアミのそばに近づいてくる。

　目を付けられたナキアミは、はうはう泣きながらノトの背後に逃げ込んできた。

「な、ナキはおいしくないよっ！　レンビアの方が絶対おいしい！」

　恐怖のあまりちょっと本性を出したようなことを口走るナキアミは――女にいきなり、ぐいっ、とシッポを捕まれた。

「みぎゃっ！」

　驚いたことに、女はそのまま片手で軽々とナキアミを持ち上げてしまう。

「お、おい！」

「なんや。ウチと同じキメラのくせに、これ、触手とちゃうやんか」

　女は慌あわてるノトには一いち瞥べつもくれず、まるでつり上げた魚を抱えるようにしてナキアミのシッポをジロジロ見る。

　さらに、しゅる。

　今度はレンビアのツインテールを触手で片方つかみ、これも簡単に持ち上げてしまう。

「い、いたたたたたた！」

「これも触手やないのか。ん？　単次元コード……でもないか。まあええわ」

「ぎゃー！」

　なぜか抱かれてぺろんとスカートをまくられたレンビアも、悲鳴を上げる。

　怪力女はそんな２人をどさどさと円盤ソーサの上に下ろすと、よっこらせと立ち上がる。

　しゅる、と円盤ソーサは乗っている人数に合わせてまた一回り広がった。

「お、お前――いきなり何すんだッ！」

　なんだか分からないが、とにかく２人を取り返さねば。

　ノトは円盤ソーサに飛びつき、登ろうとして――

　がくん、と引っ張り上げられた。女に、ではない。円盤ソーサにだ。

　――円盤ソーサが、急上昇している！

　ばきばきと木の枝を触手で殴り折りながら、女は円盤ソーサで上へ上へと向かう。

「う、うぉっ!?」

　ノトは必死に円盤ソーサの縁にしがみつく。この高さ、もう、落っこちたら一大事な高度だ。

　あっという間に森の上空、夜空の中に出ると――女はノトの服をヒールつきの赤い靴で引っかけて円盤ソーサに引きずり上げた。

　その動きで、びりりっ、と引っかけられた制服はけっこう派手に破けてしまう。

「まずはお前らの性格と職能……あと好き嫌いあたり、ちょーっと見してもらうで」

　そう言うと、女は３人の頭にしゅるると触手を伸ばしてきた。

　なんでか分からないが、触手の先端は汗ばんだように妙な粘液で濡ぬれている。

「や、やめ…ろっ……！」

　ノトは円盤ソーサの縁ギリギリまで後ずさるが、ぴた、とそれで額ひたいにタッチされた。肩を寄せ合うようにして怯おびえるレンビアとナキアミも同様である。



    

  
    
      



    

  
    
      「へー。ほー。ふーん……男以外は、けっこうオモロイな」

　女はうなずきながら鼻や目の間も触り……やっと、触手を引っ込めてくれた。

　別に痛くなかったからいいのだが、ノトは顔面を手で拭ぬぐい、左右のレンビアとナキアミの無事を確かめる。

「だ、大丈夫かレンビア、ナキアミ……！」

「な、なによこれっ……、気持ち悪ぅ……」

「うぁ……やだぁ……なんかぬるぬるしてるよぉ……」

　２人は本当にイヤそうに、顔を指でぬぐっている。

　ねっとりした粘液はレンビアのまぶたやナキアミの鼻と唇に粘ついており、２人とも美少女顔が台無しだ。ちなみになぜかは分からないが、この光景はしっかり記憶しておいた方が将来いいことがあるような気がする。

「ルーガ――ウチの名前や。よろしくな、ノト、レンビア、ナキアミ」

　女はそのちょっとハスキーな声で、名乗ってもいない３人の名前を呼んできた。

　どうやらこいつ、ノトたちの頭の中を今のネバネバ接触で覗のぞき見したらしい。

　一体何を読み取られたのか。性格と職能、好き嫌いを見る、とは言っていたが……とにかく、不気味である。

　魔法使いのような火星の女、ルーガは……とりあえず敵意はなさそうだが、ここはもうこの高さだ。逃げられない。囚とらわれの身になってしまったも同然である。

「よっしゃ、お仲間んとこに連れてったるで。感動の再会といこうや」

　白い歯を見せて笑ったルーガに、ノトは目を見開いた。

　お仲間――サベラとラキザミのことか!?

　ノトはそれを問いただそうとしたが……レンビアとナキアミ共々、眼前に広がった異様な光景に言葉を失ってしまうのであった。

　そこには地平から地平へ、白く、細く――火星の輪がかかっていたのである。



　円盤ソーサは初めゆっくりと、次第に恐ろしいほどのスピードになって夜空を飛んだ。

　眼下に広がる樹海の光景が、矢のような速度で流れていく。

　それなのに、ノトたちは吹き飛ばされない。

　どうなってるんだ、この円盤ソーサは。

　こんな乗り物、見たことも聞いたことも、空想したことさえない。

「こ、この乗り物……なんで、風を受けないのよ……？」

「円盤ソーサは空気の半球でウチらと外界を遮断しとる」

　レンビアが言うと、ルーガは振り返りすらせず答えてくれる。

「て、ていうか何で飛んでんだよ……翼も、噴射口もないのに！」

「は。原子の事もよう分かっとらんお前らに反重力微子の話ぃしてもムダや。ていうか、ウチも詳しい事は忘れてもうたわ」

　と言うルーガに、ノトは質問を繰り返すことができなかった。

　――円盤ソーサの向かう先に見えてきたものに、またも目を奪われてしまったからである。

「……うッ……」

　それは、樹海から突き出た――

『顔』、だった。

　巨大な人間の顔面の形をした岩が、宇宙を見るようにして寝そべっているのだ。

　でかい。でかいなんてもんじゃない。山のようなサイズだ。髪や髭ひげが生えたように植物で所々が覆おおわれているが、確かに、顔の形をしている。冗談みたいな光景である。

「あんな原始的な乗り物で来たんや、疲れたやろ。まあまずはゆっくり休めや」

　ルーガがそう言うと、円盤ソーサは人面岩の上――額ひたいの辺りに高度を合わせていった。

　見ればそこには、不自然なまでに普っ通ぅーに、小ぶりな城のような館やかたが建っていた。

　どう見ても、地球人の家である。

　ていうかガルニア西部の様式の、貴族の館っぽい。

　もうちょっとやそっとの事では驚くまいと思ったが、ノトはまたも目を丸くした。

「あ、あれ……」

　円盤ソーサがそっと着陸した門の前に飾られていたのは、

　――竜翼の紋章。

　ノトがサベラにもらった短剣に刻まれていたのと同じ、ファーマイン家の紋章だったのである。



　耳をぺたんとさせて腕にしがみついてくるナキアミを引きずり、レンビアに睨にらまれながら入った館の中は……やっぱりというか、いかにもな、ガルニアの貴族の館だった。

　廊下の壁際には鎧よろいや長柄の槍やり、そして騎士の肖像画なんかが飾られてある。

　もう外は暗かったが、館内は小さくなった円盤ソーサが白く光ってくれているおかげで明るい。

「こ、これ、サベラん家ち……なのか……？」

「ど……どういうことよ……」

「サベラって……実は火星人だったの……？」

　ナキアミの言葉に、廊下をのしのし進むルーガがツッコんでくる。

「なんでやねん！　ここはあいつの家の別荘を真ま似ねて、ウチが円盤ソーサに造らせたんや」

　そう言って、どか、と重そうな扉を軽々蹴けり開けると、ルーガは奥に入っていく。

　造った？　サベラが着いてからの僅わずかな時間でか？

　ノトたちはそう思いつつ顔を見合わせてから、彼女についていった。

　奥の通路にはいくつか扉があり、それぞれに獅し子しやら斧おのやらを描いた小さな木の楯が掛かっている。

　その一つ、女物のサーベルの描かれた扉を……ルーガはまた足で、ぎいと開ける。

　どうやら寝室らしいその室内は、質実剛健という感じで華美な装飾はない。だが、家具はシンプルでありながらセンスが良く、どう見ても高位貴族向けの高級品ばかりだ。

　その、奥にあった薄手の天てん蓋がいつきのベッドの中で――

　寝ていた彼女が、むく、とその身体からだを起こした。

「……ノ……ノト!?」

　その声は、確かにサベラだった。

「サベラ！」

　ベッドから下り、カーテンのように天蓋を開けて出てきた夜着姿のサベラに、ノトたちは駆け寄る。

「ははっ……！　よかった！　やっぱり生きてたんだな！」

「んもうサベラ……あたしたち、ほんとに心配したんだからね？」

「サベラーっ！」

　再会に感極まって胸に飛び込んできたナキアミを抱き返しながら、サベラは紅あかい瞳ひとみを見開いてノトとレンビアを交互に見てきた。心もち、彼女は少し痩やせたように見える。

「わ……私は……まだ夢を見てるのか……？」

　と言うサベラのネグリジェが妙に色っぽいので、健全な青少年ことノトは再会の喜びよりも先にその夜着にチェックを入れてしまう。丈は短く、色は薄ピンクで、しかも布地はすごく薄い。肌がちょっと透すけて見えているくらいだ。ナキアミどけ。どくんだ！

「夢じゃないわよ。あんたとラキザミが連絡を絶ったから、新宙軍が救出船を出したの」

「そ、そうだったのか……なんということだ……」

「……そうだサベラ、ラキザミは？　あいつもここにいるのか？」

　ハッと孫娘のことを思い出し、ノトはスケベモードからマジメモードに戻る。

「いや。それが……私たちは、はぐれてしまって……」

　言いにくそうに答えたサベラに、ルーガが説明を補足する。

「早とちりすっからや。いくら最初は言葉が通じんかったからって、なんで逃げるか。ウチらはお前らを歓迎しよう思っとったのに。……まァ、ラキザミってのはいま円盤ソーサをなんぼか放はなって探させとるから。そのうち見つかるやろ」

「そ、そうかぁ……」

　ノトは後ろ頭をがりがり掻かいて、ラキザミのことを考える。

　ラキザミはあのタコ少女たちを見て、逃げてしまったのか。まあ、あんな風に大挙して押し寄せてきたらムリもないかもしれない。ルーガがノトたちを強引に捕まえたのも、ラキザミのように逃げられると探すのが厄介だったからかもしれない。

「……ま、火星には人間に危害を加える動物はおらん。植物も粗あら方かた食える。大丈夫やろ」

　と断言するルーガに、ノトは心の中でこっそりうなずいた。

　うちの孫娘は小柄だが、ネロに置き去りにされても生還したほどのタフな子だ。むかし魔竜デイノンを退しりぞけた不思議な刀も持ってるし、あののどかな森でくたばることはないだろう。

　それになんにせよ、ラキザミにはここがもう分かっているハズだ。ノト・レンビア・ナキアミと祖父母が３人もいるのだから、『家族の共感フアミラ・シンパシア』ですぐ勘付くに違いない。

「それにしても済まないノト、レンビア、ナキアミ……わざわざ火星まで来させてしまって……謝って済むことではないが、私にはどうしようも無かったのだ。熱したわけでもないのに、音鏡石リンコツトが、突然使えなくなってしまったから……」

　サベラがもじもじと済まなさそうに言うのを聞いて、ノトは宙軍制服のポケットから自分の音鏡石リンコツトを取り出した。振り向いたレンビアとナキアミも、音鏡石リンコツトをのぞき込む。

　音鏡石リンコツトは――何やらざらざらと、砂すな嵐あらしのような妙な雑音を立てていた。

「……ユァン」

　名前を呼んでみるが、応答はない。

　ていうか、呼ぶ前に分かってしまった。ダメになっている。

　――原因は分からないが、火星では音鏡石リンコツトは使えないのだ。



　歓迎パーティーをしたるで、というルーガに先導されて入った食堂で――

　ノトたちはまた、揃そろって目を丸くする。

　ファーマイン家の大きな旗が壁に張られた部屋には、『歓迎　地球人さま御一行』とフェルス＝ルザリカ語で書かれた垂れ幕が下がっている。

　食堂にはタコ亜人の少女たちが何人かいて、食器を運んでいた。「ウラァ」、などとルーガに挨あい拶さつをしてるところを見るに、どうやら彼女の言うことを聞いてるらしい。

　部屋の中にはさらに小皿ぐらいの大きさをした円盤ソーサがふよふよと飛んでいた。

「メシにはちょっと遅いけど、まあええやろ。夜食や」

　どかっ、と適当な席につくと、ルーガはむきだしのその長い足を大胆に組んだ。テーブルを挟んでサベラがルーガの対面に座ったので、ノトたちも彼女の左右に着席する。

「ウラ」

　かちゃかちゃ、と、タコ少女たちはノトたちの前にお皿や丼どんぶりやらの食器を置いてくれる。するとそこに円盤ソーサがおおいかぶさって……じゃば、ぽん、ぽん、と次々に食べ物を入れていった。

「えっ……」

「ウソでしょ……っ？」

「わぁ……」

　その手品みたいな光景に、ノトたちはまた仰天する。

　ノトの丼にはユァンに昔おごってもらったハヤン料理、『拉麺ラーメン』が盛られていたのだ。

　隣では、ナキアミが何やらモチを串くし刺ざしにしたような食べ物を手にしている。

「なんだそれ」

「きたりんぽ……こ、これ、ラタラ族の郷土料理だよ」

　ナキアミは耳を広げて驚きながら、本物かどうか確かめるようにふんふんニオイを嗅かいだ。その横で、円盤ソーサが小皿にころころんと氷砂糖を幾つか落とす。

「ちょ、ちょっとノト。あんたこれいつの間に作ったのよ？」

「ななな何が」

　耳をぐいーっと引っ張られて振り向くと、レンビアのお皿にはなんとノト屋のハーブ酒入りケーキが載っている。

「こ、これ……どういうことだよ……作った覚えねーぞ……」

「円盤ソーサに、お前らの好物を作らせたんや。ま、森とか海から集めてきた有機物で合成したパチモンやけどな。食感や味は同じハズやで。ほれ、冷めんうちに食えや」

　自分も何やらソースと青のりをまぶした小さなボールみたいな食べ物をふーふー吹いて食べつつ、ルーガが説明してくる。

「なんで円盤ソーサが俺おれたちの好物を知ってんだよ……」

「さっきウチがお前らの表層意識を見せてもらったやろ。あれを教えたんや」

「マジかよ……お、お前、勝手に人の頭の中を何でも覗のぞきやがって……！」

「あんなちょっとだけの接触じゃ、そんなに深くまでは見えとらん。安心しい」

　と言うルーガを一睨にらみしてから、ノトは湯気を立てている拉麺ラーメンをのぞき込む。

　ていうかこれ、どう見ても円盤ソーサの体積より大きいような気がするのだが、どうやって出したんだろうか。まあ、空を飛び、サイズを自由に変え、しかも光ったりもする円盤ソーサのことだから……考えるだけ、どうせムダな気もするが。

「……ていうかね。不自然よ！」

　がたん、と席を立ちながら、レンビアが切り出した。

　流されかけていたノトとナキアミが、吊つり目気味の目を一層吊り上げた彼女に向き直る。

「何がや」

「何がって、あんたの存在自体が不自然！　ぬぁーんで、火星に人間がいるのよっ!?」

「おったらアカンのか」

「え、ううん、悪いとかじゃないけど……あんた何なに人じんよ!?　ちゃんと説明しなさいよ！　他ほかにあんたみたいな大人おとなはいないの!?」

「火星におるんやから、火星人や。大人はウチだけやなぁ。そんなにヘンか？」

「で、でも、だってフェルス＝ルザリカ語まで喋しやべってるっ」

「言葉はソイツから学んだんや。まあ、ちょっとウチの母語のアクセントが入っとるけど堪かん忍にんな」

　と、ルーガはぱくぱく食事をしながら触手でサベラを指す。

「レンビア。私も最初は驚いたが、大丈夫。ルーガは協力者だ。家も造ってくれたし、食べ物も……私は毎日食べているが、美う味まいのだぞ」

　というサベラは、干しキノコと海草のスープを上品にスプーンですくって飲み始めた。

　あれ、どっかで見たぞと思ったら、それは昔ナキアミが宙軍の食堂で作っていたスープだった。そういえばサベラはあれがお気に入りだったな。

　ふと気づくと、私服に着替えたサベラは丸腰だった。彼女はいつも短剣やサーベルを持っていたものだが、よっぽど気を許しているのだろうか。

　ていうか、サベラの私服はもともと男装のようなものだったハズなのだが……今は肩口のふんわりした女っぽいドレスを着て、裾すそに細かい刺し繍しゆうの入ったロングスカートをはいていた。たぶんこれも円盤ソーサに作らせたのだろうが、まあ確かにこれに剣は似合わないだろう。

　火星でのサベラは、なんというか全体的に――女っぽさがアップしていた。

　地球ではいかにも武官、というカンジだったのだが、ここへ来て急に淑女っぽくイメチェンしている。なんでだろう。

　いや、元がキレイな人だからノト的には大歓迎なのだが。

「……ま、まあ、サベラが言うんなら……」

　釈然としない表情で席に戻ったレンビアは、思い切ったような顔でケーキをぱくっと食べた。そして、「やっぱりノトのやつと同じ味ねぇ」とか言いながらもぐもぐやる。

「ねえノト。さっき、音鏡石リンコツトが通じなくなっちゃってたでしょ？」

　氷砂糖をぺろぺろしていたナキアミが、ちょっと困った顔になる。

「……これでユァンたちがまた捜索隊を出したりしたら、どうしよう？」

「そんなのもう出せないわよ。まあ、心配はしてると思うけど。ガルニアはもうこれ以上ロケットを出さないだろうし、ハヤンも使い果たしたでしょ。人間計算機カリキユラトリエも品切れだし」

　ノトのかわりに答えながら、レンビアは円盤ソーサが出した紅茶を飲む。

「……まぁー……ムリだろうな。それはそれでこっちも気が楽だけどさ」

　もう開き直ってこちらも拉麺ラーメンを食べつつ、ノトはサベラに振り向いた。

「ラキザミは探さなきゃだけど……まあ何にせよ、ちょっと安心したよ。２人とも死んだんじゃなくて、音鏡石リンコツトが使えなくなってただけだったんだな」

「ノト、済まなかった……私たちには事態を連絡する手段が無かったのだ。許してくれ」

「いや……俺おれたちもいま同じ状況だし、人のことは言えないって。ちなみにサベラ、火星からの大気圏離脱用ロケットはちゃんと準備できてるのか？」

「――順調だ」

　ちら、とサベラの紅あかい瞳ひとみがノトを見る。

「火星と地球の最接近時に帰れるよう、海洋で準備を進めている。燃料は海水から精製していて――そうだな、現段階では３割１分といったところだ。予定通りだよ」

「そっか。あのさ、詳しくは手順書を持ってきたんだけどさ。悪いんだけどその貨物室に俺たちの座席を作らせてくれないかな。俺たちの火星行きはとにかく間に合わせでさ、火星から宇宙に出るロケットを用意できなかったんだよ。だから火星から持ち帰る積荷は、俺たちの重さに装備・水・食料や清素シルフエンを合わせて――６５５リッブラ、減らしてほしい」

「分かった。火星の調査は円盤ソーサに手伝わせて進めているが――到とう天てんの積荷の内、優先順位の低いものを下ろしておこう」

　そんなノトたちの会話を、ルーガはふんふんと興味深そうに聞いている。そしてノトたちと目が合うと、

「――まあ、仕事の話は明日でもええやろ。今日は食って寝て、元気を充じゆう填てんしたらええ」

　と白い歯を見せて笑いながら、触手を器用に使ってみんなに食後酒まで出してくれるのであった。



　館やかたの部屋をそれぞれ借りて一泊した翌朝、朝日に目を覚ますと――ノトのベッドの脇わきには何やらまっさらの布みたいなものが入った籠かごが置いてあった。

「？」

　広げてみると、男物の服だ。昨日ルーガに出くわした時のいざこざで制服が破けてしまっていたノトは、それをありがたく着てみる。

　これがまたピッタリのサイズだ。琥こ珀はく色いろのシャツはよく見ると木の葉の紋が生地に控えめに織り込んである洒落しやれたもので、ガルナで流行っている今風のデザインだった。

　上に羽は織おった秋物のコートには、黒灰色の無地に赤銅色のボタンがあしらわれている。ズボンも黒で合わせてあり、妙にカッコいい。

　なんか旅人か吟遊詩人みたいな出で立ちになったノトは、気分よく部屋を出る。

　そこには銀の円盤ソーサが待ちかまえていて、する、とノトの足下に低く構えた。

「乗れ、ってことか？」

「ウラ」

　そうです、と言うカンジにすり寄ってきた円盤ソーサに足を乗せると、意外なほど簡単にバランスが取れた。どうやら、円盤ソーサが重心を自動的に調整してくれているらしい。

　ふよよ、と円盤ソーサはノトを乗せて館内を上階へ移動していった。

「うおっ……」

　テラスに出たノトは、見えてきた景色に言葉を失う。

　人面岩の上にあるこのお屋敷からは、爽さわやかな快晴の空の下、遠い山脈がよく見える。赤土の地質なのだろうか、山々は少し赤みがかって見えていた。

　静止した円盤ソーサから降りたノトは、テラスにあった青銅のテーブルにつく。

　遠目に見た密林にはよく見ると直線的に開けた大河――おそらく人工の運河だろう――が通っており、そこから海へと大だい瀑ばく布ふが注いでいる。

　深い紺色をした海は思ったより近いところにあり、表面には所々に靄もやがかかっていた。

「おうノト。どや、こっから見る火星は」

　ふわあ、と大きなアクビを手で隠しすらせず、階下から円盤ソーサに乗ってやってきたルーガが声をかけてきた。

「……ソックリだ、地球に。なにもかも。なんでこんなに似てるんだ……」

「なんでって、そら似せて造ったからなぁ」

「造った？」

「そや。テラフォーミング……っつっても分からんか。まあ、星を改造したんやで」

「なんだそれ、冗談きついぜ。改造ってお前、家を建て増しするんじゃねーんだから」

　ノトがルーガの話を一笑に付したその時、背後から、

「ノト……かっこいいよ……ナキ、なんだかクラッてしちゃう……」

　ナキアミの声が聞こえてきた。

「へ、へぇー、似合うじゃない。そんなの持ってきてたんだ？」

　翠みどりの襟の宙軍制服で現れたナキアミとレンビアに振り返ると、２人はどうやらノトのカッコを気に入ってくれたようであった。どうやらこれはけっこうなモテ服だったらしい。

「昨日、お前の服ぅ破いてもうたからな。代わりにそれを作っといたんや。お前自身の頭の中には服のセンスってもんが無かったから、あの２人の意識を元に気に入られそうなのを円盤ソーサに作らせた。どや。ええセンスしとるやろ」

「あ、ああ……お前の着てるもんはセンスないけどな」

　とノトがルーガのボンデージ姿にツッコんでおくと、ルーガは「そうか？」という顔できょろきょろ自分の体を見回した。

「ヘンやなぁ。これ、サベラが15、６の時に気に入って着とった服のハズなんやけど」

「よ、余計なことを話さないでくれ」

　赤くなってテラスに上がってきたのは、例の女っぽい私服姿をしたサベラだった。

　なんと今日はとうとう銀髪を一本のおさげにまとめて垂らしている。かわいい。

　……それにしても、サベラがかつてあんなスゴいカッコをしていたとは意外だ。

　もののついでに、ノトは脳内でサベラにあの服を着せ替えさせてみる。……うん。すごい。ものすごい。そのスジの人なら見ただけで泣いて喜ぶ、女王様キャラだ。

「なんだノト」

　なんか身体からだを隠すようによじったサベラから、ノトは「あ、いや」と視線を逸そらす。

　……そういえば。

　サベラが15、６の頃ころといえば、確か、大好きだったお兄さんが亡くなってグレていた時期だったハズだ。狂ったように着飾って悲しみを紛まぎらわしていた、とは言っていたが、ああいう方向性だったのか。……イイ。またたまにグレてくれないもんだろうか。

　そんなノトの嗜し虐ぎやく嗜し好こうの開花をよそに、サベラは爽さわやかな朝のテラスで話し始めた。

「では……今朝は、これからの行動について決めておこう。火星からの出発は地球の暦こよみで２月14日。あと13日あるわけだが――それまで、私は到とう天てんの監視と整備を担当する」

「――１人でできるのか？」

「到天は整備に人手がいらないようにできているからな。お前たちは、見に来なくていい」

　心配そうに尋たずねたノトに、サベラはちょっと強く答えた。

　それ以上、到天の話はする必要がなさそうな空気が流れる。

「じゃあ……俺おれたちは３人で、手分けしてラキザミを探すかぁ」

　ノトがそう言うと、レンビアがルーガの方を向く。

「あんたも手伝って」

「あかん」

「あかん、って、なんでよ。火星で遭難したんだから、火星人も手伝いなさい！」

　ツインテールを立てて偉そうに言うレンビアに、ルーガはちょっとムッとしたような顔で口を尖とがらせる。

「ウチにはウチの仕事があるんや」

「しごと……？」

　とナキアミがシッポを？ハテナ形にすると、ルーガはイスの上にあぐらをかきなおす。

　平然と大おお股またを広げるもんだから、ノトは目のやり場に困ってしまう。

　こいつ、絶対男にモテないだろうな。

「たとえば――火星の輪。あれな、ちょっとずつ破片が落っこちてきとるんや。大きな破片が落ちるとそれなりにヤバいからな。それを監視して砕くのも、ウチの仕事の１つや」

「砕くって」

　ノトは目を丸くする。地球からの観測では、火星の輪は岩石の粒が集まってリング状になったものと判明している。だが粒といってもその大きさは様々で、大きいものでは先日の小ネロぐらいのものまであるとされていた。

「いっちょ見せたるわ。ちょうど軌道の低い、危なっかしいのがなんぼかあるからな」

　に、と白い歯を見せて席を立ったルーガは、んー、と空を眺める。

　ノトたちにはただの青空しか見えないが、何か見えるのだろうか。

「……あれやな。ま、出力は……０・０２パーセントぐらいでええやろ」

　と独ひとり言すると、ルーガはひょいっと円盤ソーサに飛び乗ってテラスから上空に出た。

　ノトたちが、何が何やら分からないでいると……

　ルーガの二の腕にあったしましまの入れ墨が１本ぼんやりと光り――次の瞬間、突然、辺りが真っ赤な光に包まれた。

「――！」「きゃっ！」「みゅっ！」

　レンビアとナキアミの悲鳴が、赤い光の中で聞こえる。

　光は――すぐに集束していって、一本の赤い線を空に描いた。

　とっさに覆おおった眼からノトが手をどけていくと、その光線はルーガの眼から放はなたれている。光は遥はるか彼方かなたの空までまっすぐ続いていて……

　空の中で、何かが光ったのが見えた。

　さっきの話からするに、どうやら高度が下がった輪の破片を破壊したらしい。

　つつ、つ、と瞬きをするように光線を止めたルーガが、よっ、と円盤ソーサの縁に触手でぶら下がりつつテラスに戻ってくる。

「ま、これであと10年は大丈夫やろうけどな。他ほかにもウチの仕事は色々あるんやで？」

　にか、と笑いかけるルーガに、ノトはタラ汗をかく。

「お、お前……なんでそんな仕事してんだよ……」

「あー……なーんでやったかなぁー。忘れてもうた」

「忘れた、って……」

「ま、とにかくウチは火星の環境を守る、神聖な仕事をしとる。成人してからずっとな」

　むん、とでかい胸を張ったルーガに――レンビアとナキアミは引きつった笑みを返した。

「え、えーっと……じゃ、じゃあ、ラキザミ探しはあたしたち３人でやろっか。あはは」

「そーだねー……３人もいれば十分だよねー……あはあはは」

　どうやらルーガは、ただの火星の住人ではなさそうだ。番人、のような存在らしい。

　いろいろ謎なぞの残る女だが、ノトには１つだけ分かった……

　コイツは、あまり怒らせない方がよさそうだ。



　――サベラには、分かっていた――

　夜中、ラキザミを結局見つけられなかったノトたちが寝付いてから……

　薄いピンクの夜着に着替え、化粧もしたサベラは、ホールでそっと鍵けん盤ばん楽器を弾いた。

　兄が好きだった夜想曲を弾き終えると、サベラはできるだけ彼女の方を見ないようにしながら、それでも、彼女の元へ行くために立ち上がった。

「今夜もキレイやな、お前は」

　ルーガの声に、サベラはつい振り向いてしまう。

　彼女はだらしなく脚あしを広げ、イスに前後逆に座っている。ルーガはそれまでイスの背に腕を乗せて、うっとりとサベラの曲を聴いていたが――立ち上がると、品定めするようにサベラを見ながら背後に回ってきた。

「はは。ええわ。お前、もっともっと愛されるで」

　言われて、サベラは……悔しかった。

　だって、分かっていたから。分かっているのに、身も心も逆らえないから。

「火星の夜は地球のより、ちょっとだけ長い。今夜もゆっくり、一緒に明かせるで」

　背後から耳元に甘くささやいてくるその声を聞きながら――サベラは、きゅっ、と伸ばした腕の拳こぶしを握った。

「弄もてあそばれているのは分かっているのだ。分かっているんだぞ」

「分かっていても、やめられへん。それが人間やろ？」

　コイツ。嗤わらっている。嗤っているのか。私のことを。

　おぞましい触手に頬ほおや肩をくすぐられて――

　サベラは、耐えて、耐えて――耐えて。

　それから、うなずいた。



　捜索を始めてから、12日が過ぎた。ノトたちは手分けして円盤ソーサに乗ってラキザミを探しているのだが、まだ、見つからない。

　しかも最近はサベラが体調不良を訴え、昼間っから館やかたにこもるようになってきた。お見舞いに行くと、部屋の窓際に腰掛けて頬ほお杖づえをつき、ぼんやり遠くを眺めている。

　仕方がないので今日はサベラのかわりにナキアミに到とう天てんの様子を見てきてもらうことにして、ラキザミの捜索はノトとレンビアで行うことにしている。

　火星の公転周期はおよそ２年なので、全すべての季節が地球の２倍ずつ続く。今は夏の終わりから初秋にかかる季節らしく、森は標高の高い部分からゆっくりと秋めいてきていた。

　円盤ソーサに乗ったノトが今日捜索を担当する地域の端……レンビアが担当する地域との境界線辺りを空から見下ろしていると――

「？」

　森の中、小さな山のようになった場所の麓ふもとに、何かキラッと光るものが見えた。

　降りてみよう。そう思うと円盤ソーサは忠実にノトの意思を実行する。

「……ここは……」

　降り立ったそこにあったのは、円盤ソーサ……それも無数の、壊れた円盤ソーサたちだった。

　大小様々なサイズの状態で機能を停止した円盤ソーサたちは、料理に使って捨てられて積み上げられた貝殻みたいに、折り重なるように転がっている。

　蔦つたやコケに覆おおわれてるのを見るに、円盤ソーサは、土に還かえらないらしい。

　巨木の根っこに絡まっている円盤ソーサなんかは、木の大きさから類推して――何百年、もしかしたら何千年も前に壊れたやつなのかもしれなかった。

「ノトー」

　上空からかけられた声の方を仰ぎ見ると、レンビアを乗せた円盤ソーサが降下してくる。

　ひら、とスカートを翻ひるがえして円盤ソーサ墓場に降りてきたレンビアの姿は、鏡のような円盤ソーサたちに映って何人にも見えた。

「いねーな……ラキザミ」

「……いないわね」

　ちょっと事務的に言葉を交わしたとき、さっ、と、少し湿った風が吹いた。

　風になびくツインテールをちょっと指で押さえ、レンビアが空模様を見たとき……

　ぽた、ぽた、ぼたぼたっと温かい雨が降り始める。

　う、と空を見上げたノトの背後を、レンビアが指した。

「そこで雨宿りしよっ」

　振り返るとそこには、朽ち果て、傾き、ほとんど植物に覆われた廃はい墟きよがあった。

　ハチの巣のような外見のその廃墟は、空からは小山のように見えていたものだ。



　温かい通り雨はけっこう勢いがあり、廃墟の穴に駆け込んだ頃ころには、２人はかなり雨に濡ぬれていた。

　レンビアの白いブラウスはぺったりと肌にくっつき、しましま模様の下着が透すけて見えてしまっている。

「あーもう。濡れちゃったね」

　と言う彼女がスカートを絞ると、ぽたた、と水が滴したたり落ちる。

　廃墟の中は植物が縦横無尽に生えていて、足下は草で絨じゆう毯たんかマットのように柔らかくなっていた。斜めになった天井にも、ツタがふさふさと茂っている。

　ノトたちを追いかけてきた円盤ソーサが、蛍のように自ら光って明かりを補った。

「……ノト、ちょっと後ろ向いてて。あたし、ナキアミほど……勇気ないから。心の準備、っていうのかな。その時間が……ちょっと、欲しいの」

「？」

　ノトがなんだそれと聞く間も無く、レンビアはこっちに背を向け――ぐい、とブラウスを脱いでしまった。

「！」

　傷一つ無い陶磁器のような背中が露あらわになったのを見て、ノトは慌あわててレンビアに背を向ける。

　しゅる、とスカートを脱ぐ音も聞こえてきた。

「な、なんで脱ぐんだよ、こんな所でっ」

「……こんなの着てたら、カゼひいちゃうでしょ？　あんたも服、乾かしなさいよ」

　命令口調のレンビアに従って、ノトはいそいそとコートを脱ぐ。

「お、おい。これ」

　ノトがコートを掲げると、円盤ソーサが降りてくる。光るだけじゃなくて温かくなってるその表面に、ノトは湿ったコートと、それからシャツを脱いで乗せた。

　円盤ソーサは、すす、と、恥ずかしさに座り込んだノトの頭上に陣取った。なんだかポカポカすると思ったら、今度は暖房になってくれているようだ。

　その、ノトの裸の背中に――ぴと。

　寄り添って座ってきたレンビアの背中の肌が、くっついてきた。

「……！」

「…………」

　硬直するノトに肌をくっつけたまま、レンビアはおとなしくしている。

　２人はそのまま黙って、静かに雨宿りを続けた。

　何分か経たってドキドキが落ち着いてくると……ノトの心は、今度は幸せなぬくもりで満たされていった。とくん、とくん、と、レンビアの鼓動が背中を通じて伝わってくる。

　廃はい墟きよの外では、雨音が少しずつ弱まっていた。

　……でも、願わくばもう少し降っていてほしい。

　ノトは祈るように目を閉じて、幸せをかみしめる。

「――この廃墟、『新大陸見聞録』にあった旧文明遺跡のスケッチとそっくりよ」

　背中合わせのまま、レンビアが唐突に言った。

　夢から覚めたような心地で、ノトは「え、あ、そうなのか」と答える。

「……てことは、旧人類の建物なのかな。これも」

「うん。この辺には、他ほかにもいくつか遺跡があったわ。聖伝サンクトには、旧人類は戦争と環境破壊で滅ほろびたってあったけど……本当はその時、きっと火星に移り住んだのよ」

「そ、そうか……そうかもな」

「でも、地球に残された人々もいた。その末まつ裔えいがきっとあたしたちなの。ロケットの乗船券が買えなかった、庶民の子孫たちってとこかな？」

「じゃあ……この円盤ソーサは旧人類が遺のこした道具で、外はその廃棄場みたいな場所なのかもな。で、ルーガたちは……旧人類の、生き残り？」

「どうかなぁ……あたしの見立てでは、ルーガはちょっと正当な末裔じゃない感じがする。円盤ソーサと同じ、旧人類にお仕えする存在だったんじゃないかな。本人も、もう自分が何でここにいるのか忘れちゃってるみたいだけど……ねえノト、ところでね……」

　背後から、かちゃかちゃ、とレンビアが例のツノみたいな髪飾りを外す音がした。

「あたし、何度も『尋たずね人』の魔法陣でラキザミを探したんだけどね。不思議なんだ」

「……何が」

「ラキザミは、近くにいるの。何度調べても、あの顔の形をした岩山の近くにいることになってる。『尋ね人』は精度があんまり高くないから、まあ、絶対じゃないんだけど」

「近くに……？」

「何か事情があって、隠れてるのかもしれないわ。だとしたら探すより――なんで隠れるのか、その原因を取り除くために動いた方がいいかもね」

　というレンビアの説を、ノトは否定できずにいた。たしかにラキザミは『家族の共感フアミラ・シンパシア』でこっちの居場所が分かっているハズなのに、なぜか姿を現さない。

　……まあどの道、地球に帰る気があるなら近いうちに出てくるハズだが。

　さわ。

　ツインテールを解いたレンビアの濡ぬれ髪が垂れて、ノトの背中を撫なでた。

「ちょっと髪解ほどいたよ。ごめん」

「いいよ。なんでごめんなんだよ」

「……やっぱり忘れてるんだ」

「？」

　なんだそれ？と思ってノトはつい、本当につい、レンビアの方を振り返ってしまう。

　その動きに、レンビアも少し驚いて身構えるように振り返ってくる。

　こち、とお互いの頭がちょっと触れて――

　レンビアはちょっとだけ痛そうに、その翠みどりの目をしかめた。

「あ、ご、ごめん」

　レンビアのことになると、ちょっとのことでも放ほうっておけないノトは……今度もまた、つい、本当につい、回り込むように膝ひざ立ちしてレンビアの方を向いてしまった。

「……！」

　髪を解き、両りよう膝ひざを抱えて座っていた下着姿のレンビアは――

　半分だけ顔を振り返らせて、その翠の眼で恥ずかしそうにこっちを見ていた。

　髪型を変えただけなのに、なんだか急に色っぽく、大人おとなっぽくなったカンジがする。

　何をどう解釈したのか、円盤ソーサがレンビアに少しだけ強い光を当てる。

　きら、きら。そのみずみずしい肌や髪に残っていた水滴がまるで宝石のように光り、レンビアを芸術品のように彩いろどった。

「あ……」

　ノトが言葉を失っていると、レンビアも、ちょっと固い仕草で視線を伏せた。

　いつもみたいに怒るわけでも、逃げ出すわけでもない。

　ただ、ノトの前でほとんど裸のような身体からだを晒さらし、黙ってじっとしている。

　どうしたんだ。

　どうしろっていうんだ。

　――いや。

　本当は……ノトはなんとなく分かっていた。この廃はい墟きよに２人で入った時から。

　だってそもそも、どうせずぶ濡ぬれになるんなら、サベラの館やかたに帰って着替えてしまう方が良かったに決まってる。なのにノトとレンビアは、申し合わせたようにここに入った。

　……２人の時間が、欲しかったから。

　救助のドタバタで今まで後送りにしてきたが、ノトたちは明日、地球に向けて発たたなければいけない。

　地球に帰ったら。

　レンビアが火星行きの大冒険を終えたら。



    

  
    
      



    

  
    
      　そしたら、今度こそ本当に王妃になる資格が揃そろってしまう。

　レドライアスのものに、なってしまう。

（レンビア、お前……）

　あの、時計台で話したこと。

　レドライアスとの結婚について、どう思っているのか。

　いまレンビアは再び――こういう形で、ノトにそれを尋たずねてきているのだ。

　認めるのか。それとも、イヤなのか。

　イヤなら、今のノトにはそれをハッキリ行動で示すという選択肢が与えられている。

　ここには誰だれもいない。２人きりだ。そして、レンビアはノトの答えを受け入れる準備を――勇気を出して、整えてくれている。

　ドクン、ドクン……

　ノトの全身に、熱い血が巡る。

　何よりも熱い、熱い、愛に沸騰する血が。

　――

　――――だが。

「……はは……」

　ノトの口から出てきたのは、そんな情けない笑い声だった。

　ダメだ。そんなこと、してはいけない。

　ノトがレンビアを愛しているのは本当だ。それは、確かだ。

　でも、時計台の上でも思ったことだが――彼女の婚約者は、ガルニアの大王である。

　一介の小貴族にすぎないレンビアが、レドライアスの求婚を断ることはできないのだ。

　……だから。

「レンビア……」

　今ここで、ノトがレンビアへの想おもいに任せて彼女に自分を刻んでしまったら――

　それはいつかきっと、未練とか、後悔とか、そういうものに変わって、未来のお互いを苦しめるに違いない。

　だからノトは――

「レンビア。未来の王妃が……こんな所でそんなカッコするなよ」

　結局、そう言った。

　レンビアは一瞬悲しげな顔をしたかと思うと、苦笑いしながら顔を上げてくる。

「そんなカッコ、って……あたしがこんなカッコだったら、何かするつもりだったの？」

「何かって……っ。しねえって」

「ラキザミとナキアミにはしたくせに」

「あー……あれはどっちも違うんだよ。何度も言ってるけどさ。ホントに違うんだ」

「………………ホントに？」

「ホントだよ」

「ホントにホント？」

「ホントにホントです」

　キリッ、となぜか男前になりながらノトはレンビアに宣言する。

「……なんだ。焦あせって損したよ」

　拍子抜けしたような顔になったレンビアは、すっくと立つと円盤ソーサから服を取った。

　服は……とっくに乾いていた。しゅる、しゅる、とそれを着るレンビアを見て、ノトも自分のシャツとコートを無言で羽は織おる。

　男と女が服を着る――たった布２枚の距離なのに、急に、レンビアが遠ざかってしまったような気がした。

「分かってると思うけど、あたしたち明日からまた宇宙だよね」

　髪型も元のツインテールに戻しつつ、レンビアが言った。

「あ、ああ」

「昔からだけど、ノトって……ほんと、どんだけ鈍感かなぁ。あたしが火星に来たのは、もちろんサベラたちのこともあったけど……こういう機会、もう作れないと思ったからでもあるんだよ。あたし……あんたに、最後のチャンスをあげたつもりなのに」

「最後の……チャンス……」

「でもこういうことだけは、どんなヘタレでも男の子が踏み出してくれないと始まらない。だから踏み出せるように、頑張ったつもりなんだけどなぁ。でも――もう時間切れね」

　レンビアは悲しげにレモン色の眉まゆ尻じりを下げると、小さく微笑ほほえんだ。

　自分を、嗤わらうように。

「試すようなことしてゴメンね。……火星になんか、来るんじゃなかったよ」

　その言葉を聞いたノトは――

　そう、結局、レンビアがきっかけで――

　ぐいっ。

　気がついたら、衝動的にレンビアの肩をつかんでいた。

　さらに気がついたら、もう一歩、勢いに任せて踏み込んでしまっていた。

　ぎゅ、と彼女の細い身体からだはノトにつかみ寄せられた形になる。

「レンビア」

「は、はい」

　なんか急に勢いを出したノトにテンパったのか、レンビアは敬語で返事してきた。

　とうとう来たか、という顔をして、その頬ほおをみるみるうちにピンクに染めていく。

　それが、かわいくて。

　あまりのかわいさに、やられてしまって。

　ノトは太い眉まゆをつり上げ、半ギレ状態でレンビアの顔をのぞき込んだ。

　レンビアもレンビアで、ここが勝負所とばかりにしっかりノトの目を見上げてくる。

「俺おれたち……俺たち、レドライアスに怒られちゃうぞ。お前、ちゃんと後のこと考えてんのかよ」

「ここは火星よノト。５５００万キラメテも離れた星にいる男の話なんか――しないで」

「自慢じゃないけどな、俺おれは地位も金もないただの平民なんだぞ。なんの取り柄もないっ」

「あのおいしいケーキが作れるのはあんただけよ」

「で、でも、俺は……レドライアスみたいに、お前を裕福にはできない。お前を一国の王妃になんて、させてやれないんだぞ……！」

「あはっ」

　――そんなこと気にしてたの？

　という顔で、レンビアはいつもの……ノトを愛いとおしむような目になった。

「ふふっ。じゃあさ、このまま一緒に火星で暮らしちゃおうか」

「へ？」

「地球にはもう帰らずに、あんたとあたしで火星の王と王妃になるの」

　冗談を言いながら、レンビアは翠みどりの目を細めて笑った。

　口元に、愛らしい八重歯気味の犬歯がのぞく。

「お、お前なぁー……」

　苦笑いしながら、ノトは後ろ頭をがりがり掻かいた。

　ふと気づくと……いつしか雨は上がり、辺りには真っ赤な夕ゆう陽ひが満ちていた。

　外に見える太陽は赤土の山脈にかかり、火星の大地を茜あかね色いろに染めている。

　……ノトたちはもう、明日のこの夕焼けを見ることはない。

　これが、最後の夜だ。

　ガルニアの王妃になるというレンビアの将来を壊すのが怖くて、どうしても言えなかったが――

　王国から５５００キラメテも離れて、時間も最後の最後、ギリギリのタイミングで……ノトはついに、大気圏に突入するような気持ちで、レンビアの左手をぎゅっとつかんだ。

「レンビア……」

「……ノト……」

　再び、２人は見つめ合う。

　ノトの指が、レンビアの薬指に光るレモン色の指輪にそっと触れる。

「俺……いきなりお前を未亡人にするわけにはいかないから、ここでは言えないけど……無事に、地球に生きて帰れたら……どうしても、言いたいことがあるんだ」

「…………」

「ま、まだ買ってないから、着いたら買うけど、この指輪……取り替えてほしい」

「取り替える……？」

「俺が、あげるやつに……」

「…………！」

「そんで、そしたらその時……俺、お前に……その、言いたいことを……言うよ」

　ああ、自分は本当に臆おく病びような奴やつだ。

　こんなところでも、ハッキリとは言えない。この感情に任せて、彼女にプロポーズしてしまうこともできなかった。ずっと、ずっと、ずっと好きだった相手なのに。

　でも……ちょっとは勇敢な奴だ。

　今、言ったから。

　間接的にだけど、頭のいいレンビアなら分かってくれただろう。

　――ノトが地球に帰ってから、プロポーズしようとしていることを。

「……」

　レンビアは、黙っていた。

　その翠みどりの瞳ひとみで、ノトの鳶とび色いろの瞳を見つめている。

「キ、キスして」

　なんだからしくない小さな声で、レンビアが――唐突に言った。

　キス。

　その言葉を聞いたノトの全身に、さっきの、獰どう猛もうなまでに熱い血が再び駆けめぐる。

　い、いいのか。

　でも、してって言われたんだし。いいんだろう。いいんだ。行け、行けノト――！

「ま、まって！」

　はう！

　と両手を前に突き出すようにして顔を伏せ、真っ赤になったレンビアがノトを制した。

「ノト、キスだけじゃ済まなさそうな顔してるよぉっ」

　レンビアは目をぎゅーっと閉じ、顔をふるふる左右に振っている。

　ノトは、ばし、と自分の顔を両手で覆おおった。

　お、俺おれ、そんな凄すごい顔してたのか。

「それに、ご、ゴメンっ、あたし、い、今、ドキドキしすぎちゃって、き、き、キスされたらきっと死んじゃうっ。キスは……あたしが身構えてないときにして。地球に帰る前になら、ど、どんなタイミングでもいいからっ」

「りょ、了解っ！」

　なんでかロケットからの応答のように言いながら、ノトはレンビアから離れてあげた。

　レンビアは火星の夕焼けみたいに真っ赤な顔を上げ、

「でもノト。あ……ありがと。あたし……あたし、これで……」

　うる、とちょっと瞳を潤うるませた。

　その涙を見たノトは――たまらなくなって。

　久しく封印していた魔法を、無意識に使ってしまっていた。

　――『恋する共感ラビン・シンパシア』――

　恋する心をつなぐ、ちっぽけで恥ずかしい、でもノトにとって大切な、大切な魔法を。

（レンビア……これで、いいんだよな。お前は、これで、よかったんだよな……？）

　と、ノトが恋する感情を広げていったとき――

　その意識に、また――稲妻のように。

　あの光景が、見えてきた。

“〝私は待つ――私の恋心は、永遠に――ここに”〟

「…………!!」

　だが。

　ノトは、今回は踏みとどまった。

　そう何度も同じ手を食うか。

　こっちは診察もしっかり受けて、ある程度これが来ることを覚悟していたのだ。

　苦しみに顔をしかめながら、見えてきた何者かの想おもいを見て、やりすごしてやろうと挑む。

“〝たとえこの身が何度滅ほろびようと、この恋心は永遠に――！”〟

　だが、今度は違った。

　見えてきたものは同じだが、ノトは、気づいてしまったのだ。

「……ど……どうしたの……？」

　ノトが急に凍り付いたので、レンビアが心配そうに尋たずねてくる。

　だが、ノトはそれに答えられない。

　周囲を、見回す。

　そして確かめる。

　分かる……分かってしまった。

　どうしてなのかは分からない。なぜ、そんな光景が見えていたのかも分からない。

　――だが。

「円盤ソーサ！」

　ノトは円盤ソーサに叫ぶ。

　円盤ソーサは、慌あわてたようにノトの足下に滑り込んだ。ノトは駆け出しながらそれに飛び乗り、行くべき方向を探す。

「ノ、ノト!?」

　慌てて円盤ソーサに相乗りしてきたレンビアに、今は応こたえられない。

　彼女が落ちないよう支えてやりながら、ノトは円盤ソーサで廃はい墟きよの奥へと進んでいった。

　白昼夢で見たことがあるから分かる。あれは、ここの夢だったのだ。ツタとツタの間を縫うように飛び、幾つかの階段を下り――廃墟の奥にあった長い通路に飛び込み、そこをロケットのように駆ける。

　そして、真っ暗な地下空間に飛び出た。

「光れ――！」

　叫んだノトに応じて円盤ソーサがパッと光を強めると――

　そこは王宮のホールよりずっと広い、金属の壁に囲まれたドームのような空間だった。

「――――ッ!!」

　小さく悲鳴を上げながら、レンビアがノトに抱きついてくる。

　そこに見えたものは、何十、何百という――

　死体、だったのだ。

　死体は氷漬けになったように、水晶のようなものの中に封じ込められている。

　――全部、女だ。姿形はそれぞれ少しずつ違うが、みんな、ルーガと同じ触手を頭から生やしている。そして全員、左の二の腕に彼女と同じ入れ墨が入っている。

「な……何よこれ……！」

　震え声で言うレンビアの横で、ノトは今までの夢や白昼夢の内容を頭の中でつなぎ合わせていく。そして、空恐ろしい物語――おそらく、事実――に辿たどり着いた。

　ノトの『恋する共感』に割り込んできていた夢は、彼女たちのものだったのだ。

　彼女たちは、長い時を生きてきた。

　老いた体をここに棄すて、次世代の『女王』――若い少女――つまり、あのタコ少女たちの中から選んだ１人に、自らの恋心を託しながら。

　この星に遺のこされた旧人類の文明が朽ち果て、大地が緑に覆おおわれ、次第にその知性をぼやけさせながらも――その強い恋心だけは、失わずに。

　――ウスタマカは、広がった『恋する共感ラビン・シンパシア』は長い時をかけて想おもい続けた恋心ほど強く捉とらえる魔法だと言っていた。

　ノトの『恋する共感ラビン・シンパシア』は宇宙を超え、この火星の女王たちの恋の記憶に混線デイスタしていたのだ。何千年も、もしかしたら何万年も想い続けた、一いち途ずな恋心――そしてその恋のためになら他ほかの全すべてを犠牲にしても構わないという、凶暴な恋心に！

「初めから気づくべきだったんだ……！」

　自分に毒づきながら、ノトは円盤ソーサをターンさせる。

　夢の女は、ここに眠る無数の女王たちであり――今の火星の女王が、ルーガなのだ。

　ノトが知る限り、あの夢の女は危険な存在だ。

　ノトたちを歓待し、快適な住居を与えてきたのも、善意からではきっとない。

「き、気づくって何によ」

　レンビアが、焦あせったような声で聞く。

「イヤな予感がする――サベラが危ないかもしれない！」



　人面岩の館やかたに取って返すと、そこにはちょうどナキアミが帰ってきたところだった。

　ナキアミはノトとレンビアが揃そろって帰ってきたのを見て、一瞬「しまった」というような顔をしたが――

「ノト」

　円盤ソーサを降り、とてて、とノトの元にちょっと困ったような態度で近づいてきた。

「……どうした」

　ルーガを疑いだした今は何か不気味な雰囲気すらする館やかたの方を見ながら、ノトが聞く。

「到とう天てんが――ロケットが、ヘンなの」

　その言葉に、ノトとレンビアは揃そろって振り向く。

　ナキアミは今日、引きこもってしまったサベラの代わりに火星からの離脱用ロケット・到天の様子を見に行っていた。

　――そのロケットが、ヘン、とは？

「故障とかしてるんじゃないでしょうね」

　詰め寄るように言ったレンビアに、ナキアミはふるふると首を横にふる。

「ううん。ロケットは万全だったの、でも、万全すぎるっていうか……」

「万全すぎる？」

「ナキたちが着いたとき、サベラは３割ぐらいしか燃料が充じゆう填てんできてないって言ってたでしょ？　その後も、まだ充填できてない、ってずっと言ってたんだけど……燃料は、とっくにできてたの。たぶん、ナキたちが来るよりずっと前に……」

「……どういうことよ……？」

　館の方――サベラの部屋の方に、レンビアが眉まゆを寄せる。

　ナキアミの話に、ノトも胸騒ぎを覚えていた。

　たしかに、ロケットの話をした時のサベラは少し様子がおかしかった。

（サベラ……お前はなんでそんなウソをついたんだ……？）



　そこは、ファーマイン家の領土の外れにある狩しゆ猟りよう小屋だった。

　若杉シーダの香り――甘酸っぱい、恋の記憶と共にある香りだ――がする小屋の中で、いま、高名な傑女のはずのサベラは、夢見る少女のような表情でベッドに横たわっていた。

　傍かたわらには、愛いとしい、愛しい、想おもっても想っても想い足りないほどに愛しい兄がいる。

　ベッドに腰掛ける兄はサベラの銀色の髪を優しく撫なで、うっとりと甘えるような彼女の瞳ひとみをまた見てくれた。あの、優しくて力強い、サベラの大好きな鳶とび色いろの瞳で。

「サベラ、きれいだよ。お前の瞳は――まるで火星のように美しい」

　そう囁ささやかれて、サベラはまた胸が奥からとろけてしまいそうな気持ちになる。

　ああ、兄様の声はまるで麻薬だ。

　サベラはもう、このベッドから身体からだを起こすことすらできない。

「お兄様、火星はこんな色ではありません。もっと翠みどり色いろで……」

　サベラの言葉を止めるように、兄の指が頬ほおに触れてくる。

　その手を離されたくなくて、サベラは兄の手を捕まえるように自分の手を重ねた。

　サベラには下品な気持ちになると鼻血を出すクセがあったのだが――兄に対してだけは、その粗相をしないでいられる。それはサベラのこの昂たかぶりがどこまでも純粋で、混じりっけのない幸せの上にあるからだった。

「美しいだけじゃない。お前は誰だれよりも勇敢で、賢い子だ。お前の話には、心底驚いたよ。お前は新天地を拓ひらくファーマイン家の、誇りなのだ。『ロケット』の話……」

　そう言うと兄はベッドの上に座り直す。

　きゅ、とサベラは少しだけ身を固くした。

　いろんな期待が、全身のあちこちを狂ったように駆けめぐる。

「構造やら操縦法やら、毎晩、根掘り葉掘り聞いて済まなかったな。答えるのは退屈だったろう？　俺おれもファーマインの一員として、興味があったものだから……」

「い、いいえっ。私、お兄様と話すのが退屈だなんて、一いつ時ときたりとも思ったことはありません。そのような誤解を与えてしまったのなら、私の落ち度です。お許し下さい……」

　サベラは謝りながら、兄の膝ひざに身を寄せる。

「もっと聞いて下さい。お兄様が望むことなら、私は何でも話したいのです」

「いい子だ」

　ああ、よかった。また誉ほめてくれた。

「しかし……そうだな。お前たちが火星に持ち込んだ『到とう天てん』では、地球への帰還はともかく……空星に行くことはできないだろうな。何か、別の道を考えなければならない」

「空星――ですか」

　意外な星の名を出した兄に、サベラは向き直る。

　空星とは、太陽系の第５惑星。

　火星の外、小惑星帯と呼ばれる宙域にある――空色をした、小さな水の惑星である。

「そうだ。火星で満足してはいけないぞ、サベラ。次は空星だ。ファーマインの人間は、常に新天地のその向こうを目指さなければいけないのだからな」

　兄が自分から少しだけ離れたので、サベラは慌あわてて上半身を起こす。

「空星なら――もちろん行けます！　私は地球に帰ってから、さらに挑むつもりですっ」

「そうか」

「はい。今ガルニアで設計中のエリフェナーⅠ――これは翼のついた、使い捨てではないロケットなのですが――これを使って地上と宇宙を往復し、ハヤン製の超大型ロケット・『空天』の部品を段階的に打ち上げます。そして地球周回軌道で空天を組み立て、空星を目指して再び飛び発たつのです。そうすれば必ずや、人類は空星まで――」

「すぐに行けるのか？　たとえば２、３年以内でだ」

　サベラの言葉に割り込むようにして、兄が聞いてくる。

「い、いえ……空星踏破は、火星よりさらに壮大な計画です。各国の連携も必要です。今、亞大陸の三国は経済的な理由から少々関係が悪化していることもあり……今すぐに、というわけにはいきませんが……10年以内には、必ず」

「ダメだ。それではダメだサベラ。俺はそんなに待てないんだ」

　サベラを突き放はなすようにしながら、兄が急に不機嫌になった。

　どうしたらいいのか分からず、サベラはオロオロとベッドの上で慌てる。

「――レクト亞大陸を、統一する必要があるな」

　そう言うと兄は、サベラに背を向けて立った。

「空星に行くには、地球人類の力を集結させる必要がある。国ごとに分かれ、互いに力を合わせないような愚かな人類には――統一、指導者が必要だ。戦だよ、サベラ」

　おかしな事を言い出しながら振り向いた兄に、サベラは……それでも、こくこくとうなずいていた。

　兄が言う事には、サベラは髪の毛一本逆らえないのだ。

　だって、兄はいつだって正しかったし――どんなことにだって絶対服従することでしか、不器用なサベラは愛を表現できないから。

　愛しているから。もう、失いたくなくて。

「……そうです。その通りです」

　サベラはそう言った。

「俺おれは地球に行く。未だその程度の文明しかない世界なら、すぐにでも支配できるだろう。そうすれば――ははっ。空星だ。あの星へ行ける。長年……恋焦がれてきた、あの星へ！　地球から出た経験が豊富なお前は、その指揮官に任命してやろう――」



　サベラの部屋を開けたノトは――

「――！」

　中の光景に、真っ赤になって一歩退ひいた。

「えっ……!?」

「きゃっ……！」

　左右ではレンビアとナキアミも、慌あわてた声を上げる。

　ぼぼぼぼ、とレンビアは一瞬で真っ赤になり、ツインテールをびびびと広げる。ナキアミは両手で顔を覆おおって、でもよく見ると指の隙すき間まからその光景をしっかり見ていた。

　サベラは、昼間っからルーガと一緒にベッドに横たわっていたのだ。

　ベッドには天てん蓋がいがかかっているからハッキリとは見えないが――２人とも、裸に見える。

「え、あ、えっ……あ、あたしは差別とかしないからっ！　性せい癖へきは人それぞれ！」

「ナキもどっちかと言えば無くはないと思うっ！」

　混乱してワケの分からない事を言いながら、レンビアとナキアミはわきゃきゃと部屋から逃げ出してしまった。

　だが、ノトだけは踏みとどまる。

　ぎろ――と、サベラに覆い被かぶさっていたルーガが、赤い瞳ひとみでこっちを睨にらんできた。

　そして、真っ白なシーツを引っ張って大おお雑ざつ把ぱに自らの裸体を隠す。

　触手ではこちらも純白の毛布を取り、サベラの身体からだを隠した。

「何や。取り込み中やで」

「……ルーガ。ジャマするぞ」

　言いながらノトは、万一に備え、背中の短刀を少しだけ鞘さやから抜いておく。

　そして、ずかずかとベッドに歩み寄った。

　ばさ、と薄っぺらい天てん蓋がいをどけると、２人はやっぱり裸で――サベラは騒ぎに目を覚ましていたものの、朦もう朧ろうとしているようだった。見ればかつてノトたちがルーガに触手で心を調べられた時につけられた半透明の粘液が、身体からだ中にべっとりと付着している。

　ひどい、有様だ。

　荒い呼吸を続けるサベラの髪は、異常な量の汗で額ひたいや頬ほお、口の端にくっついている。そうか。最近サベラが妙に痩やせていたのは、ルーガのせいだったのか。

「お前……サベラに何をしたんだ」

「ヤボなこと聞くなや」

　ルーガは乱れた髪を片手で整えながら、バカにするように、トボケるように笑う。

　その触手が額をポンと叩たたこうとしてきたので、ノトはそれを手の甲で乱暴に払った。

　ルーガはため息をつくとベッドの縁に腰掛け、やれやれ、といったカンジに自分の水着みたいな服を取る。そして、てきぱきと触手を使って着ていった。

「何が……目的だ」

「目的って。寝るときは寝ること自体が目的やろ」

「――ジフ」

　白昼夢で聞いたその名前を出した途端、ルーガは、ピタッと体の動きを止めた。

　ノトは再び、背中の刀にそっと手をかける。

　ゆっくり振り向いてきたルーガは……

　いつもの、気さくで人なつっこいルーガではなかった。

　まるで猛獣のような、凄すご味みのある目つきをしている。

「……ノト。お前……どうやってそれを知った。触手も無いくせに」

　ノトは沈黙し、睨にらみ付ける表情をとにかく変えずに様子を見る。

「そこまで記憶の奥底に入るには、接触する面積がよっぽど大きくないとあかんハズや」

「質問してるのはこっちだぞ、ルーガ」

　もし戦いになったら、怪力のルーガにはかなわない。

　ノトはルーガが困惑しているスキに、ベッドの上にいるサベラを引っ張り起こす。サベラは病人のような顔でうつむきながら、毛布でやっと胸を隠していた。

「サベラは返してもらう」

「好きにせえ」

　そう言ったルーガの元に、ひゅん、と小さくなった円盤ソーサが飛んでくる。

　ルーガが大きく開け放はなたれた窓の縁に立つと、円盤ソーサは外に出て広がった。

「ちょっと風に当たってくるで」

　ノトを睨むように一いち瞥べつすると、ルーガは円盤ソーサで館やかたから離れていく。

　どうやらジフの名を知っていたノトに、得体の知れないものを感じたらしい。

　ノトは――とりあえずはサベラを救うことができた、と、深い息をつくのであった。



　シャワーから出てきたサベラはまだボーッとしていて、いっぺんバスタオルを体に巻いた姿でやってきた。そして、自分の制服を取ってから浴室の方に戻っていく。

　おかしい。ノトは赤くなりながらも、眉まゆを寄せた。

　普段のサベラなら、あんなカッコで人前に出てきたりはしない。

　ノトが浴室の前にいたら、サーベルで脅おどしてでも追い払うハズだ。

　服を着て改めて出てきたサベラは、何かに怯おびえるようにノトから目を逸そらしていた。

「サベラ。ここから出よう……すぐにだ」

　と切り出したノトの声に、サベラは鋭い表情を向けてくる。

「……出発は明日の予定だ。それにまだラキザミが見つかってないのだぞ」

「一晩ぐらい野宿でもいいだろ。それにラキザミは出てくる。俺おれには確信があるんだ」

「イヤだ。私は――ここに残る」

　サベラの言葉に、ノトは違和感を覚えた。

　感情より理性を優先させる性格のサベラが「ダメだ」ではなく「イヤだ」と言った。

　それに、その声色には何か……今まで彼女が秘めていた、女っぽさ、のようなものが込められている。

　そう、それは誰だれかに恋しているような、情熱に突き動かされている人間の声だった。

　まるで、誰に止められても月に行くと言い張っていた頃ころの――ノトのような。

「サベラ。ルーガは……危険な奴やつかもしれないんだ。ひょっとしたら、俺たちにロケットを準備させてから奪うつもりかもしれない」

「……なぜだ。なんのために」

「空星に行くためだ。あいつはどうやら、空星に行きたがってるらしい。そのためには、何でもするつもりでいる。サベラ――」

「イヤだ！」

　サベラは、らしくない態度でヒステリックな声を上げた。

「……イヤなんだ……私はもう……！」

　ノトの言葉を否定してこない。

　まるで、サベラもルーガの企みをとっくに知っていたかのように。

「……失いたく、ないッ。一度失った兄を、二度も……失うものか！」

　眉を寄せてノトから一歩遠ざかるサベラは、一層ワケの分からないことを言い出した。

「サベラ、何を言ってるんだ。二度、って……亡くなったお兄さんを……？」

　兄、という言葉をこっちも言ってしまったのがいけなかったらしい。

　――サベラはその単語に弾はじかれるようにして、銀色の髪を振り乱して駆け出した。

「サベラ！」

「ついてくるな！」

　ノトにそう叫ぶと、廊下にいた円盤ソーサに飛び乗る。

　そして流れるような動作でファーマイン家の短剣を抜き、逆手に構えると――手近な窓に柄つかを向け――ガシャン！　と一撃を叩たたき込む。

　窓は半ば割れながら開き、サベラはそこから飛び出していってしまった。

「……サベラ！」

　こういう展開も少し予想していたノトは――天井のそばに待たせておいた円盤ソーサに自らも飛び乗り、サベラが壊した窓から虚空へと躍り出た。



　円盤ソーサ同士の性能には、大差はなかった。

　ノトは少しだけ引き離されつつもサベラを追って、追って――ジャングルを飛び越え、大河を横断し、砂浜を抜け――海上に出た。

　すっかり日が暮れた海には靄もやがかかっていて、その中を飛んでいると平衡感覚がおかしくなる。見下ろせば海面にはぴかぴか光るクラゲが浮いていたので、ノトはそれを高度の目安にして飛び続ける。

　サベラが静止した、洋上の眼下には――

　丘のように巨大な、球体の一部が海から浮き出ていた。

　波間にゆったりと漂うこのクリーム色をした巨大な物体は、明日ノトたちが乗る予定でいるロケット・到とう天てんの『浮き』である。

　火星大気圏からの離脱用ロケットは、宇宙空間から火星に落とし、かつ、上向きに立てて設置する必要があった。新宙軍ではそれをどうやって実現するか考えた結果、ラキザミのアイデアで……到天を火星の海洋に投下し、ロケットの先端に浮きを展開して、水中で立たせることにしたのである。そしてこれが、到天に繋つながる浮きなのだ。

「サベラ！」

　叫びながら同じ高度まで降りてきたノトに、お前がついてくることは分かっていた、という顔でサベラが振り向く。そして、

「ノト……許せ。私は、もう帰らないぞ」

　しゃら、とファーマイン家の短剣を抜いて、浮きの表面にある継ぎ目の部分に当てた。

　浮きに使われている布は元々パラシュートも兼ねていたもので、全体的には頑丈だが、継ぎ目だけは脆もろい。力一杯刺せば、おそらく穴が開く程度のものだ。

　――あのサベラが、ノトたちを裏切る。

　それは、信じがたい事だった。信じがたかったから、対応が遅れた。

　ノトは舌打ちをする。サベラが剣を抜く前に、飛びかかって止めていればよかった。

　……彼女は今、ロケットを人質にしてノトを脅迫しているのだ！

「何を言ってるんだ、サベラ……落ち着け……！」

「ノト。これは、お前が私に月で言ったことと同じことだよ。私を、火星に置いていけ。否と答えるなら――済まないが、お前たちもこれから火星で暮らすことになる」

　浮きの継ぎ目に剣先をあてながら、サベラはその紅あかい瞳ひとみでノトを睨にらんだ。

「なんでだ、なんで置いていけだなんて……！」

「ここには、兄がいる」

　正気とは思えない、しかし燃えるような瞳ひとみでサベラが答えた。

「――何を言ってるんだッ。お前の兄さんは、５年も前に亡くなって……」

　そこまで言って、ノトはさっきのサベラとルーガの秘め事の光景に思い当たった。

　……あれか。

　ルーガと初めて会った時――ノトたちは、ルーガに心を読まれた。あいつは、ノトの『恋する共感ラビン・シンパシア』に似た、しかしもっと強く深く人の心に触れる能力を持っているのだ。

　さっきノトに問い詰められたとき、ルーガは接触する面積がどうのとも言っていた。

　ルーガはおそらくああやってサベラに全身でべったりくっついて、彼女の心に入り込んだのだ。そしてその心に何か、細工をした。

　――おそらく、兄の幻を見させるようなことを。

「サベラ……！」

「近づくな！」

　サベラは、ちゃき、と剣を継ぎ目に添え直す。

　そして――ぽろ、ぽろ、とその紅あかい瞳から涙を落とした。

「私は……私は、兄とここで、火星でずっと暮らすのだ……！　近寄るなノト！」

　ノトは眉まゆを寄せた。



    

  
    
      



    

  
    
      　危ない。

　サベラは興奮しきっている。

　ヘタに刺激したら、到とう天てんの浮きを本気でブスリとやりかねない。

　そうなったらノトたちは――本当に、地球に帰れなくなってしまう！

「サベラ……ッ！」

　ノトは眉まゆを寄せる。

　よく思い出してみれば、サベラは火星で発見されてからずっと少しおかしかった。

　どうして、そのシグナルに気づいてやれなかったのか。

　そういえばサベラは昔、麻薬中毒だったとか言っていた。根がマジメ過ぎる人は、何かに耽たん溺できするときも真剣にハマってしまい、堕おちるところまでとことん堕ちるという。

　今のサベラは、まさにその状態だった。

　火星中毒、だ。この美しい星で、あのタコ女に、まさに骨抜きにされた状態なのだ。

　――こうなれば――一か八かだ。

「サベラ……言っとくけどな！」

　ノトは、仕方なしに賭かけに出る。

　できればあんまりこういう事はしたくなかったが、よするにコイツはケンカだ。

　ノトはガルナの下町で育った。ケンカなら、箱入りのお嬢様に負けるワケはない。

　やると決めたら、もう迷わず奇襲するのが一番いい。

　時間をおかず、相手の弱点を突く。それがケンカの必勝法だ。

　そしてノトは、サベラの弱点をよく知っている。

　止めるには、こうすればいい……できれば、したくないんだが！

「そんな事をしたって脅おどしになんかなんねーぞ！　やるならやれ！　むしろやっちまえ！　ブスッと刺せ！　俺おれは――この星に残ったっていいんだからな！」

「……何だと……!?」

「そうだよ。火星はいい星だ。住む場所も食い物もある。人間の言うことを何でも聞く円盤ソーサもチビタコもウジャウジャいる。それに……何より、レンビアと一緒だからな！」

「……？？？」

　じりじりと円盤ソーサを近づけるノトに、サベラは混乱したような顔をする。

「お、教えてやるよ！　俺は……俺はな……レっ……レンビアが好きなんだ！」

「！！！」

　いきなり自分のラブ話を始めたノトに、サベラは目を丸くした。

「れ、れ、レンビア……が？」

「はいはいそうなんですよ！　好きなんですよ、大好きなんですよ！　なのにあいつ……お前、聞いたか知らないけど、レドライアスと婚約しちゃったんだよッ。三角関係だッ。そんなら地球になんか帰らないで、俺ぁーレンビアと火星で暮らしてやるっ！」

「さ、ささ三角……関係……ッ!?」

「つ、ついでに、こ、子供もいっぱい作ってやるっ！　火星で増えてやるんだっ！」

　もう言ってるこっちが恥ずかしさで死にそうだったが、これが――こういう恥ずかしい恋愛妄想をまくし立てるのが――これこそが、ノトなりの攻撃なのだ!!

「こッ……ここ子供……こど……子供っ！」

　それを受けたサベラは案の定――真っ赤になって、ぶばっ！

　盛大に鼻血を噴き出した。

　ばっ、と、反射的にその手で鼻を押さえている。

　その瞬間――ノトは円盤ソーサで加速し、一気にサベラに飛びかかった。



　サベラは――攻めるのは強いが、攻められると弱いタイプでもあった。

　それに年下とはいえ、ノトは男だ。

　力ずくの勝負になってしまえば、勝てないことは分かっていた。

「くッ……！」

　だが完全に組み敷かれながらも、サベラは剣を放はなさない。

　円盤ソーサの上に押し倒されながら、無様な自分を否定するように目をきつく閉じる。

　あの女に騙だまされていることは、分かっていた。あの女が見せる夢が作り物で、あの兄がニセモノだということも。でも、その幻に溺おぼれる自分を誰だれが責められるというのか。

「サベラ。俺おれは分かるよ。俺も……恋してるから。レンビアの話は、ウソじゃないんだ。俺もレンビアのことになると、いつも冷静じゃなくなる。迷うことだってある。ワケわかんねー方に考えが行っちまうことだってある。だからお前の気持ちは……分かるよ。でも……お前は、ロケットを手にかけちゃダメだ。ダメなんだ」

　ノトの声は……優しかった。

　まるで――本物の兄のように。

「………ロケット………」

「お前にとって、ロケットは……なんのためにある？」

　自分を押し倒したノトが、諭さとすように低く言ってくる。

「まだ見ぬ宇宙を、新天地を開拓するために――お前たち兄妹きようだいの夢を叶かなえるためにあるんだろ……？　それをお前が壊しちゃいけない。お前の、兄さんの夢のためにも……！」

　兄様の、ためにも。

　そう言われてサベラは、また自分の目に涙がこみ上げてきたのを感じた。

　縋すがるような想おもいで薄目を開けると――

「……お兄様……！」

　そこに――兄がいた。

　サベラの目に見えたものは、興奮した心と涙に濡ぬれた瞳ひとみが見せた錯覚だったのかもしれない。火星の海を覆おおう靄もやが見せた、幻覚だったのかもしれない。あるいは――

「……お兄様……お許し下さい……許して……」

　――ファーマイン家の人間は、空で死ぬと旅人を守る精霊になる――

　それは兄の、精霊だったのかも。

「……私、火星から……お兄様の幻から、旅立ちます……この、ロケットで……」

　そう、泣きながら、言いながら。

　サベラは、その手に握った刃を――放はなした。



　サベラは円盤ソーサに座ったまま顔を両手で覆おおって、ひっく、ひく、と泣き続けていた。

　座って息をつくノトには、背を向けている。泣き顔を見せたくないらしい。

　こうやって見ると……やっぱり、年上とはいえ女の子だ。失礼ながらちょっと萌もえる。

　とりあえず落ち着いてはくれたらしいが、一応、とノトは彼女から取り上げた短剣を自分のベルトに差しておいた。

　と。

　その時――

「…………！」

　ノトは、雷でも受けたかのように立ち上がった。

　……ドクン……ドクン……！

（――しまった！）

　心の中に、魔法の鼓動が警報を鳴らしてくる。

『恋する共感ラビン・シンパシア』――レンビアのことを想おもい、守る、その魔法が。

　迂う闊かつだった。

　この感覚は、ガルナで何度も経験したことがある。

　レンビアがリンゴの木に登って、降りられなくなってしまった時。魔法の実験に失敗して、壁に突っ込んでしまった時。月面の荒野で立ち往生していた時――

　――彼女の危機をノトに報しらせる、警報だ。

　それも今回のは大きい。今までに感じた中でも最大級の危機。

　まずい。

　まずいぞ。

　何があったんだ。ああ、うっすら分かる。

　認めたくない、恐ろしいことが。

　――レンビアは――何者かに襲われた。

　もう意識がない――！



    

  
    
      




    

  
    
      　聞いては悪いと思ったが、背に腹は代えられない。

　ノトはファーマイン家の館やかたに飛ぶ間に、ルーガにされたことをサベラから聞いた。

　兄との幸せな時を過ごす夢を見させられ、その虜とりこにさせられたこと。

　そしてその夢の中で、兄が――いや、ルーガが言っていたこと。

　背筋の凍るような言葉。

　――戦争――

　ルーガは地球人の科学力を結集させ、空星行きの巨大ロケットを無理矢理に作らせるために戦争を仕掛けようと言うのだ。

（それも……アイツならできちまうんだッ……！）

　あの、火星の輪の破片を打ち砕いた赤い光線。

　あれだけの力を持つルーガだ。とてもじゃないが、剣や槍やり、魔法で対抗できる相手とは思えない。やろうと思えば、レクト亞大陸なんて一夜にして制圧できるだろう。

　空星に行けないルーガがどうやって地球に行くつもりなのかは分からないが、相手は旧文明だ。何が出てくるか分からない。

（レンビア――！）

　ノトは矢のようなスピードで、人面岩まで飛んで帰る。

「……何だ……あれは……!?」

　そこで――ノトの隣に座っていたサベラが、震える声を上げた。



　………ゴゴゴゴゴ………！



　見えてきた人面岩は夕ゆう闇やみの中、その片眼を赤く光らせていた。

　眼は火星の大気にも影響を与えているらしく、上空に、雷雲が見える。

　蠢うごめいている。地震のように。ノトたちには正体すら分からない、想像もつかないような大きな力が……！

　そして、分かる。

　怖いほど明確に分かる。

　レンビアは……あそこに囚とらわれている！

「レンビア……レンビア――――――ッ！！！」

　たまらなくなって、ノトは叫ぶ。

　その絶叫と共に、転がるように人面岩の上空に着いた。

「――！」

　眼下に見えたものに、また心臓が止まりそうになる。

　ファーマイン家の館のそばに――血まみれのナキアミが、倒れていたのだ。

「ナキアミ！」

　サベラの叫び声と共に、ノトたちを乗せた円盤ソーサはナキアミの元へ降下する。

　円盤ソーサから飛び降りたサベラが抱き起こすと、ナキアミは……

「う……サベラ……？」

　うっすらと目を開けた。

　出血は酷ひどかったが、意識はある。頭、髪の毛の中をどこか切ったらしい。

　血は、もう止まっている。なんとか無事そうだ。見ればナキアミには、応急処置がされた跡があった。たぶん円盤ソーサだろう。

「ル、ルーガが……急に、ナキとレンビアの頭を……あの触手で抱え上げて……レンビアは、ムリヤリ、『眠り姫』を全部飲まされて……ナキは、投げ捨てられて……」

　途切れ途切れに言うナキアミに、ノトはまた真っ青になる。

　――やっぱりか。

　ノトはその太い眉まゆをつり上げた。

　騙だまされた。

　ルーガは、ノトたちを品定めしていたのだ。降りてきたノトたちを捕らえ、歓迎するフリをしながら、自分が空星に行くために使えそうな道具を探していた。

　そしてサベラから、地球の情報を得た。自分が空星に行けることを知った。

　さらに――ここで、レンビアを使って何かをしようとしている。

　なぜレンビアなのか。それは分からない。

（だけどな、ルーガ！）

　だけどルーガは、一つだけミスをした。

　ノトは円盤ソーサで空に飛び上がり、なおも光を強める人面岩の眼に向き直る。

　ルーガのミス――それは、俺おれを見み逃のがしたことだ。

　この、宙士アストロノトを！

　確かに俺は、一番の役立たずに思えただろう。

　ただの引っかけ屋クリツパーで、料理人で、たいした取り柄のない、平凡な地球の少年。

　でも。

　一つだけ、誰だれにも負けないことがある。

　それは恋する想おもい。レンビアに恋し、レンビアのためになら何でもする、たとえ月だろうが火星だろうが駆けつける――この、宙士アストロノトが、お前を――

「ブツぎりにしてカラシ和あえにして、ノト屋の新メニューに出してやるッ!!」

　叫んで、ノトは円盤ソーサの向きを変えた。

「サベラ――ナキアミを頼んだぞ！」

　地のような夕ゆう陽ひに染まる火星は、今や、翠みどりの星ではなかった。

　――赤い、赤い、禍まが々まがしい星だった。



「ルーガアアアアアアッッッ！！！！」

　見つけた時には、叫んでいた。

　ルーガは人面岩の眼の――瞳どう孔こうの辺りにいた。

　その触手で、レンビアを頭上に掲げている。

　制服姿のレンビアは首と頭、そして腰と足を触手に絡め取られ、ぐったりして、まるで死体のように見えた。

「ノトか」

　ノトの声を聞いたルーガが、ぐりん、と振り返った。

　そのルビー色の瞳ひとみは、まるで魔物の眼だ。

　さすがは地球を一度滅ほろぼした旧人類の眷けん属ぞく。たった一いち瞥べつで、ノトの心を折ろうとするような眼をしている。

　だが――

　ノトは折れない。退ひかない。睨にらみ返す。

　旧人類がなんだ。コイツも一対一のケンカなんだ。世代が何だ！

　レンビアをさらった理由は分からないが、アイツがレンビアを襲った以上、もう問答無用だ。

「やっぱりお前、精神感応者テレパスやったか。粗あら方かた分かった、って顔やな」

　こっちを睨ねめ付つけるルーガの脇わきに、ふよ、とノトのものとは別の円盤ソーサが近寄る。

「終末戦争アーメギドの後、汚染された地球に遺のこされた人類は――ＥＳＰに目覚めた、って話は微かすかに覚えとったけどな。環境が元に戻ってからも、能力は遺伝させとったってワケか」

　などとワケの分からないことを言うルーガに、円盤ソーサは、する、する、と刀剣を出して渡した。どうやら、ファーマインの館やかたから持ってきたものらしい。

　１本、２本、３本――ルーガは８本の触手のうち４本と、両手に合わせて６本の剣を握る。その長さはまちまちで、見るからに手強そうだ。

「おとなしくそこで指くわえて座っときや。それとも、まさか勝てると思っとんのか？」

　じゃきじゃき、と剣を一気に構えて威い嚇かくしてくるルーガは……その目から撃った例の光線は使わないつもりらしかった。

　まだその頭脳の深部を読み切っていないレンビアが傷つくのを、防ぐためだろう。

「返せよ……！」

　ルーガに、隙すきは見あたらない。

　でも、ノトには戦う以外の選択肢は無かった。

「レンビアを返せよ！！！！」

　叫んで、右、左――自分の守り刀と、サベラから奪った短剣を抜いて構える。

　向こうは６本、こっちは２本。３分の１だ。

　――だが、それがなんだ！

「返せっつってんだろおおおおおおおッッッ！！！」

　ノトは怒りに任せて、何の勝算もなく、それでも飛びかかった。

　――が。

　ルーガは刃物ではなく、すっ、とレンビアをノトの方に向けた。

「――！」

　レンビアを盾たてにされたノトが、勢いを殺して回り込もうとしたその瞬間――

　ギギギン、と、ルーガが触手に握った長剣がノトの守り刀に３つ同時に打ち下ろされた。

　こんな戦いかた、ありえない。経験したことのない、想像したことすらない打撃に――ノトは短刀を打ち落とされてしまう。

「うおおおおおッ！！！」

　叫んでがむしゃらに振るったファーマインの剣も――キンッ。

　こっちは軽々と、はじき飛ばされた。

　ノトの手からは僅わずか数秒で、武器がなくなってしまった。

　それでもルーガめがけて拳こぶしで殴りかかろうとしたノトに、

　ガシイッッッ！！！

　ルーガは触手で握った刀を、こっちの頭めがけてぶち当ててきた。

　――斬きられた、と思った。

　だが違った。峰打ち、という奴やつだ。

　ボロ雑ぞう巾きんのように転がったノトを、がし、とルーガが足で踏みつける。

「おーい。生きとるかぁー？　かるぅーく殴ったつもりなんやけどな。殺やってもうたか？」

　失神しそうになったノトは、目を固く閉じ、歯を食いしばってなんとか意識をつないだ。

「……か、え、せ……！」

　まだちかちかする目を、必死に開ける。

　自分の血でさらに真っ赤に染まった視界では――６つの鋭い切っ先が、一斉にノトの方を向いていた。

「あー、死ぬなよ？　どーやら地球にはロケットを操縦できる人間もあんまりおらんみたいやからなぁ。お前は、空星行きの操縦士に使う」

　こっちを見下ろしながら言ってくるルーガの背後に――

　ノトは見た。

　小さな、星を。

　目が眩くらんでいるのかと思ったが、違う。

　星が――光が、上空からルーガめがけて駆け下りてくる。

「――ラキザミ！」

　円盤ソーサに乗って上空から舞い降りてきた少女は、はじめルーガに刀の柄つかを向けているように見えた。

「――!?」

　しかしルーガがその気配に気づき、振り返りざまにレンビアを盾にすると――

　くる、と未来から持ち込んだノトの守り刀を持ち替え、刃の方を向ける。

　そして――くんッ、と軌道を曲線的に変えながら、ザクッッッッ！！！

　一番長い剣を握っていたルーガの触手を一本、切断した。

「！！！」

　ぼたっ、と、ルーガの触手は地面に落ちる。

　びしゃびしゃ、と、ルーガ本体の傷口からは青い血液が飛び散った。

　ガルニア宙軍の制服を着たラキザミは――ザザザザザッ！　と地上を円盤ソーサで擦り、スカートを豪快に翻ひるがえしながら、砂煙を上げつつ静止する。

「………………痛ったいわああああオイ！！！」

　眉み間けんに皺しわを寄せて叫ぶルーガは、ノトの上から足をどけてラキザミに向き直った。

　ノトは這ほう々ほうの体ていで逃げ出しながら、ラキザミの側に移動する。

「――ああいう時に名前を呼ぶのは、なし、ですよおじいさま。バレたじゃないですか」

　いつもの抑揚のない声で言いながら、ラキザミは短刀を構えた。

　見ればいつの間にか、ノトがさっき落としたオリジナルの方の守り刀も拾っている。

　右を、上段。左を下段――ラキザミはノトと同じ二刀流で構えた。

　だが、その姿勢はずっと堂に入っている。明らかに、剣術を学んだ者の構えだ。

「ラ、ラキザミお前……出てくるの遅えよ！」

「申し訳ありません。あの女には本当に隙すきがなかったものですから。さっき、おじいさまがその隙を作ってくださったのですが――それを潰つぶしたのも、おじいさまでしたね」



    

  
    
      



    

  
    
      　こんな時でもクールな物言いで、ラキザミが文句を垂れる。

　ルーガは――

「ああ―――腹立つッ！　あかん、勢い余って殺してまいそうや……こんガキャあ！」

　怒り心頭といった表情で、残り５本の剣をこっちに向けながら歩いてくる。

「でもいいでしょう。まだ勝ち目は、あり、です。あの女は冷静さを欠いている」

「お、お前、そんなコト言ってる場合か――！」

　ノトが慌あわてた、次の瞬間。

　ばんっ！　とルーガが跳び上がった。

　レンビアを抱えたまま、人間離れした跳躍力で高々と跳び――どかっ！　と体格に任せてラキザミに襲いかかる。受け身を取ったラキザミは、しかし後ろに押し倒されて――

「！」

　助すけ太だ刀ちしようとしたノトの喉のどには、触手の一本が抜け目なく剣の切っ先をあてていた。

　ラキザミの小さな体にも、今の一瞬で４本の剣が一斉に突きつけられている。

　脅おどすように左右の目に向けられた２本。首、心臓を狙ねらう残りの２本。

　なんだよ！　勝ち目、なしじゃんか！　とノトは孫娘に心の中でツッコむ。

「おとなしくしとれや……このクソ地球人どもが……！　これで勝負ありやろ」

「ええ、勝負、ありです」

　言ったラキザミは――くる、と手にしたノトの形見の守り刀を逆手に持ち替えた。

　そしてルーガにその柄つかを向け――



　パアアアアアンッッッッ！！！



　あの、ビアラ島で魔竜デイノンを退しりぞけた一撃を放はなった！

　ノトにはまたその音が何を意味するのかは分からなかったが、ルーガは……

　一歩、二歩、とラキザミから遠ざかる。

　あの時と同じだ。ルーガは音だけで、胸に小さな穴を鋭く開けられていた。

「こんガキャぁ……サベラも知らんような武器を……なんで持っとる……！　お前らの文明レベルじゃあ、銃は……まだ……無い思うとったのに……ぬかったわ……！」

　言いながらそれでもルーガはレンビアを離さず、どて、と大おお股またを広げて尻しり餅もちをついた。

　そのでかい尻しりを、すんでのところで円盤ソーサが受け止める。

　軽業のように体を起こしたラキザミは、ちゃき、と短刀の刃をつかんで上段に構える。

「申し訳ありませんが、心臓を撃ちました。円盤ソーサを使えば治せるでしょうが、それより私の投げた刀があなたの額ひたいを貫く方が早い」

　心臓――

　その言葉に、ノトは眉まゆを寄せる。

　アイツはタコ女だ。タコ。よく料理してたから分かる。それじゃあダメなんだ。

「ラキザミ油断するな！　ソイツはタコ型の亜人だ！　タコには――心臓が３つある！」

　ノトが警告したのとほぼ同時に、ルーガはニヤ、と不敵に笑った。

　そして、ばっ、と円盤ソーサの上で勢いよく姿勢を変え、獣のように四つんばいになる。

　ルーガがやられたフリをしていただけだと気づいたラキザミが、刀を持ち直そうとしたその一瞬の隙すきに――

　ルーガは勢いよく、

　ぶあああああああっっっ！！！

　と、黒い墨の霧を吐いた。

「――！」

　煙幕のように広がったその墨から、ラキザミは驚いて退ひく。

　そして足下に滑り込んできた円盤ソーサに飛び乗ると、ぐん、と上昇していく。

「うおっ……！　円盤ソーサ！」

　ノトは慌あわてて円盤ソーサを呼び寄せると、しがみつくようにして飛び乗った。

　そして、広がる煙幕を避けるように上空へ逃のがれる。

　上空でノトと落ち合ったラキザミは――少し、恥ずかしそうな顔をしていた。

「おじいさま、すみません。斃たおし損そこねました。でも許して下さい。私が習ったのは対・地球人用の戦闘技術でした。対・火星人用の戦い方は知らなかったのです」

　なんだかズレた謝り方をしながら、ラキザミは上空から人面岩を見下ろす。

　眼下では――ルーガを乗せた円盤ソーサが、人面岩の巨大な右眼から放はなたれる赤い光の中へ飛び込んでいくところだった。

　そしてその光の中に飛び込んだルーガは、きら、きら……と赤い光の粒をその体から放ち……煙のように、消えた。

　ノトはその光景に見覚えがあった。

　――『物質転送テレポーテ』、だ。

　レンビアの魔法陣で見た光の粒は金色だったが、色の違いを除けば、その現象は『物質転送』とそっくりだった。

「レンビア……!!」

　衝動的に、ノトはその赤い光めがけて急降下していた。

　あの光の門は、どこへ続いているのか。

　見当もつかない。それは地獄か、もっと恐ろしい場所かもしれない。

　だが――どこでも構わない！

　ノトはもう、何も考えなかった。

　ただ、ただ、レンビアを助けること以外は。



　飛び降り自殺でもするような覚悟でくぐった赤い光を抜けると――

　ノトの視界には、荒涼とした銀色の荒野が飛び込んできた。

　地平線が、いやに近い。丸まって見える。

　ノトはこの信じがたい光景に、見覚えがあった。

　ありえない。

　こんなこと、絶対にありえない。

　でも、この感覚は覚えている。この、体が急に軽くなった感じ。

　あの頃ころのノトが命を賭として、何もかもを投げ打って――その時もレンビアを助けるために――駆けつけた場所。

　確かめるように見上げると、そこには三日月のように欠けた、碧あおい、碧い惑星があった。

「あれは……地球……!?」

　つまり、ここは――月面なのだ！

　あの火星の人面岩の眼は、地球の衛星・月へと続く『物質転送テレポーテ』の道だったのだ。

　でもどういうことだ。息ができる。宇宙服無しなのに、日向ひなたに立っていられる。

「時間が……」

　空を見上げてぴこっと耳を動かしたラキザミが、不思議そうにそう独ひとりごちた。

「時間……？」

「レンビアさんが開発した『物質転送テレポーテ』の魔法陣では、転送される距離に応じた時間の遡そ行こうが起きるハズなのですが……星々の位置関係から見て、その遡行が起きていません」

　ごくり、とノトは生なま唾つばを飲んだ。

　これは――旧人類の魔法、科学の業わざだ。確かめるまでもない。

　ノトたちの文明を遥はるかに超えた、もはや、神の力とも言える超文明の技術。

　彼らの遺産をもってすれば、火星から月へ時間を飛ばさずに『物質転送テレポーテ』することも、そして月面に火星と同じような環境を作り出すことも可能なのだろう。

　ノトが夢で見たあの――赤く光る巨大な眼に人が吸い込まれていく光景。何世代か前のルーガの記憶。

　あれはたぶん、この技術を使って火星人たちが――そして、ルーガの愛するジフが――空星へ旅立っていった時の光景だったのだ。

「うっ……!?」

　さらに気が狂いそうなことに、ノトたちが立っているのは、また地面に横たわるようにして空――宇宙の方を向いた、さらなる人面岩の右眼の上だったのである。

　それは火星の人面岩よりは小ぶりで、幅は80メテもなさそうに見える。よく見ると、その頭の一部は爆発したように欠けていた。あれはおそらく隕いん石せきが抉えぐったクレーターだ。

　その人面岩の左眼の方には、座り込むような姿勢の……ルーガが、いた。

　肩を、上下させているのが見える。

　ルーガはラキザミに開けられた胸の穴を、触手の一本で押さえていた。３つあるとはいえ、心臓は心臓だ。その傷は、深手には違いないようだった。

　ルーガは自分を追ってきたノトたちに気づきもせず、何やら人面岩の傷口のかたわらでゴソゴソと何か作業をしていた。

　見れば、もう支えきれなくなったのか、レンビアのことは月面に下ろしていた。だが、眠る彼女の額ひたいの上や服の中に、まだしっかりと触手を接触させている。

「分かる、分かるで……コイツ、ワームホールも、微子の概念も、よーう予測しとるわ。そうか……月から地球へは、こう時空に穴を……はは、直せる、行けるで……すぐ行ける……これなら、ロケットなんかで何十日もかけて火星から地球に渡る必要もないわッ」

　譫うわ言ごとのように興奮した声を上げながら、ルーガは人面岩の傷口に突っ込んだ手を動かしている。何かを、修理しているような手つきだ。

　ノトは――ルーガの思惑なんか、今はどうでもよかった。

　――レンビア――！

　そこに倒れているレンビアに向けて、円盤ソーサで飛びつこうとする。

　……が、円盤ソーサが動かない。振り返ると、ラキザミの円盤ソーサも足下に落ちて微動だにせずにいた。どうやらコイツは、火星でしか使えない乗り物らしい。

「ルーガっ！」

　叫んで、ノトは自分の足で飛び出そうとする。

「――！」

　振り返ったルーガは、ノトとラキザミを睨にらみ付けると――

　ちかっ、ちかちかっ、と左腕の入れ墨を一本だけ光らせた。

「おじいさまっ！」

　珍しくラキザミは大きな声を上げ、ノトの腰に飛びついてきた。

　ずさっ、と月面にぶっ倒れたノトとラキザミの頭上スレスレを、赤い光線が駆ける。

　そして――



　ッドオオオオオオオオッッッッ！！！！！



　銀色の砂煙を上げながら、光線を受けたノトたちの背後――遥はるか遠くの月面が爆発した。

　それでもノトはラキザミを振り払うと、立ち上がりざまに思いっきり地面を蹴ける。

　地球より遥かに小さな重力のおかげで、たった１歩で人面岩の眉み間けんまで跳べる。

「レンビア……！」

　レンビアまで、ここの重力ならあと１歩。

　ノトはその１歩を行くために――ちゃき。守り刀を抜き、ルーガに向けた。

「ジャマすんな、ガキどもがッ……！　この女はウチのもんやッ！　こいつの頭があれば、もう少しで地球へのゲートが直せるんやからな……ッ！」

　ルーガは、足下に転がしていた長剣を一本拾い上げる。

　そして――その鋭い刃を、横たわるレンビアの首に添えた。

「や……やめろ！」

　ノトが踏みとどまったのを見て、ルーガはニヤリとほくそ笑む。

　そして、ごほっ、ごほっ、と青い血の混じった咳せきをしながら笑い出した。

「はは……！　行ける、行けるで……ここから地球へ行って……地球で、地球人どもにロケットを作らせて――空星へ――！　ウチは行けるんや……ジフに会いに！　気の遠くなるような時間、待った……お前らに、今のウチのキモチは分からんやろッ！　ははっ！」

　唇の端から青い血を漏らし、狂ったように笑うルーガは――

　敵ながら、どこか、哀あわれに見えた。

　ルーガはレンビアの頭脳を読み取って、この人面岩の眼――これも、『物質転送テレポーテ』の出入り口なのだろう――を修理しようとしているのだ。彼女はノトたちが旧人類の遺跡を参考に魔法と科学を組み合わせたのと、逆のことをやっている。

「地球人に、ロケットを……？」

　ノトの隣まで駆けてきたラキザミが、眉まゆを寄せて問いただす。

「サベラが言ってた――コイツは地球を襲って、支配して……空星に渡るロケットを作らせるつもりなんだ！」

「なぜ……ですか。なぜ平和的な方法をとらないのです。地球人の科学力は飛躍的に高まっている。いずれ、空星にだって行ける。待てばいいことではないのですか――」

「待てん待てん、もう、もう待てんのや……！　ウチにはもう……時間がない！」

　ルーガはまるでだだっ子のように、首を横にふった。

　真っ赤なその髪が、ばさばさと揺れる。

「自分で分かる……ウチの命は、もう……あと、５年も、もたん……！」

　再びノトたちを睨にらみ付けたその目は、地球人と同じ、涙に潤うるんでいた。

「お前らは国や人種に分かれて力を一つに合わせられずにおる、下っ等ぉーな人類や！　そんなお前らに任せといたら、ウチは寿命が尽きて、次のルーガになってまう……！　イヤや、イヤなんや！　前のルーガも、前の前のルーガも、泣きながら次のルーガに記憶を託して死んでった！　ウチは……ウチはそんなのイヤや！　ジフに会えるのに、会えんまま死ねるかよッ！」

　感情を昂たかぶらせるルーガの腕で――

　入れ墨が、びか、びかびか、と光を充じゆう填てんさせていく。

　視覚的に、直感的に分かる。あれはカウントダウンだ。

　あいつはいま、強大な攻撃を準備している。

「おとなしくしとれや……ウチはこれから、地球に挨あい拶さつ代わりのメーザーを撃ち込んだるんやからな。月こ面こからなら、地球の全域を24時間でメッタ撃ちにしてやれる。震え上がらせたところで、直したこのゲートで地球に上陸……ふは……あと一歩や、あと一歩で、準備が整う。全力の全力や――ジャミングも中断したる。お前ら、通信機だろうが何だろうが使いたきゃ使え。もう、お前たちにウチを止めることはできんのやからな――!!」

　意味の分からない内容も交えながら、ルーガは入れ墨の光をぐんぐん溜ためていった。

　入れ墨の縞しまがほぼ全部光った状態になると、ルーガの体はぼんやり光をたたえ、ぱち、ぱち、と火花が飛び散り始めた。あふれ出す力に弾はじかれるように髪も広がり、身体からだの周囲にあった砂さ塵じんが地面から浮き上がりはじめている。

「はは。絶景やな。１発目――いったるで。よぉーく見とれや」

　そう言いながら上――地球の方を向いたルーガは、凶暴な笑みを浮かべる。

　地球の暗い部分、レクト亞大陸のあたりを睨にらむルーガに――

　ノトは叫んだ。

「やめろ……やめてくれルーガ！　レンビアのことも……地球人のロケットも……お前、なんでそんなやり方で奪ったり壊したりするんだよ！　なんで……火星と地球が戦わなきゃいけないんだ！」

「知らんのかノト。かつて不毛の赤い星だった頃ころの火星の別名を――

　火星は、軍神星マルス。戦を呼ぶ星なんやで」

　不敵に笑いながら、地球を見上げながら――

　ルーガはほんの少しだけ、哀かなしげに呟つぶやいた。

「お前らのことなんか、知らん……ウチはただ、ジフに会いたいだけなんや……！」

　そしてルーガは、その眼を一際強く光らせ始める。

　撃とうと、している！

　そこに――

「待ちなさいルーガ」

　ノトの隣から、ラキザミの声がした。

「撃とうというのなら、私も地球人として反撃します」

「？」

　ルーガは、ちら、と少しだけこっちに意識を寄せる。

「私たち地球人だって、無力ではありません。サベラさんの頭の中を見たのなら知っているでしょう。立体魔法陣キユビ・マギルス――私の胸には、それが埋め込まれています。地球を無差別に傷つけようというのなら、私は自らを犠牲にする事をためらいませんよ。ノトさんも、異存、なしのハズです」

　最後の一言はノトの方を向いて言いつつ、ラキザミは自分の左胸に両手をあてる。

　ぶっちゃけ異存は大ありだが、こうやって脅おどしてでもルーガを止めないことには、にっちもさっちもいかない。

　ノトは仕方なく、ラキザミの言葉を否定せずにルーガを睨み続けた。

「…………」

　立体魔法陣キユビ・マギルスのことは、知っていたらしい。

　ルーガは地球から狙ねらいを外し……こっちに、向き直った。

「考えたな、こんガキャぁ……そやけどどうする。ウチがこうすれば、お互い、打つ手無しやないか」

　――そしてそのルビー色に光る目で、今度はラキザミを狙ねらう。

　ラキザミは左胸に手を添え、立体魔法陣キユビ・マギルスを発動させる構えを見せる。

　２人はお互いの首筋に刃物を突きつけ合ったような、膠こう着ちやく状態になっている。

「おじいさま、まずはレンビアさんを取り返しましょう」

　ルーガの方を向いたまま、ラキザミが言ってくる。

　言われるまでもなくそうするつもりだったノトは、守り刀を鞘さやに収めると、とんっ。

　地面を蹴けって、ふわりとレンビアのそばまで跳んだ。

　都合、ルーガのすぐそばに降りることになるが、ラキザミに釘くぎ付づけにされているルーガはノトに何もできないようであった。

「レンビア……」

　触手を払いのけるようにしてレンビアを抱きかかえると――レンビアは、超ちよう天てんで火星に向かった時のように眠っていた。だが、その体温はあの時よりずっと下がっている。

　まるで、今にも、死んでしまいそうなくらいに。

「ああ……どうしたらいいんだっ。眠るどころじゃない、昏こん睡すいしてる……ッ！」

「昏睡……!?」

「ナキアミが言ってた、レンビアは自分が持ってた『眠り姫』を全部飲まされたんだ」

「そうだったのですか……であれば、おそらくもう命が危ないことでしょう。『眠り姫』は用量を超えて服用すると劇薬になる。おじいさま、すぐにレンビアさんを助けるのです」

　ゆっくり歩いて近づいてきたラキザミが、横目でノトを見ながら言ってきた。

「助けるって……どうすればいいんだよ……！」

「目を覚まさせなさい。キスで」

「え」

　それを聞いたノトと……ついでにルーガも目を丸くする。

　そうだ。そういえばそうだった。

『眠り姫』の魔法を解除するには、キスしかない。

　それもアローレンが余計な解説をしていたが、唇で、唇に。

「キ、キスって……！」

　したいしたいと思ってきたキスだが、こんな、世界の命運を握る睨にらみ合いの横でとは。

　ノトは――死んだように眠るレンビアの顔を見下ろす。

　そのチェリーピンクの唇は力なく少しだけ開かれており、ヤバいぐらいに柔らかそうだ。

「急いでくださいおじいさま。事は一刻をあらそ――」

　ラキザミがお小言を言い始めた時、ためらったら余計に恥ずかしくなると思ったノトは――目をぎゅーっと閉じ、思い切って、レンビアの顔に自分の顔を覆おおい被かぶせた。

　…………

　キス、した。

　……

　…………ああ、やわらかい。

　………………

　眠るレンビアと一緒に、ノトもまるで石になったかのように硬直してしまう。

「…………！」

　女しかいない星で育ったせいか、ルーガも生で見る男女のキスには耐性がなかったらしい。ラキザミのことはさておき、くぁー、と赤くなってノトたちを見ている。

「ん……んー！」

　くぐもった声を上げたのは――レンビアの方だった。

　目が覚めたらしい。

　はっ、とノトがレンビアから顔を離すと、その翠みどりの目をまんまるに見開いている。

　いま自分が何をされたのか、把握したらしい。わ、わ、あわ、とわななくその唇へ、確かめるように震える指を乗せている。

「……ノ……ノト……？」

「よかった……目が覚めたんだな、レンビア……！」

「……目が……？　あ、あっ……あたし、ルーガに『眠り姫』をムリヤリ飲まされて……起きたら、あんたが、あ、あたしに……キっ……キス……今……ノトがあたしに……！」

　レンビアは混乱の極致といった感じで、半べそをかきだす。

　それを見たノトは、レンビアの背中を抱きとめる手を握りしめた。

「な、なんだよ……お前『キスは身構えてないときにして』って言ってたろ？　『どんなタイミングでもいいから』って……い、今じゃイヤだったのかよっ」

「―――イヤじゃないよ！」

　ばっ、とレンビアは――うれし泣きしながら、ノトの腕に抱かれながら、地球の４分の１しかない重力の助けも借りて――

　ノトを、抱き返してきた。

　その言葉に、頭の先からつま先まで真っ赤になってしまいながら……

　ノトももう、ためらうことなく、レンビアを抱き返した。

　ノトの両腕にすっぽりと包まれたレンビアは、ノトが思っていたよりずっと小さくて、細くて、か弱くて……やっぱり愛さずにはいられない、唯一無二の存在だった。

　たとえ宇宙の果てまで探しに行ったって――

　彼女以上の存在は、見つからないだろう。

（レンビア……俺おれのレンビア……！）

　王様？　ガルニア？　それがなんだ。この宇宙から見れば指先ほどの大きさもないそんなもののために、宇宙を引き替えにしても２人といない彼女を、失いかけていた。

　ノトは甦よみがえってきたレンビアの温もりを、さらに強く抱きしめる。

　――俺は、もう二度とレンビアを離さない――！

　その想おもいは『恋する共感ラビン・シンパシア』の真の覚かく醒せいとなり――愛を確かめ合ったノトとレンビアの想いは２人の心を双子星のように駆けめぐった。そして、どこまでも加速していき、ついには光の速さをも超え――次の瞬間、まるでビッグ・バンのように爆発した。

　ノトたちの『恋する共感ラビン・シンパシア』は、瞬時に月を包み込み、地球へと広がっていく。

（ああ……！　これが本当の――『恋する共感ラビン・シンパシア』――！）

　かつての何兆倍という感度になった『恋する共感ラビン・シンパシア』は、かつてノトが星を超えてルーガの恋心に繋つながったように、地球中の恋に次々と共感していく。

　それは地上の街角で、公園で、学校で、あるいは森の中で、島で、農園で、荒野や草原、高山や極地にさえ満ちている……地球中にあふれる、無数の男女の恋心だった。

　――それはまさに、奇跡の一瞬で――

　今や地球中の恋心を司つかさどる存在となったノトの体は、まるで教会にある神の絵のように光り輝くのであった。

　そして、地球もまた――今、輝いていた。

　恋する心で、輝いていた。北から南まで。東も西も。

　恋に包まれて、まるで太陽のように輝いていた。

「……ルーガ」

　ノトはレンビアを腕に抱いたまま、こっちを呆ぼう然ぜんと見ているルーガに振り返る。

「お前にもきっと伝わる。恋する心を持つ、お前になら――」

　そしてその触手を一本、ぎゅ、と握った。

　ノトと握手するような形になったルーガの心に――

「…………！」

　ノトを中継器にして、地球中の恋心が流れ込んでくる。

　ルーガは、う、うぁ、とその感動に怯おびえるような顔をした。

　そして……

　………

　再び地球を見上げ、その赤い目から――光線ではなく、

　涙を、こぼした。

　ノトの心に、ルーガの感情もまた、流れ込んでくる。

　ルーガは――悟ったのだ。

　地球は、自分の恋と同じものが無数に詰まった、恋する惑星だということを。

「………できん……」

　呟つぶやいたルーガの心は、地球中に、自分を見つけ出しているようだった。

　誰だれかに恋い焦がれ、燃えるように高鳴る、恋する心。

　それが無数にちりばめられた地球を、傷つけることはできない――

　だって……まるで、自分を傷つけるようだから。

　それはルーガにも伝わった、ノトの『恋する共感ラビン・シンパシア』だった。

　共感は地球からさらに広がり、遥はるか遠い火星にも届く。ウスタマカが言った通り、真円――火星の輪がその共感をさらに一気に外へと広げていき、土星へ。



　そして土星の輪から、『恋する共感ラビン・シンパシア』は、宇宙いっぱいに広がっていった……



「――――――！」

　ルーガは、あらぬ方向に振り返った。

「ジフ……！」

　その『恋する共感ラビン・シンパシア』には、ノトも気づいていた。

　宇宙の彼方かなた、肉眼ではとても見えない遥はるかな星、空星――

　そこから。

「いる……」

　ルーガを想おもう、ルーガと同じくらい強く想う、恋心が伝わってきたのである。

　それはルーガが何千年も、もしかしたら何万年も想い続けた、たった１人の愛する男――ジフの恋心だったのである。

　生きて、いたのだ。

　ルーガの愛するジフは、ルーガのように永い永い時を生き、まだ、彼女を想っている。

「……ジフ……」

　それを感じ取ったルーガは、へにゃ、と地面に手と触手を突いた。

　その腕に光っていた入れ墨が、すっ、すっすっ、と光を失っていく。

「…………」

　ノトの共感によれば……

　月面に顔を伏せ、小動物のように震えているルーガは……驚きと感動と、愛とか恋とか、とにかくいろんな感情でいっぱいいっぱいになっていて……

　もう、危険な存在には思えなかった。

　結局、人は、恋する生き物。

　恋のために何かを見失ったり、何かを壊したりすることもあるが――

　そこから目を覚ますのもまた、恋の力で、だったりするのだ。

　次第にいつも通りの感覚に戻りつつある自分の『恋する共感ラビン・シンパシア』を感じながら、ノトは最後にもう一度だけ輝く星々を見上げ、宇宙の想いをその身に浴びた。

　地球。月。火星。空星。そしてその外。もっと遠く、遠くまで――

　ああ、宇宙には、恋が満ちている。



    

  
    
      




    

  
    
      　月面の人面岩は、やはり火星と地球をつなぐ飛び石のような装置だった。

　結局ルーガは地球へ続く右眼を直せていなかったし、大所帯になってしまった火星からの帰還船を操縦するにも人員が必要なので、ノトたちはいったん火星に戻ることにした。

　人面岩は調子が悪くいつ壊れるか分からない状態だったので、念のため、火星へ送る質量を小出しにしようということになり、１人１人返すことになった。

　眼を覚ましたとはいえ、レンビアは『眠り姫』を飲まされすぎた後遺症でふらふらしていたため、急いで火星に返す。さらにルーガもラキザミにやられた傷のダメージがあったので、続けて火星に返した。

　そうして月面に残ったノトは――同じくまだ残っていたラキザミと２人っきりになると、ちょっと口を尖とがらせた。

「……お前さ。なんで、ずっと隠れてたんだよ。もっと早く出てきてくれてりゃ、こんな大騒ぎにならなくて済んだかもしれないんだぜ？」

　ノトはちょっと叱しかるような口調で、ラキザミに言う。

　祖父としては、一応、孫娘を教育しておかねばならないだろう。

「私がサベラさんを見つけたとき、ルーガは既に彼女をとりこにしていました。私はそれに不穏なものを感じたので、イザという時――おそらくルーガを奇襲する時、と考えていましたが――その時がくるまで、隠れていることにしたのです」

　と言いながら……ラキザミは、ぺろ、宙軍制服のスカートをめくって、ふとももの鞘さやに刀を収める。

「でも、そんなら俺おれたちだけにでも教えてくれりゃあよかったじゃんか。俺たち、火星にいる間ずっとお前を探してたんだぞ？」

「火星で予定されていた規定の調査なら、円盤ソーサに命じてきちんとこなしてありますからご安心ください」

「そういうことじゃねーよ。心配したってこと」

「そう仰おつしやられましても、皆さん……特におじいさまは隠し事のヘタな方ですから。もしどなたかに教えてしまっていたら、バレていたでしょう」

　というラキザミに、ノトはやれやれとかぶりを振った。

　まあ、言い争っても仕方ないか。

　相手はクールな人間計算機カリキユラトリエである。口げんかで勝てる気はしない。

「はいはいそうでしたか。で……お前、どこに隠れてたんだよ」

「『家族の共感フアミラ・シンパシア』で見つけたファーマインの館やかたの――屋根裏に、ずっと」

　しれっと答えるラキザミに、ノトは頬ほおを引きつらせる。

　なんだ。館にいたのか。

「と、灯台もと暗しってヤツだな……いつからだ？　俺たちが館に着いてすぐにか」

「いいえ。その前からずっとです」

　と言うラキザミに、ノトはちょっと首を傾かしげた。

「その前から……って。ファーマインの館やかたにはサベラしかいなかったんだろ。なんで『家族の共感フアミラ・シンパシア』で見つけられるんだよ」

「――私は、サベラさんの孫でもありますので」

　ぴら、と自分の髪を少しつまんで見せながら、ラキザミが言う。

　え。あ。

　まあ、それはサベラ女史と同じ銀髪で、お美しいんですけど。

「………………えーっと………………」

　ノトの記憶が確かなら、ラキザミは、ノト、レンビア、そしてナキアミの孫だったハズである。これでは組み合わせが合わない。ちょっとムリのある話だが、最悪、その３人だけでもラキザミは誕生できるのだが――これにサベラが加わると、成り立たなくなる。

「俺おれと、レンビアの子供がいて……えっと、ナキアミは……あれ？　サベラ……？」

「ああ、ご説明し忘れていましたが、私は……あなたとレンビアさんの息子さんと、サベラさんとナキアミさんの娘さんの子なのです」

「………………あ…………あのー…………仰おつしやる意味が分かりかねやがるんですが……」

「私のルートではサベラさんはいろいろあって女性をやめられ、男性になられまして」

「ぶ！！！」

　どしん。

　ノトは驚きのあまり、人面岩のおでこに思いっきり尻しり餅もちをついてしまった。

　正直、今までの全すべての出来事より、こいつが一番の驚きだ。

　何。どういうこと。

　ノトは真っ赤になって目をぐるぐる回しながら、記憶をまさぐる。

　たしかにサベラは旧ガルニア宙軍時代、ナキアミに『私が男だったらお前を嫁に欲しいくらいだ』とかお風ふ呂ろで告白してた記憶がある。手料理も気に入ってたみたいだし。

「で、でも、女っ。女と女っ、で、娘さんって、そんなっ」

　と口走ったところで、ノトはピンときた。

　あぁ―――あれか。魔法使いのウスタマカが言っていた。たしか、變性水トランセシア。確かにそういう魔法のアイテムを使えば、人間が性別を変えることは可能である。でもだからって。

「まあ、性別を変えられるまで、いろいろなご事情があったそうですが」

「いろいろありすぎだろ……常識的に考えて……！」

　ノトの全身から、変な汗が出てきた。

　ラキザミの歴史はこの歴史とは別の形に枝分かれしているとはいえ、中の人は同じキャストだ。歴史とはなかなか変わらないモノだそうだし、もしかしたらこの歴史のサベラとナキアミも改めていろいろあって、くっついてしまう可能性は大である。

　サベラとナキアミの禁断のキスシーンを脳内で上演しかけたノトは……

　異変に気づいて、それを中断した。

　――人面岩の左眼から放はなたれていた赤い光が、いつの間にか消えているのだ。

「…………」

　ノトの視線に気づいたラキザミが、ささっ、と人面岩の眼に手を置いた。

　そして今度は、壊れている頭の部分に回り込む。

「………え…………もしかして…………」

　ノトがこわごわ立ち上がると、ラキザミは、

「壊れたようです」

「ようですって！」

「おじいさまのせいですよ。いま、尻しり餅もちをつかれた衝撃が原因ですね」

　ラキザミは、ぎろ、と怒った時のレンビアに似た厳しい目つきでノトを睨にらんできた。

「お、俺おれのせいじゃねーよ！　強いていえばサベラのせいだ！」

　なんだか自分でもワケの分からない責任転嫁をしつつ、ノトは真っ青になる。

　ラキザミはそんなノトをスルーして、うーん、と考えた。

　ぴこ、ぴこ。ナキアミのそれよりかなり短い、子こ鹿じかみたいなシッポが動いている。

「まあ、火星への帰還は不可能ではないでしょう」

「え、そうなのか」

「はい。旧人類の文明については、私も少々研究しましたので」

「い、いつの間に……」

「館やかたの屋根裏で円盤ソーサを１つ分解し、分析デイテクの魔法陣にかけて構造を理解しました。旧文明の科学は、極めて理解しやすい技術でしたよ」

　科学者の目つきで言うラキザミに、ノトはちょっと頬ほおを引きつらせる。

　あんな忠実な円盤ソーサを分解するとは、ちょっと冷血だ。

　しかしその好奇心のおかげで帰り道が作れそうだというのだから、感謝しなければ。

「火星への『物質転送テレポーテ』装置は、さっきおじいさまが尻餅をつかれたせいで液体の部品がこぼれてしまったようです。これは……私たちの言葉でいうところの『銀ミスリルの滴しずく』と同じ物質ですね。なので、これをどこかから入手してくる必要があります」

「どこかからって……月面で探そうにも、宇宙服が無いぞ」

「買いましょう。地球で」

　人面岩の左眼を指しながら、ラキザミが言う。

「え」

「これは『物質転送テレポーテ』の中継点のような役割の装置だと思われます。こっちの眼は地球への『物質転送テレポーテ』装置になっている。なので、これを起動すれば地球に行くことができます。ただ、修理は私がレンビアさんの魔法陣を元に行いますので、彼女の方式で起きる副作用――およそ・年・の・時・間・遡・行・が起きることでしょう。あと、起動のための莫ばく大だいな魔力が必要なのですが……この際、仕方ありません。私の立体魔法陣キユビ・マギルスの魔力で代用しましょう」

　言いながらラキザミは、さっそくかちゃかちゃと人面岩の脳みそをいじくり始めた。見れば、いらない部品を外して工具にしたりしている。器用な子だ。

　……

　…………

「あ、あのー。俺おれもなんかすることとか、ないかなー……？」

　手持ちぶさたになったノトは、ちょっと小声で孫娘に何か手伝えないか聞いてみる。

「一つ決めなければいけないことがありますね」

「何」

「どっちが行くか、です。今回の『物質転送テレポーテ』は科学と魔法のつなぎ合わせですから、正直、失敗して体がバラバラになってしまうおそれも５割ぐらいあります。従って、私は行きたくないのですが」

「５割って！　確率高すぎだろ！　そ、そんなん俺だってヤだよ！」

　まあ失敗してしまえば、月面に残されたところでのたれ死にしてしまうのだが……バラバラになって死ぬなんて悲惨すぎだ。

「おじいさまは先日、レンビアさんがプロポーズされたとき――『お前みたいに過去に戻ってやりなおしたい』と音鏡石リンコツトで私に言ってたじゃないですか」

「あ、あんときはあんときだろ！　お、お前もほら、地球は楽しいぞー？　青く美しい星。海とかもある。そうだ。お前の好きな海で泳いだりとかもできるんだぞー？」

「遠慮します」

「なんで」

「生理中ですから」

「ぶ!!」

　表情一つ変えずに言われて、ノトはまた尻しり餅もちをつきかける。

　が、今度はなんとか踏みとどまった。

　これ以上、人面岩をバカにするわけにはいかない。

「じゃあ公平に、コイントスで決めましょう。表で私。裏でおじいさま」

　と言うとラキザミはいきなり制服のポケットから１シェル銀貨を取り出して――ぴん。と弾はじいた。弾かれたコインはくるくる回りながらやけにゆっくり落ちてきて……

　ぱし。

　ラキザミはそれを空中で手の甲に乗せて押さえた。

「はい裏。おじいさまです」

「お前いま絶対見てやっただろ！　いまの絶対ゆっくり落ちてたから見えた！」

「往生際が悪いですよ。ふれー・ふれー・おじいさま・です」

　なんかちょっとキャラの違う――しかし明らかに心はこもっていない――言い方で応援しながら、ラキザミは立ち上がった。

「というわけで修理はできました。左眼に乗ってください」

　淡々と物事を進めてくる孫娘をぶっすぅーと睨にらみながら、ノトは眼の上に立つ。

「でも……銀ミスリルの滴しずくなんてどうやって買うんだよ。あれ、けっこう高いぞ」

「おじいさまのそのペンダントを売れば、買えるでしょう」

　ラキザミに胸元を指されて、ノトは眉まゆを寄せた。

「こ、これは……ダメだ、大事なものなんだよっ。月でレンビアにもらった……っていうか、俺おれがレンビアにあげた……っていうか。あれ、どっちのやつだっけ」

「モノはモノです。ご自分と、かわいい孫娘の命の方が大事でしょう」

　この冷血娘め。

　そう思いながら、ノトが文句を垂れようとすると――ラキザミは自分の左胸にそっと手をあてた。そして目を閉じ、何やら少しだけ、呪じゆ文もんを唱えた。

　フッ、とラキザミが人面岩の頭に息を吹き込む。

　すると、ノトの立っていた眼からは青い光がほとばしり始めた。

　どうやら今ので、ラキザミは自分の胸に埋められた立体魔法陣キユビ・マギルスからこの人面岩へと魔力を移したらしい。さすがレンビアの孫だ。魔法陣に関しては器用なことができている。

「いいですか。今回の『物質転送テレポーテ』の魔法陣は、ブーメラン型にしてあります。これからおじいさまは10年前のガルナに転送されますが、その後どこに移動されても……ブーメランのように６時間後にはここへ自動的に帰ってきます。ですのでその間に銀ミスリルの滴を、一ひと滴しずくで構いませんので買ってきてください。では」

　そう言ったラキザミが人面岩の頭をさらにかちゃっといじると――

　ノトはいきなり、その場から消えた。



「……さむっ！」

　ノトが最初に口走ったのは、その言葉だった。

　重力がいきなり１倍に戻ったことで膝ひざがカックンとなってしまい、四つんばいになったノトの手には――石畳の道にうっすらと積もる、雪が触れていた。

　どこだここは。きょろきょろと周囲を見回すが、どうやらガルナの城下町だということ以外、あまりよく分からなかった。しょうがない。さっきラキザミは、今回の物質転送では時間が遡そ行こうすると言っていた。つまり、ここは過去のガルナなのだ。

　こそこそっ、と起き上がり、コートの襟を正す。

　不審がられないためには、まず身なりをしっかりさせておかなければならない。

　そう考えると、火星でルーガにもらったこのカッコいい服は役に立ちそうだった。宇宙服とかを着てなくてよかった。

「６時間……か。それまでに銀ミスリルの滴を買わねーと」

　呟つぶやいて太陽を見上げると、時刻はだいたい昼過ぎといったところだ。

　恐る恐る町を歩くと、季節は――冬で、こまごました商店がみんなバーゲンをやってることから、１月の下旬と思われた。この時期、ガルナでは聖サナターン祭と正月で売れ残ったものに福引き券とかをつけて叩たたき売りする商習慣があるのだ。

「へーっぷし！」

　それにしても寒い。温暖な火星の秋から来たもんだから、ノトはくしゃみを連発する。

　こういうときはどこかのカフェでコーヒーでも飲んで温まりたいところだが、今はそれどころではない。道と道が交差する広場に出て、ノトはようやく自分がどこにいるのか把握できた。建物の装いがいろいろ変わっているが、あのドーム型の屋根をした建物は、ノトたちの時代にナキアミが買い上げた貴族の不動産だ。

　ってことは、町の中心あたりにいるわけで……と、ノトは頭の中で地図を広げ、買い物を楽しむ人々の行き交う道を歩き始めた。



　銀ミスリルの滴しずくを売ってそうな店はいくつか思い浮かんだが、知っている店の方がいいだろう。そう思ったノトは――ウスタマカの魔法用品店へと入った。

「戸を閉めやがれ。外の風が入ってくるだろうが。何の用だ」

　店の奥から仏頂面で言ってきたのは……

　ノトの知るウスタマカではない、ハゲた壮年の男だった。

　いや、これはウスタマカだ、先代の。それに気づいて、ノトは目を丸くする。

「あー。ゴメン。今日は１個買ってもらいたいモノと、売って欲しいもんがあって」

　言いながら戸を閉めつつ、ノトはカウンターの脇わきにあったイスに座る。

「何を売りに来やがった、小僧」

「これ……」

　心苦しかったが、背に腹は代えられない。

　ノトは首から三日月形のペンダントを外すと、ちゃり、とカウンターに置いた。

「緑ミスリルか」

　初代ウスタマカはちょっと物々しい手つきでペンダントを取り、天てん秤びんで重さを量る。

「買ってやるけどよゥ……ま、１０５金アダガってとこだな」

「えっ」

　ノトはつい声を出してしまった。

　高い。

　これ、ノトがこの店で買った時は――まあそれでもバカ高かったが、24金アダガだったのだが。

「安いとか言うなよ。たしかに緑ミスリルはこの世で一番高価なミスリルだが……」

　なんだか説得するような口調のウスタマカは、どうやら、これでも相当安く値をつけたつもりらしい。

　ノトが知る限り、この世で最も高価なミスリルはレモンミスリルのハズだが……どうやら時代が違うことで流通量も異なり、値段が違うということらしい。

「在庫抱えるのはウチなんだ。ちょっとは叩たたかせろ。うちの客は平民が多い。こんな高ぇモン、庶民の手には届かねぇからそうそう売れねぇんだよ」

　すまん、それは10年後には値崩れして庶民の手に届く。

　のど元までそう言いかけたノトだが、話をこじらせないためにそうですかとうなずく。

　しかし、１０５金アダガとは。

　これはノトの年収に匹敵する金額である。

「まあ、店先に飾っとくさ。こいつを見て町の女どもがうちの店に憧あこがれてくれりゃいい。どうせこんな高級品、10年ぐらい売れねえだろうからな」

　言いながらじゃりじゃりと金貨アダガを机の上に並べたウスタマカに、ノトは、

「いや、８年６ヶ月後には売れる。また俺おれが買いにくるよ」

　ちょっと冗談めかして言いながら、コインをとりあえず自分の方に寄せた。

「なに寝ぼけたこと言ってやがる」

「あー、あとこの金で、『銀ミスリルの滴しずく』を１ビン買いたいんだけどさ」

　眉み間けんにしわを寄せたウスタマカをごまかすように、ノトは商談を進める。

「お前、バカそうな顔の割に……魔法陣師アラベスカか何かか？　それなら４金アダガだ」

　呟つぶやきながら背後の引き出しを開け――ウスタマカは、香水のビンみたいな小さなボトルを渡してきた。ちゃぷ、と中にきらめく銀色の液体を見て、ノトは金貨をウスタマカに４枚戻す。

「……」

　どうしよう。

　１００金アダガ以上、金が余ってしまった。

「他ほかに用事は」

　ウスタマカは小さな葉巻を取り出して吸い始めながら、ノトに聞いてくる。

　実はもう用事はないのだが……と思ったノトは、店の中にあった八角柱のガラスケースに目を見張った。

　その中に、見覚えのある指輪がある。

「あ、あれ……！　ウスタマカの指輪……！」

「ん？　ああ。これか。お前、この芸術が分かるのか？」

　ノトがそれに注目しただけで妙に嬉うれしそうな顔をしたウスタマカは、ケースを開けて指輪を取り出してきた。

　ころん、とノトの目の前に置かれた指輪は、確かにウスタマカの指輪だった。

　レンビアが、レドライアス大王にもらったヤツである。

　だが――その意匠は、微妙に異なっていた。

　真ん中に据すえられている十字のマークが、斜めになっている。

　――×ノト型になってる。

「今２個目を作ってるんだけどな。どうだ、この緻ち密みつで完かん璧ぺきな彫金。コイツはこの世でオレにしか造れん。だが１個目コイツはあまりに完璧に出来過ぎた。そんで、思ったんだよ――」

「『これを仕上げてしまうと、私は工芸の神になってしまう』」

　ノトが言うと、ウスタマカは心底驚いたというように目を丸くした。

「……お前、何モンだ。なんでそれを」

「買った！」

　どん、とノトは残りの１００金アダガをウスタマカに差し出す。

「お、おい、こんなにしねえよ。そりゃあ丹たん誠せい込めて作ったけどよ」

「するんだよ。時と場合によってはな」



　悪いから、とウスタマカが大量にくれた福引き券で、ノトは大量のゲレっ等――チリ紙やらヒモやら、袋やらパンツやら――と、なんと３等のマンドリンを当ててしまった。

　よくある量産品のマンドリンだったし、荷物になるだけだから正直いらなかったのだが……捨てるのも何だったので、ノトはよっこらせとそれらを背負い、町に戻った。

（『その指輪は、今は誰だれが持ってるのか誰も知らないんだけど』ってレンビアが言ってたけど……そりゃそうだよなぁ。俺おれが、未来に持ってっちまってたんだからなぁ）

　ノトは苦笑いしながら、とりあえず自分でつけた×ノトモデルの指輪を見る。

　ウスタマカの指輪は、ノトの小指にぴったりだった。ちなみにノトのストーキング気味なレンビア調査によると、ノトの小指＝レンビアの薬指のサイズである。ツイてる。

　――買い物は、済ませた。だがまだ５時間半も時間が余っている。

　安心したら小腹がすいてきたので、ノトは余った１金アダガを崩して買ったリンゴをかじる。そしてせっかくなので過去の町を観光していると……見覚えのある広場に出た。

　ここは――ノトがレンビアを助けたり、ラキザミに時間学を教わったりしたリンゴの木の広場だ。

「あれ？」

　だが、なんか違和感がある。石畳の置き方がいいかげんであちこちに土が露出しているのは同じだが、例のリンゴの木がない。ただの広場である。

　どうやらこの頃ころ、まだこの広場にはリンゴの木が無かったらしい。

　この後あれが生えたおかげで、この額ひたいには×型の傷ができてしまったのだ。

（ここに種をまいたヤツを、ぶっ飛ばしたいぜ！）

　そう思いながら、ノトはそこを立ち去りつつ、食べ終わったリンゴの芯しん――と、その中にある種――を、ぽーい、と、背後の広場へ投げ捨てたのであった。



　あちこち歩き疲れて、街角に腰を下ろすと……もう、夕方だった。

　そろそろ、10年後の月面に自動的に帰らされる時刻である。

　ノトはそこでその時をのんびり待とうと、暇つぶしにさっき当てたマンドリンを弾くことにした。じゃらん。新品だから、さすがに良い音がする。



　旅人　どこまでも行く　旅人よ

　――ほんとうに、どこまでも行ったなぁ。



　たどりついた港など　一夜の宿にすぎず

　帆は春風を抱く　新たな星を標しるべに

　――月、ネロ、そして火星。星から星へ、あちこち行ったなぁ。



　旅人　どこまでも行く　旅人よ

　まだ見ぬ君を求め　彼方かなた　彼方――

　――レンビア。



　いずれ月までも　往くその旅人よ

　――月――



「人間は、月に行けるの？」

　急に、歌を聴いてたらしい誰だれかに背後から声をかけられて――ノトは演奏を中断した。

　振り返るとそこには、なんだかみすぼらしい、小汚い少女が立っていた。

　ぼさぼさの髪の毛と、ぼろぼろの服。

　だが、ノトには分かった。

　心臓が、大きく跳ねる。

　これは――

　レンビアだ。10年前の。

「行けるもなにも……お、俺おれ……行ってきたんだよ」

　混乱のあまりつい正直にそう答えてしまいながら、ノトは大きく深呼吸した。

　まずい、歴史に、ヘンな影響を与えないようにしなければ。

「――すごい！」

　。

　いきなり、何か影響を与えてしまったらしい。

　レンビアは目をキラキラ輝かせ、「バカガンドー！　聞いた!?」と誰かを呼んだ。

　呼ばれてレンビアの背後から出てきた、これまた汚らしい少年は……

「うっ――！」

　ノトはまた、心臓が止まりそうになる。

　額ひたいの×ノト字傷が無かったから一瞬分からなかったし……この頃ころはまだ、守り刀に刻まれていたコクガンドーという名前で呼ばれていたのだが――これはノトだ。10年前の。

　なんか、ものすごくヤバい気がする。自分で自分に会ってしまうなんて。

　しかもレンビアから「このお兄ちゃん、月に行ってきたんだって！」と聞かされたコクガンドー少年は、困ったことにこっちに少なからぬ興味を持ってしまったように見えた。

「お兄ちゃん……さっきから思ってたんだけど、どっかで会ったことなかったっけ。誰？」

「え」

　いきなりちょっと不審そうに言ってきたもんだから、ノトはコクガンドーへの答えに困る。まさか未来から来たお前だよーとは言えないし。

　今のこのカッコと、持っている道具にふさわしい言い訳を何か考えなければ。

「お、俺おれは……ただの、た、旅の吟遊詩人だ。だから、会ったことなんてないな」

　自分でもどうかと思った言い訳だが、相手が子供でよかった。２人は「へー」と納得したようにこっちを見ている。

　――これ以上こっちに興味を持たれてはまずい。何かヘンなことを口走ってしまったらいろいろヤバそうだ。

「え、えーと……だが知り合ったのも何かの縁。元気な子供たちにいろいろあげようっ」

　というわけでノトは、２人の興味をノト本体から逸そらすために――さっき福引きでもらった諸々のものを袋から階段にぶちまけた。チリ紙、ヒモ、パンツ……こんなもんで気が惹ひけるか心配だったが、さすがは２人とも孤児。わあ、と嬉うれしそうにその場にしゃがむ。

　よしよし。その調子だ。もっとこのガラクタに興味を持て。

「ほれ、これをこうすると……ほら、カワイイぞ？　いいものもらったな、お前」

　と、ノトはヒモで、レンビアの髪型をツインテールに結ってやる。

　なんかカワイソウなぐらいぼさぼさの髪だったが、結ってやるとそこそこ落ち着いた。

　それにしてもこの子が、将来、この国の王妃候補にまでなるとは。

　人生とは、分からないものである。

「これもくれる？」

　と、レンビアはパンツを手に取り――子供ならではの無邪気さで、その場で、はいた。

　ていうか今まではいてなかったのか。かわいそうに。

「あ、ああ。やるよ」

　ばさ、とボロいスカートをたくし上げてはいたパンツをご満悦で見ているレンビアに、ノトはちょっと引きながらうなずいた。

　もらった時は注意して見てなかったが、それはしま模様の――しまパンなのだった。

「バカガンドー！　どう？　新しい髪型！　新品のしましまパンツ！」

　レンビアは満面の笑みで、新しい髪型とパンツを子供の方のノトに見せている。

　チリ紙を折り紙にしていたコクガンドーはそれに「かわいいかわいい宇宙一かわいいよ愛してる」などとかなり適当に答えていた。どうやら自分は、昔からすごく適当なヤツだったらしい。

「かわいい……！　だって！　バカガンドーが初めて、あたしのことかわいいだって！」

　ハイテンションで叫んだレンビアはすごく嬉しそうにコクガンドーとノトの周りを何周か走ると、ばし、と子供の方のノトに飛びついた。

「いいこと考えた！　バカガンドー！　このお兄ちゃんみたいに、いつか月まで行こ！」

　その言葉に、ノト――大きい方のノトは、、とたじろぐ。

「競争だかんね！　そんで、あたしが先に月に立ったら、なんでも言うこと聞きなさい！」

　強引に話を進めるレンビアに、コクガンドーはちょっとムッとした顔で振り返っている。

「いいぜ。俺おれが負けるわけねー」

「なんでもよ？　たとえば――あたしを、あんたのお嫁さんにしてくれる？」

「いいってば。そんかわり、俺が勝ったらお前逆立ちで町一周な」

「あたしがバカガンドーに負けるわけない！」

　その会話を聞きながら……ノトは気が遠くなる思いだった。

　幼少期のノトとレンビアに月行きの――宇宙への夢を与えたのは、ノト自身だったのだ。

　レンビアが月まで行って遭難し、ノトが命がけでそれを助けに行き。

　それらのせいでネロやら火星やらに振り回され。

　挙げ句、２人の運命が劇的に変わってしまったのは――

　全部全部、自業自得だったってわけか！

「……なんて、こった……」

　あまりのことに、がいん、とマンドリンを階段に落っことしてしまった時……

　ノトは、ぱっ、と消えた。



    

  
    
      



    

  
    
      




    

  
    
      　10年前の地球から、現代の月へ。

　現代の月から、人面岩の眼で火星へ。

　そして火星から――ロケットで、地球へ。

　それはそれは、今度もまた、長い旅だった。

　火星と地球が最接近時を迎えていたおかげで道のりは短かったのだが、今回出せる速度には限界があったので、火星からの復路には往路よりも時間がかかってしまった。

　とはいえノトたちはルージーンとアローレンが航宙カプセルの中で作った『眠り姫』を使ってほとんど寝て過ごしたので、その実感はいまいち無かったのだが……

　そんなこんなで、一同は無事に光こう天てん・超ちよう天てん２つの航宙カプセルで大気圏に突入し、順々にポート湾に着水することができた。

　ルーガは――

　火星に、残った。

　やろうと思えば地球に連れて来ることもできたのだが、ジフがまだ生きていることを知って安心したことや、火星を守る仕事などの理由もあり……何より、彼女の身の上話を聞いたサベラが「いつか必ず空星に連れていく」と約束したのが決め手となったのである。

『……こちらガルニア海軍。超天の航宙カプセルを目視で確認した。そのまま待機せよ』

　聞こえてきた軍艦からの通信に、超天の航宙カプセルで波間を漂っていたノト・レンビア・ナキアミ・アローレンは手を取り合って喜んだ。

　――音鏡石リンコツトは、火星に戻った時点でいつの間にか復活していた。

　月でルーガが少し口走っていたが、あれはやっぱり彼女がジャマをしていたせいで不通になっていたらしい。

　そして、３月１日・早朝。

　ガルニアの軍艦に回収されたノトたちは、ガルナの港に無事入港した。

　着いたのが夜明け頃ごろということもあり港には熱烈な宇宙ファンだけが集まっていたが、それでもノトたちは人々の喝かつ采さいを受けて港の桟橋に降り立った。

　先にガルナへと生還したサベラ・ラキザミ・ルージーンの光天もさることながら、彼女らを助けたノトたち超天の乗員はもっと英雄視されているそうだ。

　その喝采に、ノトが恥ずかしそうに手を振っていると……

　がちゃ。なんだか厳いかめしいヒゲの騎士が、略りやく鎧よろいを鳴らしてノトの前にやってきた。

「――私はガルニア王家直属騎士団の長を任されている者である。貴君が、宙士アストロノトか」

「え？　ああ、そうだけど？」

　なんだろう。名前を確かめられたノトがキョトンとした次の瞬間……

　騎士はノトの手首を取り、

「王命である。貴君を――国家反逆罪により、逮捕する」

　あっ、と思うヒマも与えずに、手錠をかけた。



　検察騎士に罪状の詳細を聞いたところによれば……つまりは、こういうことだった。

　ノトたちの音鏡石リンコツトは、ルーガが全エネルギーを地球攻撃のために充じゆう填てんしていたあの月面の時点で、すでに復旧していたらしい。

　それに気づいたガルニアが、レンビアが持っていた音鏡石リンコツトの音声を確認していたところ――

『……キっ……キス……今……ノトがあたしに……！』

　こんなセリフが聞こえてきてしまったのだから、そりゃあもう大騒ぎになってしまったわけで。

　王妃候補にキスするとは、なんたることか――と、レドライアス大王本人より、彼のレンビアへの興味が損そこなわれることを恐れた周囲の大臣たちがブチ切れてしまったのだ。

　そんで、ノトは死刑と。

　そういうことに、されてしまったらしい。欠席裁判で。

　ガルナの町外れにある牢ろう獄ごくで、ノトは何千回目か分からないため息をついた。

　イジワルな看守が教えてくれたところによると、着水から３日目の今日――レドライアスとレンビアの結婚式がガルナの大聖堂で行われるらしい。

　つつがなく結婚式が完了すれば、ノトは恩赦で死刑から終身刑に減刑される。

　それを知ったレンビアは――『恋する共感ラビン・シンパシア』によれば、レドライアスと結婚する意思を固めたようだった。ノトの、この、命のために。

　――万事休すだ。

　あきらめの悪いノトは、この３日間、なんとかして牢ろう屋やを出られないものかと藻も掻がきまくった。猛獣のように鉄格子を蹴けったり殴ったり、かじったりもした。でもそんなんで出られたら牢屋じゃないわけで、結局、それはノトの手足を痛め歯を欠けさせただけの結果に終わっている。

「レンビア……」

　昨日、一昨日と、体がひからびるぐらい泣いた。今日の悲しみは感情の上限値を超えてしまっていて、もう涙も出ない。

　レンビアには、火星でプロポーズを予告して……月でキスして、お互いの気持ちを確かめ合った。

　だがその幸せに舞い上がって、ノトたちは油断してしまっていたのだ。

　それからどうするのか、しっかり考えていなかった。

　ノトは地球に帰ったら２人でどこか田舎にでも夜逃げしようなどとぼんやり考えていたが、心の奥で「愛さえあればなんとでもなるさ」などと考えてしまっていた。若さゆえのミス、とかいうやつである。火星では帰還の準備に忙しかったし、帰りの船内ではノトも『眠り姫』でほとんど眠っていたせいもあるが、今さらそんな言い訳をしても始まらない。

　やはり、恋敵は一国の王。

　法律と軍隊を使われてしまっては、一市民はこのように手も足も出ないのが現実だった。

　とうとうノトは魂が抜けたようになって、ただ――狭く暗い牢ろう屋やの中で、座って時を過ごしていた。

　ああ、気が狂いそうだ。

　いや、いっそ狂えてしまえばどんなに楽か。

　その時……

「ノト」

　どこかから、誰だれかが自分を呼ぶ声がした。

　女の声だ。ていうかサベラの声っぽい。

　はは、幻聴か。なんだ、狂おうと思えば狂えるじゃないか。

「ノト、おいノト。こっちだ」

　小声で――しかし今度はハッキリと、その声が聞こえてきた。

　え、と振り返ると、鉄格子の填はめられた窓の外から……紅あかい瞳ひとみが、こっちを見ていた。

「サ……サベラ？」

「時間がないから手荒に行くが、まあお前なら大丈夫だろう。とりあえず窓から離れろ」

　それだけ言うと、サベラは窓の下へと消えた。

　何をどうするつもりなのか、ノトが窓の外を見ていると……

　しゅるるるるるる……

　空の彼方かなたから、この窓めがけて。

　いつだったかの宙士アストロ選抜試験の時にサベラが飛ばしたのと同型の、ロケットの模型が飛来してきている。

　模型といっても、構造は実物と一緒だ。あれには爆発性の燃料が詰まっているのだ！

「――――ぶ！！！」

　ノトは後ろ向きに這はうようにして、牢屋の隅っこに背中をつける。

　次の瞬間。



　ごわあああああああああっ！！！



　ロケットは窓にかけられた鉄格子どころか、壁そのものを粉々にしながら牢屋に突っ込んできた。改良したのか、煙は噴きまくっているものの爆発はしないでくれている。

「………サ……サベラ……！」

　ノトは見る影もなくなった壁から、牢ろうの外へ這い出た。

　外には――自慢の銀髪をバッサリと短く切り、見事に男装したサベラがいる。

「サベラ……そのカッコ……!?」

「変装だよ、ノト。宙軍のサベラ、ということで私は少々売れすぎた。短期間で秘密裏に準備を進めるには、正体を隠す必要があったのだ。さあ、逃げるぞ」

　ドキッとするぐらい美青年に化けているサベラに戸惑いつつも、ノトは有難く彼女の誘導に従うことにした。



　騒ぎが大きくなる中、ノトたちはロケットの煙に紛まぎれて逃げ――サベラがこのために買い上げたらしい、町外れの倉庫に辿たどり着いた。

「囚人服は目立つ。とりあえず着替えながら話を聞け」

　とサベラが言いながら渡してきた服に、ノトはいそいそと着替える。

「科学は日進月歩だ、ノト。これは『ラタラ自動馬車バツギエ』社が作った新型車だが――」

　と言いながら、サベラは倉庫に隠してあった自動馬車からカバーの布を外す。

　そこにはナキアミが先日乗っていたのと同じタイプの車に――噴射口を後ろに向けた、明らかにロケットと思われるものを左右に２本増設した乗り物があった。

「私が、改良した。これをお前にやろう。使え」

　着替えを終えたノトは、その操縦席をのぞき込む。見ればこれもナキアミの車と同じで、操そう縦じゆう桿かんは輪っか型になっているものの、ロケットの操縦席によく似ていた。

「挙式は正午からだ。あと20分ある」

　兄の形見の金時計を出しながら、サベラがノトに向き直った。

「ノト。私の、お前の上官としての最後の命令だ――花嫁を奪え」

「サベラ……！」

「逃げ道はもう用意してある。これを」

　そう言って、サベラはさらにノトの手に地図を握らせてくれる。

「……ありがとう……！」

「礼には及ばない。私は火星での借りを返すだけだ」

　フッ、と笑ったサベラの微笑は――

　あのマジメで融通の利かないサベラから、一皮むけたカンジの笑い方だった。

　ノトはサベラと握手してから車に乗り込むと、駆動機をスタートさせた。どるるる……と、獰どう猛もうなケモノが眼を覚ましたような音を上げて、力強い振動が座席に伝わってくる。

「最後になるかもしれないから――言わせてくれ、ノト」

　サベラはその紅あかい瞳ひとみで、ノトの鳶とび色いろの瞳をのぞき込む。

「私は火星でお前に押し倒された時、この宇宙に……兄の意思が存在している事を悟った。だから――もちろんルーガとの約束もあるが――私はまた、宇宙を目指そうと思っている。ノト、私がその旅に出るとき、もし気が向いたら……また力を貸して欲しい。臆おく病びような私の宇宙を、また、拓ひらいてやってくれ」

「サベラ……！」

「さらばだ、アストロノト。私はお前の目が好きだったぞ」

　ちょっと赤くなってそう言ったサベラは、ファーマイン家のサーベルを抜き――さっ、と、旧ガルニア宙軍式の最敬礼の姿勢を取った。

　そしてそのサーベルで、がきん、と倉庫の扉に掛けた鎖を斬きる。

「サベラ――また会おう。いつか、必ずな！」

「ああ、宇宙のどこかで、な」

　ノトは推進ペダルを踏み、自動馬車バツギエで扉を押し開ける。

　町に見える時計台は、11時45分を指していた。

　結婚式までは、あと15分。

「レンビア――！」

　オリオンの翠星ヴエルデ・オリオネを見上げ、ノトは『恋する共感ラビン・シンパシア』で彼女の位置を確かめる。

　――ああ、いる。レンビアは大聖堂に。

　テンパってたから今の今まで気づかなかったが、サベラがくれたノトの服は――ガルニア西部の様式の、粋いきな燕えん尾び服ふく――花婿衣装なのだった。



　大聖堂の前の大通りは、警護の騎士たちによって市民の通行が制限されていた。

　だがそんなの関係ないとばかりに、ノトは騎士たちを自動馬車バツギエの突進で追い払い――

「レンビアっ！！！」

　どがっ！！！

　巨大な教会の巨大な門に、車ごと体当たりをぶちかました。

　そして、半開きになった門の隙すき間まに体をねじ込むようにして侵入しようとする。

　と、そこに真上から――ぐさっ！

「あっぶね!!」

　ノトすれすれに、門の上にあった十字架が落っこちてきた。バチが当たったらしい。

　だが、懺ざん悔げは後だ。今はレンビアを取り戻さなければ！

　聖堂の中は――当然といえば当然ながら、厳かで、静かだった。

　その奥の奥に、目をまん丸にしてこっちを見ているレドライアスと――

「ノト!?」

　純白のウェディングドレス姿の、レンビアがいた。

　ちょっとボケた感じの年老いた司祭は、何かの余興かしらん？といった顔でメガネをかけ直している。

「レンビア!!　来い!!　走れ！！！」

　ノトは騎士たちが門の辺りに集結しつつあるのを背後に感じながら、大声で叫ぶ。

　レンビアは――

「大王陛下っ！」何が起きてるのか分からずにいるレドライアスに、ぽんっ、とウスタマカの指輪を外して投げ返した。「ごめんなさい！　これ、お返ししますっ!!」

　そして、ダイヤモンドで飾られた白いハイヒールを脱ぎ捨てながら走ってくる。

「ノト！！！　おそい！！！」

　がう!!と犬歯を剥むきながら――レンビアは、ノトに飛びついてきた。



    

  









    
      　がっし、と抱きしめられたその勢いに乗って、そのままノトはレンビアをお姫様抱っこする。そして、がに股またになりつつダッシュで扉の方へ逃げた。

「貴様――宙士アストロノト!!」

　豪勢で重そうな花婿衣装を着込んでいたレドライアスが、礼装の飾りだったサーベルを抜いてヨタヨタ走ってくる。

　ノトは門の外にレンビア共々逃げると――門をキックで閉め、さっき落っこちてきた十字架を持ち上げ、黒金の取っ手に挿して閂かんぬきにしてやった。

　がくん、とちょっとズレた十字架は、×ノト、の形になってうまく填はまる。

　ノトは自動馬車バツギエの助手席にレンビアを押し込むと、自分も飛び込むようにして操縦席に戻った。見れば自動馬車めがけて、何騎もの騎士たちが抜剣して馬で駆けてきている。

　だがノトは不敵に笑う。

　馬か。古いやつらだ。こっちは最新の自動馬車バツギエだぞ。

　お前らは１世紀、いや、10世紀は遅れてるんだ。

　ついてこれるもんなら、ついてきてみろ！



　意外とついてきた馬たちをなんとか振り切ったノトは、サベラの地図に描かれてあった脱出経路に従って――ガルナ郊外の旧ガルニア宙軍基地・竜のテントテンタ・デイ・ドラコ跡地に逃げてきた。

　するとその入口には、ノトが昔買ってやった空色のワンピースでおめかししたラキザミが待っていた。

「やりましたねおじいさま。私の計算では、ここまで来られる確率は３割３分だったのですが」

「……見くびんなっ」

　がちゃ、と自動馬車バツギエから出たノトは、同じく出てきたレンビアの手を引いて――

　ラキザミに案内されるまま、竜のテントにあった教会に連れ込まれた。

　ここはパリヴィオンⅠの旅の無事を祈るために仮設され、旧ガルニア宙軍が解散となった後は遺棄されていたオンボロ教会である。

　その扉の前で、ラキザミはくるりとこっちに振り返った。

「ではお二方、ここで結婚式としましょう。司祭は不肖、私が務めさせていただきます」

　相変わらず事務的に事を進めてくるラキザミだったが、今はそれでいいかもだ。

　ここにだって、いつレドライアスの手が伸びてくるか分からないのだから。

「いいか？　レンビア。駆け足になっちまったけど……」

「あんたこそいいの？　あたし、これで貴族でもなんでもなくなっちゃったんだよ？」

　嬉うれしそうに、しかし照れるように言ったレンビアの手を、ノトはしっかりと握る。

「ネロで言ったろ。お前は、何も変わってないよ。だから俺おれの気持ちも、変わらない……ずっと、ずっとな」

　そう言われたレンビアは――赤くした顔を伏せ、「もう、早く結婚しちゃおうよ」と小声で言った。

「では始めましょう。みなさんお待ちかねですよ」

　と言って、ラキザミが教会の扉を開く。

　え？　みなさん……？

　ノトが、その不穏な言葉から直感的に危機を察した次の瞬間――

「ノト！　やっと来てくれたんだね!!」

　教会から、白いラタラの民族衣装に、緋ひ色いろの袴はかまを着たナキアミが飛び出してきた。

「ぶ！！！！」

「ノト！　これはどぉゆことぢゃ!?　お前、妾キエがいくら寛大とはいえ、式場にメカケを２人も連れてくるとは！　花嫁衣装まで着せて、悪ふざけがすぎるぞ!!」

　と言うのは、ハヤンのキンキラキンの花嫁衣装で出てきたユァン様である。

「ぶぶぶ！！！！！」

　左右の腕をナキアミとユァンに引っ張られ、ノトは尻しり餅もちをつくことさえ許されない。

「ユァン！　ナキのノトを離して!!　離しなさい!!　離せ！！！　殺すぞ！！！」

「お前こそ離さんか!!　ノトは妾キエの良人おつとぢゃと言っておろう！　あまりしつこいと国ごと滅ほろぼすぞっ!!」

　なんだか恐ろしい言い争いを始めた自称・花嫁のお二人から、ノトは必死に逃のがれようともがく。

「ラキザミ！　お、お前、な、な、なんでこいつら呼んでんだよ！」

「盛り上がるかなと思いまして」

「ある意味盛り上がるけど！　ってあ、あ、だめだって！　引っ張っちゃらめえええ!!」

　左右の腕を景気よく引っ張られたノトの肩が、ミシミシと音を上げる。

　まずい。まずいですよこれは。ちぎれ……る……！！！



　ちゅどっ！！！！！



「みぎゃっ!?」

「んぬおっ!?」

「ぶはっ！！！」

　団子状態になっていた３人を、衝撃波が吹っ飛ばした。

　全身がバキバキになった気もするが、なんとか断裂の危機からは逃れたノトが顔を上げると――

　そこには、ケープをはじき飛ばしてツインテールを振り上げ、×ノト型の魔法陣を頭上に構えたレンビアが鬼の形相で立っていた。

「このバカノト！　エロノト！　式はあとでいいから、自動馬車くるまを出しなさいよ!!」

　びしっ！とノトにサベラの地図を突きつけながら、レンビアはツインテールを振り上げて空を示す。

　そこには――斥候と思われる竜軍の飛竜ワイバンが、上空を大きく旋回していた。

　まずい。レドライアスにもう見つかったらしい！



　最後までマイペースだったラキザミとの別れもそこそこに、ノトとレンビアはサベラの地図にあった最後のポイントへ向け、自動馬車バツギエでの逃避行を続けていた。

「待ってー！　ノト！　ノト！　結婚してくれるって言ったじゃない!!」

　ノトと同型の自動馬車で、びー！と泣きながらのナキアミが右に併走してくる。

「い、言ってないって!!」

「妾キエには言ったぞ！　たしかに言った!!」

　左にはどこに隠していたのか、にょろーんと長いハヤン飛竜に乗ったユァンが飛びながら併走してくる。

「い、言いましたけど！」

「言ったの!?」

　助手席からはレンビアが、吊つり目でぎぎんと睨にらんでくる。

「ヴァ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！！！」

　ノトはアブない感じの大声を出してごまかしつつ、

「ユァン！」

「なんぢゃ!!」

「俺おれ、初めて会った時からお前にど―――してもお前に言いたいことがあったんだぞ!!」

「ほう！　愛の告白か!?」

「――お前は！　子供だ！」

「にゃ、にゃにぉう―――!?」

「９歳も10歳も子供！　子供と大人おとなは結婚できない!!」

　ノトが絶叫すると、ユァンは――

「子供……こど、こど……びえええええええええええええええ！！！！！」

　今までで最大級の泣きっぷりで、竜の上で泣き出した。

　その泣き声に反応して、ツノみたいな髪が――しゅら!!と、解ほどける。

「はい!?」

　その左右のツノ髪の中に封印されていたのは――２匹の、ピンク色に光る精霊だった。

　精霊様たちは、素人しろうと目めにも分かるほどお怒りでいらっしゃる。

　ぴゃぴゃっ!!とユァンの頭から発進した精霊たちは、どごっ！どごどごっ！とノトの自動馬車めがけて火の玉を撃ってきた。

「あっぶね！！！」

　ハンドルを左右に切りながら、なんとかノトはその猛攻をかわす。

　ああ、ああああーなるほど、どうりでユァン様は帝王なのにいつもあれだけ無防備だったわけである。

　――こんな最凶の精霊を、その髪の毛の中にいつも飼っていらっしゃったんだから！

「やれ!!　やるのぢゃ!!　手足の四五本もげてもかまわぬ!!　ノトを、ノトを妾キエのもとに――妾キエのもとに連れてこい！」

　ツノみたいな髪が解ほどけてロングヘアーになっているユァン様は、さらに物騒な命令を精霊たちに下していらっしゃる。

　もうこうなれば、奥の手を使うしかない――!!

　と、ノトはハンドルの脇わきにあったロケットの推進レバーを勢いよく引っ張った。

　がうんっ！！！！

　自動馬車バツギエの左右に据すえられていたロケットが同時に火を噴き、ノトとレンビアは一気に加速の重力にさらされた。

「きゃあっ!!」

「な、なんだこれ……!!」

　さすが、サベラが作ったロケットだ。

　体感だが、これ、３倍ぐらいの重力を感じるぞ。

　まだ何かぎゃあぎゃあ喚わめいているユァンと竜と精霊は、みるみるうちに背後に遠ざかってく。

「ノトー！！！」

　背後からの声に振り返れば、ナキアミは自動馬車があちこちから煙の尾を引くぐらいに加速させていた。引き離されてはいるが、果敢に追ってくる。

　ナキアミ。最初にロケットを見たときは、腰を抜かして立てなかったくせに。

　今は勇敢に、立派になったもんだ。

「ナキアミ！」

「ノトー！」

「お前、サベラと仲良くしろよ！」

　背後にそう叫ぶと、ノトはロケットのレバーをさらにフルスロットルまで引いた。

「本当に――最後の最後まで、ロケットにはお世話になるわね！　あたしたち！」

　隣ではレンビアが、ツインテールをちぎれそうなぐらい風になびかせていた。



　清素シルフエンと爆素ヒドランを使い果たして辿たどり着いた逃走経路の最終地点は――

　竜のテントテンタ・デイ・ドラコにほど近い、森の中だった。

「こ、ここでいいのか……!?」

「何もないじゃない……」

　モクモクと煙を上げて力尽きている自動馬車から降りると、ノトとレンビアは周囲を見回した。

　サベラ。こんな所に逃げて、一体どうしろというのか。どんな脱出経路があるのか。

　こっちはガルニア王もハヤン王もフッて、敵に回してしまっているのだ。

　逃げられなければレンビアはギロチン、ノトは斬ざん首しゆ刑けいで、２人仲良くあの世行きだろう。

　と、場違いな結婚衣装で２人がキョロキョロしていると――

「ノト君、レンビア君。こっちですよー」

　できれば一生聞きたくなかった、アイツの声がまた聞こえてきた。

　あの、困ったイケメンの声が――！

「ルー……ジーン!?　な、なんでこんなとこに……！」

　木陰から現れた元・筆頭魔導プリモ・マツギルージーンは、宮廷魔導師の制服でノトとレンビアに恭うやうやしく一礼してくる。

「サベラさんに、『命令を聞かなければ首を落とす』と２人して言われたものですから」

「２人……？」

　その言葉に不穏なものを感じると、それは大当たりで――

「ノっトくぅ―――ん！」

「もがおっ！」

　ばふ、とノトは宮廷魔女姿のアローレンに両腕で抱きつかれた。

「ちょ、ちょっと！」

　アローレンの胸がノトの顔に押しつけられてるのを見て、レンビアが焦あせった声を上げる。

「ささ、では行きましょうか。ここもすぐに見つかるでしょうし……私たちも健康診断という名目で牢ろうから出してもらったのですが、早く帰らないと怒られちゃいますからねぇ」

　ルージーンはこんな時でもレディーファースト、といった仕草でレンビアの手を取ると、森の奥へと２人を導くのであった。



　それは明らかに人工的に作られた、直径10メテほどの、丸い穴だった。

　森の中にこんな落とし穴を、誰だれが掘ったのか。

　竜でも落とすつもりか。

　見れば、穴の縁には数人のガルニア兵が倒れていた。全員、ノビている。

「これ……あんたたちがやったの？」

　とレモン色の眉まゆを寄せるレンビアに、ルージーンとアローレンは笑顔を向けた。

「ご安心を。殺してはいませんよ。それも命令でしたから」

「まあ、２人とも獣に化けてこいつらをヤッたからぁ、バレてないと思うのぉ」

　言いながら穴の縁に立つアローレンに促うながされて、穴の中をのぞくと……

　その奥には、夜空のような濃紺色に着色された巨大なロケットが隠されてあった。

「ガイアエルダⅠ。亞大陸全域を射程距離に収める、ガルニア王国の隠し玉よぉ」

　ノトの隣に来たアローレンが、うふふ、と優しく笑いながら説明する。

「こ、これで逃げろって……？」

　目を白黒させてガイアエルダⅠを見るノトに、ルージーンがピンと指を立てた。

「はい。サベラさんが仰おつしやってましたよ。『ノトはネロからガルニアを、火星から世界を救った。これくらいの褒美は、もらってもいいだろう？』と」

　サベラ……マジメ人間を卒業したはいいが、今度はぶっ飛びすぎだろう。

　ノトとレンビアは、言葉もなくお互いに向き合った。

「あーそれとノト君、レンビア君。最後にもう一つ、個人的な朗報があるのですが」

　そう言うとルージーンはアローレンの横に立つ。

　その腕に、アローレンが甘えるように抱きついた。

　あれ。コイツら、犬猿の仲のハズだったんだけど。どうしたってんだ。

「実は僕たちも、結婚することになりまして」

「えへへー」

　ちょっと照れながら言うルージーンと、Ｖサインを出してくるアローレンに――

　ノトとレンビアは危うく、ガイアエルダⅠの格納穴に落っこちそうになる。

「お、おまっ、お前らが……!?」

「だ、だってあんたたち、あんだけ仲悪かったじゃない……！」

　とたじろぐ２人に、

「実は彼女、妊娠してまして」

　はは、と笑いながら言ったルージーンに、ノトとレンビアは再び穴に落ちそうになり、何とかお互い支え合って一命をとりとめる。

「に、ににににんし……んっ!?」

　い、いつ。とノトは考えて、真っ赤になる。

　ああ、あれだ。ノトたちが火星で過ごしていた14日間、この２人はあの狭い航宙カプセルの中で２人っきりで過ごしていたのだ。そん時だろう。

　ネロの時、サベラとルージーンの関係を疑った時にも思い出したことだが――恋とは、元々カタキ同士だった間柄ぐらいの方が燃え上がるともいう。航宙カプセルの中で何か間違いが起きてしまって、燃え上がってしまって、こういうことになったのだろう。

　金魚のように口をぱくぱくさせているノトに、ルージーンは一瞬暗い表情を見せた。

「……貴様らのせいで投獄されて、ずいぶん女を絶っていたからな。つい、ってヤツだ」

　ボソッと言ったかと思うと、ぱっ、とまた笑顔に戻る。

「というわけで私は23回目、アローレンは８回目の結婚となりますが……お互い獄中結婚は初めてですし、新鮮な気持ちで、牢ろう屋やの中で支え合って生きていこうと思います」

「ルーくんとあたしの子どもは、宇宙の子だから――ノト、って名前にするんだぁ」

　とウィンクしてきたアローレンに、ノトはもう何も言う気力がなくなってしまう。

「あああーもう勝手にしろ！　お幸せに!!」

　ツッコミたい箇所はいろいろあったが、今はこっちもそれどころではない。

　ノトは大声でそう叫ぶと、真っ赤になってひっくり返り泡を吹いているレンビアをよいしょと抱き起こすのであった。



「環境、全て緑ヴエルデだ。第１から第７までの固体燃料も異常なし。レンビアお前、世紀の玉たまの輿こしにのるチャンスを逃のがしたな」

「清素シルフエンタンク、爆素ヒドランタンク――こっちも内圧ＯＫよ。あんたこそユァンで逆玉のチャンスだったんじゃないの？　このロリコンっ！」

「雷気圧エレクトラ、値、これも全すべて正常。そうかもなぁー。俺おれたちってバカだなあー！」

「重心軸、ぶれ・ひずみ・ゆがみ――すごい、完かん璧ぺきにゼロ。うん、ほんとにバカね！」

「バーカ」

「バカバカバーカ！」

　操縦席に着いた花婿衣装のノトと花嫁衣装のレンビアは、発射前の最後の声出しチェックを行う――もうヤケクソ気味に、笑いながら。

　ガイアエルダⅠは本当によくできたロケットで、それもそのはず、構造的にはハヤンの報ほう天てんをほとんどパクったものだった。

　本来は立体魔法陣キユビ・マギルスを搭載するはずの空間には、２人乗りの航宙カプセル『落花生ピーナツツエ』が換装されている。これは万一他国に発見されたときに言い逃れをするためか、もしくはサベラがこのロケットで宇宙をどこか探索しようとしていて用意していたものらしかった。

「よし――秒読み、開始するぞ！」

　のぞき込んだ望遠鏡スコープからは、森の上空で編隊を組み、血ち眼まなこになってノトたちを探している竜軍が見える。

　ああ、こりゃー後でどんなに謝っても、二度と許してはもらえないな。

　帰ってはこれないだろう。こいつで逃げるしかない――宇宙へ。

「30秒前――25秒前、覚悟はいいか？」

「どっちの覚悟よ？　打ち上げ？　駆け落ち？」

「どっちもだって。10、９、８――」

「ねえノト、素朴な疑問なんだけど」

「ん？」

「これからあたしたち、どこに行くの？」

「３、２、１――俺が聞きたい!!」

　ああ、このロケットは、どこへ行くのか。

　ノトは背中を突き上げるような噴射の振動を感じながら、レンビアの方を見た。

　どこでもいいか。

　――こいつと、一緒なら！



　南部諸侯連合ヴイストニアで量産体制に入ったナキアミの自動馬車バツギエは、予約分も含めるともう亞大陸中で５４００台も売れたという。これは２７０万金アダガ、10億８千万銅ルビにもなる。

　ナキアミはこの資金でさらなる工房を造り、いずれは亞大陸の馬を全部この自動馬車に取って代わらせるつもりでいる。それが実現すれば、もう亞大陸でナキアミ以上の金持ちはいなくなる。やろうと思えば、ガルニア一国を丸々買うことだってできるのだ。

　でも、それだけのお金があっても……ナキアミの欲しいものは、買えないだろう。

　あの人は、お金なんかに振り向く人じゃない。それが分かっていたから。

　ナキアミは――追った。

　自動馬車バツギエを走らせて、走らせて、空を飛ぶガイアエルダⅠを追った。

　どうすればあの人の心を、自分のものにできるのだろうか？　推進ペダルを限界まで踏み込みながらそれを考える。だが人間計算機カリキユラトリエの彼女にも、人の心は計算できなかった。

　ざぶん。

　とうとうポート湾の砂浜まで出て波打ち際に突っ込んだ自動馬車バツギエは、それっきり動かなくなる。

「ああ……ノト……ノトぉ！　どこへ行っちゃうの!?　ノトぉ!!」

　空の向こうへと煙の尾を引いて飛ぶロケットを見上げ――

　ナキアミは操縦席に立ち、しっぽの毛を逆立て、ほっぺをぶぅうううと膨らませる。

「ノトのバカぁ―――！！！　レンビアのバカぁ―――！！！」

　そして、ロケットが見えなくなるまで見送った。

　ナキアミは紅白の花嫁衣装を着たまま、涙ぐみ……でも、もう、泣き虫は卒業しようと思って、こみ上げる悲しみを砂浜にぶつけることにした。

　そう。伝家の宝刀、穴掘り自殺である。

　砂浜に転げて、じたばたじたばたばたばた。全身が疲れ果てるまで手足としっぽと耳で砂をかいて、ちょうど自分が入れるぐらいの穴を開けたナキアミは――

　そこにすっぽり籠こもって、風や満ち潮が砂で自分を埋めるのを待つことにした。

　お父さんお母さんごめんなさい。ナキはここで貝になります……ぐすん。

「あいや待ていナキアミ！」

　その声に穴から顔をちょっと出すと――自動馬車バツギエの後部座席に立つ、ユァンが見えた。

　ツノみたいにセットした髪は解ほどけているが、確かにユァンだ。

　ハヤン飛竜を捨てて、いつの間にかナキアミの車に便乗していたらしい。

「お前、死ぬ度胸があるなら命がけでノトを連れ戻せい！　あのロケット、ガイアエルダⅠと見た！　その管理者はサベラだったハズぢゃ！　となるとあやつもこれで逆賊、姿をくらます必要があろうぞ！　妾キエが匿ってやるから、お前――サベラと組んでロケットでも何でも造って、ノトを追うのぢゃあああああ!!」

　ば、とちょっと折れた扇を中途半端に広げつつ、ユァンは甲かん高だかい声でナキアミに命じる。

「ゆ、ユァン……でも……ノトとレンビアは……どこかで結婚しちゃうよぉ」

　べそべそと泣きながら、ナキアミはまた穴に戻ろうとする。

「案ずるな！　世の中には離婚という言葉もある！！！」

「――離婚!?」

　ぴょこ、とナキアミはまた穴から顔を出した。

「そうぢゃ！　その意気ぢゃナキアミ！」

「そうだよね！　そしたらナキが、ノトの次のお嫁さんに!!」

「馬ば鹿か者もの！　次は妾キエの番ぢゃ！　――と言いたいところぢゃが、今は同じ男を取り戻したい者同士、順番はさておき、力を合わせようぞっ！」

　人は潔いさぎよく諦あきらめたり、失恋を乗り越えたりして強くなることもある。

　――でも、若いこの少女たちがそれを学ぶには、もう少し時間が必要そうなのであった。



　ガイアエルダⅠには観測用の望遠鏡スコープが四方八方についていて、地上の様子がよく見えた。

　ガルナの町を飛び越えたとき、ノトはレンビアと幼い頃ころを一緒に過ごした孤児院と教会の建物を見た。ナキアミと初めて会った路地も、サベラたちと初めて会った練兵場も、魔導宮も、ノト屋も、あのリンゴの木も一瞬だけど見えた。

　上昇していくに従ってそれらの光景はガルナの港町全体になり、それがガルニア全域へとどんどん広がっていく。ハヤンも見えてきた。そして視界はみるみるうちにレクト亞大陸全土を見下ろせるようになっていき――

　そして、地球が見えた。

　がこんっ。束ねられた１段目のロケットが燃焼を終え、花が開くように切り離され、ブーケのトスみたいにどこかへ飛んでいく。

　大気圏外、宇宙に出たノトとレンビアは――ふわり。

　ベルトを解いて、航宙カプセルの中に漂った。

　ウェディングドレスのスカートをふわっと花のように広げたレンビアの胸元から、無重力のいたずらで――ちゃり。ノトがあげた、緑ミスリルのペンダントが浮き出てくる。

　その三日月形のかわいいペンダントを見て、ノトは苦笑いした。

　レドライアスとの結婚式にまで、つけててくれてたとは。

　そう。

　レンビアはどこまでも、どんな時にでも、ノトのことを想おもってくれている子なのだ。

　この子と一緒になれて、本当に良かった。

「レンビア」

　ノトはカプセルの中を漂いつつレンビアに向き直ると、その左手をそっと取った。

　そして、自分の小指に填はめていたウスタマカの指輪を――レンビアの薬指に、移す。

「……えっ……これ……ウスタマカの×ノトモデルじゃない……ど、どこで手に入れたのよ」

　翠みどりの目を見開いて、レンビアは指輪とノトを交互に見る。

「あー……えっと、まあ、ヤボなことは聞くなって。それよりさ」

　ごまかすように、ノトは姿勢を正した。

　そして、大きく深呼吸する。

　なんか漂っているうちにノトとレンビアは上下が逆さまになっていたが、まあ、正面を向いているからいいだろう。

「言い忘れてたんだけどさ」

「？」

「結婚しよう」

　ノトのプロポーズに――

　レンビアは、ぽわ、と、その翠みどりの瞳ひとみから涙をこぼした。

　涙は落ちず、地球みたいにまんまるな球になって……愛らしく、漂う。

「……バカノト……！　あたし、ずっとずっと待ってたんだよ、その言葉を……！」

「ごめん、なかなかチャンスが無かったからさ……レンビア、お前はかわいい。かわいい、宇宙一かわいいよ――」

「ノト……！」

　感激に目を見開いたレンビアに、ノトは優しく微笑ほほえんだ。

　そう、これは10年前のノトがレンビアに言った、思い出のセリフ――

「――愛してる」

「……あたしも、愛してる……！　愛してる、愛してる、愛してるんだよ、ノト……！」

　レンビアはもうたまらなくなったらしく、×ノトモデルの指輪をした手で顔を覆おおう。

　そして嬉し泣きしながら顔を上げると、壁を小さく押してノトの方にやってきた。

「……あんたってほんと、宇宙のノトアストロノト。結局、大事なことは全部、宇宙で言うんだから」

　そう言いながら近づいてきたレンビアに、ノトも、そっと壁を蹴けって近づいた。

　公園ではキスするのをジャマされた２人だが――ここにはもう止める者はいなかった。

　ネロで２人を隔てた宇う宙ちゆう兜かぶとも、今は、もうなかった。

　いつも勇気を出し切れなかった２人の背中を、慣性の法則がそっと押して――

　そうして、２人は――逆さまのままだったけど、

　キスを、交わした。



　――がくん。



「？？？」

　突然船内に戻ってきた重力に、ノトは頭っから床めがけて落っこちた。

　レンビアも、ふわり、と床に降り立ってくる。

「な、なんだこれ？」

「降下し始めてるわっ」

　キスを中断させられた２人は――慌あわてて窓の外を見たり、計器盤をのぞき込んだりする。

　さっきまで宇宙空間にいたこの航宙カプセルが、大気圏に戻りつつあるのだ。

「ちょっ……ど、どーゆーことだよ！」

「これ……弾道飛行よ！」

　レモン色の眉まゆを寄せて言ったレンビアの声に、ノトはあんぐりと口を開けた。

　旧ガルニア宙軍で、習ったことがある。

　弾道飛行とは、航宙カプセルを宇宙に打ち上げた後、人工衛星サテリツテにせず、そのまま放物線を描いて地球に帰還するタイプの航路だ。

　そういえばこのロケットの『ガイアエルダ』という名前は、大地の神の名前である。

　初めてこの名前を聞いた時には「落っこちてきそうな名前だなぁ」と笑ったものだが、それもそのはず、これ、本当に大地めがけて落っこちるロケットだったのだ。

　聖サナターン祭のパーティーでレドライアスが自慢していたが、ガイアエルダⅠは全自動で大気圏に再突入できる。その航路は、人間計算機カリキユラトリエによる記録を元に制御されるとか。

　もっと長くしていたいと思ったキスを中断させられたのは――つまるところ、ナキアミの計算式のせいである。なんというか、怨おん念ねんみたいなものを感じる。

　ノトとレンビアは大おお慌あわてでそれぞれの座席に戻り、大気圏突入の準備を始めた。

　船内の重力は次第に強まり、地上めがけて落ちようとしているのが分かる。

　眼下に見える地形は、備え付けのラタラ地図によると――ノトの守り刀の産地ではないか？と言われていた、極東帝国のある辺りだ。

　どうやらこのガイアエルダⅠ、かの国を探査するためのものだったらしい。

「あーもう！」

　ウェディングドレスの上にぶっといベルトを締めて座席に自らを固定しつつ、レンビアが首を左右に振った。

　しゃらり、しゃらり。レモン色のツインテールが、愛らしく波打つ。

「結婚式は宇宙！　新婚旅行は宇宙旅行！　ありえない！　なんでこうなるのよ!?」

　ノトは座席について、天窓から宇宙を見る。

　そして苦笑いしながら、ちょっとだけ済まなさそうに――

　言った。

「それは俺おれが――『アストロノト』だからじゃね？」

おしまい



    

  
    
      
あとがき



ルージーン　元・ガルニア宮廷筆頭魔導プリモ・マツギ　今は……死刑囚

アローレン　元・ガルニア宮廷次席魔女セコンド・マツギ　今は……同じく死刑囚



■航宙カプセル『居住区』にて



アロ「なに見てるのよぉ」

ルー「見てない」

アロ「見ーてーまーしーたぁー。わたしのオシリぃ」

ルー「……背中だ」

アロ「ほぉーら見てたんじゃなぁーい。見たいなら見たいってハッキリ言いなさいよぉ」

ルー「そんなことより……なんだそれは？」

アロ「んー。これ？　これねぇ、さっきキャビネットにお手紙が挟んであったのよぉ」



　　『　おれを　さがしてみろ　』



ルー「この異様な丸文字は……あぁ、赤あか松まつ中ちゆう学がくか」

アロ「どうやら今回はあとがきを最初っからあきらめて、かわりに本編に出てたらしいのよぉ。あの人、意外とあきらめはいいのよねぇ」

ルー「本編――？　ああ……出てたな」

アロ「えっ。どこにどこに？」

ルー「読めば分かるだろう。トリ頭のお前にはムリかもしれないがな」

アロ「ぶううう。なによそれぇ」

　　ぺしっ

ルー「こら。彼からの手紙を投げるな。痩やせても枯れてもこの本の作者だぞ」

アロ「あっかんべぇだ」

ルー「……」

　　ぺしっ

アロ「あぁー。ルーくんも投げたぁ。――えいっ」

　　ぺしっ

ルー「――うっ」

アロ「――あっ。な、な、何わたしの手なんか握ってるのよぉ」

ルー「ちっ、違うッ。これは、手紙を取って投げつけてやろうとだな……！」



平成二〇年四月　ルージーン＆アローレン拝
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